
3 穿孔性害虫 

1 )コウチュウ目（甲虫目、鞘趨目）CoIeoptera （概要は食葉性害虫 

の項参照12貞） 

(1）ツツシンクイムシ利 Lyrnexylonidac 

成虫は細長く円筒形て軟体。触角は比較的短く鋸曲状。前・中脚の基 

節は大形で突出して円錐状。 L姐は短い。徐節は5 節からなる。幼虫は 

木利穿孔性、ill」胸は大形になリ、尾部に突起をそなえている。全世界か 

ら約7属50種か知られている。 

A Irac/ocerus e;na卿HaIIパ は東洋区の西部に広く分布する。A,勿cc,plパ 

nobiles, Buchanania latifoha, Diperoca,pus lurb1natus, D zej’たfliCl?S, 

Shorcamblパルの木部に穿孔する。成虫は帯褐黄色。体長は非常に変 

化かある。ネ知恨は左イi相接する。翅は方形で短小、腹部は長形で背板が 

露出する。幼虫は細長い円筒形で、成熟すると体長45Dm]に連する。脚は 

良く発達する。腹部第9 節はIリ筒形で先端は斜に抜断される。幼虫は辺 

羽から内部に6 -8 インチの曲った孔道をつくる。穿孔の際に生じた木 

屑は」升出される。孔道壁には餌になる黒色の力ピか生える。インドでは 

年1世代、成虫は3 -5 月に出現する。 

(2）クシヒケムシ利 Rhipiceridae 

成虫は細長い円筒形。触角は雄では櫛歯状でときに鰓状。前・中脚の 

基節は円1旧り筒状。徐節は5 節からなる。 上翅は比較的大きく、腹部を 

完全に覆う。幼虫は長いIリ筒状で後端は切断される。脚は短い。…般に 

朽木に生息する。全世界から5属約50種か知られているp 

-91一 

3 穿孔性害虫

1) コウチュウ目 (甲虫目、鞘縄目)Coleoptera( 概要は食葉す空,辱虫

の項参照12頁)

(1)ツツシンクイムシ科 Lymexylon1dae

成虫は細長く円筒形て軟体。触角は比較的短く銀歯状。前・中脚の基

節は大形で突出してrリ錐状。 i.遡は短い。徐節は 5節からなる。幼虫は

小材穿孔1′ー:、前胸は大形になり、尾部に突起をそなえている。全世界か

ら約 7届 50種か知られている。

Armdoc βms e′i2のぎ〃′"′zfsは東洋区の西部に広く分布する。 A “oc"′》‘!s

iz必 中 s, 及 ぼ′mm ノ“"/" ′舵 なα,D めのりcのかずs rのるz77αrzfs,Dz 琴 Z伽 に鵡

Sんのせα〆のぞ感" の木部に穿孔する。成虫は 菩禍黄色。体長は非常に変

化かある。複眼は左右相接する。恕は方形で短小、腹部は長形で背板が

露語する。幼虫は細長い円筒形で、成熟すると体長45mmに達する。服1ーは

良く発達する。腹部第9節は円筒形で先端は斜に裁断される。幼虫は辺

材から内部に 6~8 インチの削った孔迫をつくる。穿孔の際に生じた木

屑は排出される。孔道畔には餌になる黒色のカビか生える。インドでは

fiil m 代、成虫は 3~5 月に出現す る。

(2)クシヒケムシ科 Rhipicerldae

成虫は細長い円筒形。触角は雄では櫛歯状でときに肥状。前 ・LP膜1の

基節は円錐円筒状。徐節は5節からなる。上組は比較的大きく、腹部を

完全に覆う。幼虫は長い円筒状で後端は切断される。脚は短い。一般に

朽木に生息する。全世界から 5属約50種か知られている。
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(3)タマムシk Buprestidae (flatheaded borers, metallic wood borers, 

jewel beetles) 

小形ないし大形、堅く、霜平。金属的色彩のある美麗種が多い。頭部 

は複眼まで前胸に覆われている。触角は短く、11節て鋸歯状。前胸は大 

きく不可動。前脚の基節は球状、後脚の基節は幅広く腿節の一部を覆い、 

猷節は5節。幼虫は日と脚がなく、明瞭な環節からなリ、やや扇平な細 

長い円筒形。頭部は小さい。前胸は非常に大きく扇平。多くは樹幹や枝 

や根に穿孔し、一部のものは潜菓性あるいは虫えいを形成する。全m 界 

から約400属15,000種が知られている0 

Acniaeodera aunfera. Laporte et Goryはインドとバキスタンに分布 

する。Acacia ca/edit‘とA in扉caの穿孔虫て、成虫は7 -8 月に畠現し、 

枝と根の樹皮に産卵する。幼虫は樹皮下に穿孔し、曲りくねった孔道を 

掘リ、細粉を密につめる。蛹化は孔道の先端てlIう。 1 世代は1年か時 

に2年である。A sttchpen n/s Laporte et Goryはイントとパキスタン 

に広く分布し、青黒色でート翅に赤色または黄色の斑紋をもった小さなタ 

マムシてある。Sh01・ea robustaに普通でA cac jamfec/ult, Adina cor 

c/i/o/ia, Cassia 声/ac, C . staineaか らも記録されている。成虫は4 月から 

8 月に出現し、1-li死木、伐倒木、衰弱木の樹皮に産卯する。幼虫は不規 

則に曲がリくねった細粉を詰めた孔道を掘リ、孔通の先端て蛹化する。 

Agri/as "I鹿川as Keiiamansはパプアニューキニアでルm加Ins (leg 

Itゆ危の造林木の樹皮に穿孔し、シグサクの食痕を残し木を哀弱させ枯 

死させることかある。木種の木来の食樹はSyzyginnu 5PI であり、近く 

にこれらの相種のある造林地に被害が多いという。11?fllullialw spp に 

は同様の被害をあたえるA. viridissuinas Cobosがいる。ciゆnodis 

nit/tans Kiugはインドとパキスタンに分布する。成虫は体長3 ~ 4 CIII\ 

黒色で白色粉木をつける。広葉樹と引葉樹の多くの樹木の樹皮と木部に 

つく。ポプラの重要害虫である。木種の加害に対して丑u/a加S alIJて7,P 

Clipカmカm,Pmgm は感受性て、P 鹿Ito,dCsは拭抗件がある。Ab!‘」’，5 
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(3)タマ ムシ刊 Buprest1dae(flatheaded borers,metallic wood borers,

Jewe ヱbeetヱes)

小形ないし大形、堅く、扇平。金属的色彩のある美麗種が多い。頭部

は複眼まで前胸に覆われている。触角は短 く、11節て鋸歯;1人。前駆りは大

きく不可動。前脚の基節は球状、後脚の基節は幅広 く1遇節の一部を凌い、

徐節は5節。幼虫はロと脚がなく、明瞭な環節からな 1)、やや扇平な細

長い円筒形。頭部は小さい。前胸は非常に大きく周平。多くはf封幹や枝

や根に穿孔 し、一部のものは潜柴件あるいは虫えいを形成する。全 m 界

から約400届 15,000種が知られでいる。

Ac〃?αgod87僚α好虎 m,Laporte et Gory はイン ドとパ キスタンに分布

す る。 Ac"c 迄 鎖船〆?"とA mdzm の穿孔 虫で、成虫は 7 ~ 8 月に出現 し、

枝と根の樹皮に産卵する。幼虫はホ訂及下に穿孔し、胆li)くねった孔道を

欄 1)、網粉を密につめる。姉化は孔道の先端て行う。 1世f は 1年か時

に 2 年であ る。 A‐sf?磯 Pe;?〃′s Laporte etGory はイ ン トとパ キスタン

に広く分布し、青黒色で上麹に赤色または黄色の斑紋をもった小さなタ

マ ム シ て あ る。 S/mm ′り卿 sm に 普 通 で Ar α""cm βc′?〃,A 山 7m c(が

命力み",Q!$!" 方輸 血 ,C.s?"mm か らも記録 きれている。成 虫は 4 月か ら

8月に出現し、枯死本、伐倒木、衰弱木の枝1皮に産卵Jする。幼虫は不規

則に曲がりくねった細粉を詰めた孔道を掘り、孔通の先端て堀化する。

Agr ノ/騰 の "をrzms Kel ・amans はパ プ ア ニ ュー キニ ア で E〃‘‘の愛′fs‘を翌

/と中海の造林木の樹皮に穿孔し、シグサクの食痕を残し水を衰弱させ枯

死させることかある。木種の本来の食{毒1はめノ為翌‘〃〃? sー)p であり、近 く

にこれ らの朝種 のある造林地 に被告が多い という。 7Zグ〃?〃?" "spp に

は 同 様 の 被 害 を あ た え る A. 〃zr′‘ノ7ss′i〃〃s Cobos が い る。 C"P'm 魚も

〃〃☆〃鳶 K1ug は イ ン ドとパ キスタ ンに分布 す る。成 虫は体長 3~ 4cm 、

黒色で白色粉末をつける。広葉樹と針葉樹の多くの樹木の樹皮と木部に

つ く。 ポプ ラの重要害虫である。 く種 の加害 に対 して Po/〃/′′s 蔵脳 ,P

g珍か可 礁 ,P “② “は 感 受性 て、 P dどめ扇BSは抵 抗チリ-が あ る。月友F
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pmdmlU , 乃‘mis gera 功COla,Pia/a;?,おoriefi/aits にも害をあたえる。ノI 

立本への食人は通常哀弱乾燥状態にあるもので、この虫による粘損は少 

ないロChrysobolhris gardneri TheryはインドでAcacia indi'caの根の穿 

孔虫で、成虫は5 月から6 月に出現する。Chrysochroa bicolor Fab 

riciusはインド、東パキスタン、マラヤなどの東洋区に分布する。幼虫 

は生立木の樹幹に穿孔する。大形のタマムシで、幼虫は成熟すると約 

15cmになリ、大きな孔道を掘リ、この幅はしばしば8 cmにもなる。円穴 

からフラスと樹液を捌池する。成虫になるのに数年かかる。ジャワでは 

カカオク弄i虫で、バキスタンではS/mica robastaの電要害虫である。他 

にCeiba pe;imdra, Xyi,a －、yんca;加などが寄什樹種として記録されてい 

る。Coraebus dorsalムKei reniansは北イントとパキスタンに分布し、 

若いQlie) C/IS i/flea/aの相幹に穿孔し、被害部は虫えい状に膨降する。 

激しい被害では完全に枯死する。ニューシーランドで、この種類をブラ 

ックベリーの防除に導人されたが、成虫が果樹の菓を食害するため中ii 

されたことかある。Psi/op/era ciゆreosple”由｝is Saundersはイントとス 

リランカにいる金属光沢のある銅緑色のタマムシて、体長は約25mm,各 

種広葉樹の新梢の樹皮を食害する。Acacia ,nd,ca, S/mica robes/a, 

Zizyphas inmmたmwに被害をあたえる。Pーノastuosa Fabriciusはイント、 

議
 

舜） 

糾寡“ 

1 1-4J Psiloptera fastuosa 

（体長約25mm) (Beeson より） 
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力川のり乙〃,Piims gの"'“′mm,P 膚超ノ7"s o“樹液ぼる に も害 を あ た え る。 fl:

立本への食人は通常衰弱乾燥状態にあるもので、この虫による熱狂iは少

ない。 Cお関りoo〃“′sg"′#'?" ′Thery はイン ドで Amc を′?;疑え〃の根の穿

孔 虫で、成 虫は 5 月か ら 6 H に出現 す る。 C初婚 oc初の〃あの /の Fal)-

nciusはインド、東パキスタン、マラヤなどの東洋医に分布する。幼虫

は生立木のf轟韓?に穿孔する。大形のタマムシで、幼虫は成熟すると約

15cmになり、大きな孔道を掘 り、この幅はしばしば 8cmにもなる。国穴

からフラスと樹液をJJI池する。成虫になるのに数年かかる。ジャワでは

カカオの享i虫で、パ キスタンでは秘の舵α′ける′忍〃の重要害虫である。他

に Ce′b"Pe 〃f"imた‘,又J'/≧" 夢幻cの力"な ど力r寄生糊種 として記録 されてい

る。 Come ムノ燭 のだ~"′畠 Ke・remans は北イ ン トとパ キスタンに分布 し、

若いQ′旧に〃も〃'?""〆"の*き“テに穿孔 し、被害部は虫えい状に=彰降する。

激 しい被害では完全に枯死する。ニューシーランドで、この種類をブラ

ックベリーの防除に導入されたが、成虫が果樹の菜を食¥i÷するため中」L

されたこ とかある。 Rs′′oPre焔 鑓 PreoSP‘e??α鞠 saunders はイン ドとス

リランカにいる金属光沢のある銅緑色のタマムシて、体長は約25mm、各

種 広 葉樹 の 新 橋 の樹 皮 を食害 す る。 Acαcm "?〆′c‘?,Sんoノ鯛 川棚 s!o,

残 )の/z/′s 〃?"“r′′!o〃"に被 害 を あ た え る。 P.た班‘os"Fabrlclus は イ ン ト、

図 一 47 Ps}‘opterafastuosa

(体長約25mm)(Beeson より)
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パキスタンから東方の中国まで分布する。成虫は青緑色で金属光沢かあ 

り、体長は20-25nim,A cut/a属 につく。成虫は広葉樹の食菜虫であるか、 

新梢の樹皮を条状あるいはギザギザにかじる。インドでA. nilofico 

A 'cafedw,A 乙ヌ717”加f/aに激しい被害が発生したことかある。 

助henop/era aterrin2a Kerremansはインドとパキスタンに分布する。 

成虫は黒色で体長約10mm。幼虫は衰弱針葉樹の二次性穿孔虫て、加害樹 

はAbies pzndrow, Ce山'1おdeodara, Pznw, guiク,thiiが知られている。卵 

は樹皮の割れ目に産みつけられる。幼虫は不規則な孔道を掘リ、堅く木 

粉をつめる。Trachys ball Gu6rin-Menevlle は西パキスタンでA lhzz危 

lebbeckの 食葉虫として記録されている。T. hico for Kerremansはイント 

に分布し、成虫は暗青色のタマムシで、幼虫・成虫はButea mo加 

spermaの菓を食害する。成虫は葉上面の主として主脈と中脈の接合部 

に1個かノI、卵塊状に産卯する。幼虫は葉の組織内に潜葉する。蛹化は葉 

内でする。南インドては年4 -5 世代で、卯期は約19口、幼虫期は約1 

か月、蛹期は約9 日である。 

(4）コ メ ツキムシ科 Elateridae (check beetles, skip jacks, wire 

worms) 

成虫は微小ないし中庸大、堅く長くやや扇平、黒色、灰色、褐色で鮮 

明な金属光沢のある種類もいる。触角は簡単か鋸歯状か櫛歯状で11節か 

らなる。前胸腹板は後緑中央に1突起があリ中胸腹板の凹に受入れられ 

ている。幼虫はハリガネムシで、普通細長く円筒形、平滑で光沢ある黄 

色ないし赤褐色。腹部第9節は徴歯列の縁をもった背板をもち、キチン 

化した1本または1対の突起か棘をそなえる。成虫は樹木の芽を食害す 

るものが少なくない。幼虫は土中や朽木の中にいて、地下・地IIの種f 

や植物を食害し、あるものは根切虫や穿孔虫、毛虫なとを捕食する。全 

世界から約400属9,000種が知られている0 

Alaus sordidusは インドに生息し、成虫は黒色て密な地衣状の黄色の 

1 94一 

パキスタンから東方の中匡1まで分布する。成虫は青緑色で金属光沢かあ

り、体長は20~25mm 、 Ac"‘霞届 につ く。成虫は広葉樹の食菜虫であ るか、

新梢の樹皮を条状あるいはギザギザにかじる。インドでA.〃′Zo沈 、々

月.ご餅a欲〃,A cy〃'mp左辺〃に 激 し い 被 害 が 発 たした こ とか あ る。

SP彰“oの′〃〆""fgr 川棚 Kerremans はイン ドとパ キスタンに分布 す る。

成虫は黒色で体長約ヱomm。幼虫は衰弱針葉樹の二次性穿孔虫て、加害樹

は Ab?gs pz“ぬ例ひ,Ced れ‘s deod の謬,P′′z〃ふgr乙姉 物 zが 知 られ て い る。 卵

は樹皮の割れ目に産みつけられる。幼虫は不規則な孔道を掘り、堅く水

粉 をつ め る。 四 "c毎 s b覆すGuきrln‐Malevlle は西パ キス タンで A/初霜α

を恥β戒の食葉 虫 として記録 されている。 丁.毎cD/oγKerremans はイン ト

に分 布 し、 成 虫 は暗 青 色 の タマ ム シで、幼 虫 ・成 虫 は最‘feα摺鋼 ひ

もPe““"の葉を食害する。成虫は築上面の主として主脈 と中脈の接合部

に 1個か小卵塊状に産卵する。幼虫は葉の組織内に憎棄する。頼化は葉

内でする。南インドては年 4 ~5 世代で、卵期は約 19ロ、幼虫期は約 1

か月、虫雨期は約 9 ロである。

(4)コ メ ツ キ ム シ科 E1ateridae(check beeties,skip jacks,wlre

Worms)

成虫は微小ないし中庸大、堅く長くやや扇平、黒色、灰色、褐色で鮮

明な金属光沢のある種類もいる。触角は簡単か鋸歯状か櫛歯状で11節か

らなる。前胸腹板は後緑中央に 1突起があり中胸腹仮の世]に受入れられ

ている。幼虫はハリガネムシで、普通細長く円筒形、平滑で光沢ある黄

色ないし赤褐色。腹部第 9節は徴歯列の緑をもった昔板をもち、キチン

化した 1本または 1対の突起か軸をそなえる。成虫は樹木の芽を食害す

るものが少なくない。幼虫は土中や朽木の L1tにいて、地下・地 [;の種 r^

や植物を食害し、あるものは根切虫や穿孔虫、毛虫などを捕食する。全

世界から約400属 9,000種が知られている。

AZmfs s鯖〆冠婚はインドに生息し、成虫は黒色て密な地衣状の黄色の
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斑点をもっている。 5 -8 月に出現し、年I世代てある。卯は辺材穿孔 

虫の人った捌池孔に産みつけられる。幼虫は樹皮ドで穿孔虫の幼虫を抽 

食し、材巾深くのカミキリなどの蝋室に穿入し、蛹や幼虫を食い殺し、 

その中で蛹化する。 

⑤ナガシンクイムシ利 Bostrychidae (false powderpost heetlcs) 

成虫は円筒形，体長20mm以下の巾ー小型種が多いが50mmを越える大型 

称もいる。一般に長く円筒状、褐色ないし黒色。頭部はト口式で前胸背 

に隠れ背面から見えない0 触角は短く10-li節で3節からなる球禅部を 

そなえる。前胸背は粗面あるいは顆粒すけられる。上姐は後方で傾斜し、 

突起をそなえるものがいる。外形がキクイムシに似るが、上唇・娘楯・ 

前頭は間に横皺かあリ、明らかに区別できる。徐節は5節て、第I 節は 

微小。食材性て重要木竹材害虫を多く含み、貯穀害虫もいる。全世界か 

ら約90属700種が知られている0 

Apaル)floflacliiis FabnciusとAterebrans Pallasはガーナで多食性 

の重要害虫である。穿入孔は約lcmの深さで材に人リ、母孔は木織維に 

沿ってつくられる。生立木では田孔は上方に約30cm、幼虫孔は繊紺方向 

に約40cm.直径1 3cmでフラスが密につめられている。蛹室は幼虫孔に 

連らなった卯形て辺材につくられる。 1 世代は約5 か月、ガーナのEu 

'a加/115pめ’cw加造林地で39％の被害がでたことがある。これまでの 

被告樹はルα山”β加加mpaXんya spp , Me/ia co)nJ)osita，チーク， 

Teirnina加 wore 乃ゆんChI加)? SckPt'3助nなどである。経済的に重 

要な被害は後食害で、この食痕は穿人孔か斜で、内樹皮と外力の辺材に 

穿孔し2 , 3 週間で脱出する。穿入孔から樹液が流出し、孔はカルスで 

覆われる。チピタケナガシンクイムシ（Dinoderus minutees Fabi icus) 

は熱帯から温帯各地に生息し、日本にも生息していて竹材に被害をあた 

える。成虫は体長2 3-3 5mm、円筒形、赤褐色ないし黒褐色、前胸背の 

前半部には同心lり状に並んた瓦状突起かある。一見キクイムシに似る。 
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疑「点をもっている。 5~8 月に出現し、テー二1世代てある。卵は辺材穿孔

虫の人ったJ引潮孔に序みつけられる。幼虫は樹皮卜で穿孔虫の幼虫を捕

食し、材中深くのカミキリなどの師事に穿入し、蛾や幼虫を食い殺 し、

そのiいで筋化する。

(5)ナガ シンクイムシ不一 Bostrychidae(false powderpo t beetlcs)

成虫は円筒形、体長20mm以下の中・小型種が多いが50mmを越える大型

種もいる。一般に長く円筒状、褐色ないし黒色。頭部は ト[1式で前胸背

に隠れ皆面から見えない。触角は短くID~11節で 3節からなる球梓部を

そなえる。前胸背は粗1α!あるいは頭粒すけられる。上遡は後方で傾斜し、

突起をそなえるものがいる。外形がキクイムシに似るが、上唇 ・頭株 ・

前頭は間に横飯かあり、明らかに区別できる。徐節は 5節て、第 1節は

微小。食材性て重要木竹村害虫を多く含み、貯穀害虫もいる。全棋界か

ら約90属 700種が知られている。

AD αfe i7207mご膚侍 Fabrlcius と A fのせる'“'?s Pallas は ガ ー ナ で 多 食 性

の重要害虫である。穿入孔は約 lcmの深さで材に人り、母孔は木繊維に

沿ってつくられる。生立木ではずUJLは上方に約30cm、幼虫孔は繊細方向

に約40cm、 -青径1 3cmでフラスが密につめられている。師室は幼虫孔に

連 らなったりの1ヲて辺材につ くられる。 1世代は約 5か月、ガーナのEル

切ら少rmpo かcmpα造林地で39% の被害がでたことがある。これまでの

被害種目まだ′′m も凄む捲卿 か胆の",K ん鱒なz spp ,Mdm の 'izpos′超,チー ク,

卿〃?“m/ノα ?卵フせ〃s7~,“ゆわじん血 “ sc/の採り勿〃などである。経 済的に重

要な被害は後食詩で、この食痕は穿人孔か斜で、内樹皮と外フノの辺材に

穿孔し2、 3週間で脱出する。穿人孔から樹液が流出し、孔はカルスで

覆われる。チピタケナガシンクイムシ (D〃20露座 s 7mm ずれぼ Fablicus)

は熱帯から温帯各地に生息し、日本にも生息しでいてィう材に被害をあた

える。成虫は体長2 3~3 5mm、円筒形、赤褐色ないし黒褐色、前胸背の

前半部には同心円状に並んだ瓦状突起かある。一見キクイムシに似る。
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図-4● タケナガシンクイムシの被害竹 

(Beesonより） 
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乾燥竹材の重要害虫で、トウ（ラタン）、テリス根も加害し、例外的に 

ジェルトンの乾材についたことがある。成虫は竹材の中に穿孔L、艘雑 

方向に対し直角のI‘孔を掘って産卵する。各種の釧葉、広集樹t4などに 

穿孔することがあるが、そこでは繁殖しない。この虫の加黛は材巾の澱 

粉量と深い関係かある。Db加veokztus Wollastonは前種に類似するか、 

休がやや細長く、前胸背前繰の歯状突起は小さく数が多い。熱帯・亜熱 

帯に分布する。主に広葉樹につく。オオナガシンクイムシ（IIeIem・ 

boshycizus harnalipennes Lesne）は東南アジア、インド、マダガスカ 

ル、中国、日本に分布する。成虫は体長は8.8-15 5-.艮円簡形、黒 

色ないし黒褐色．前胸背の前線は一直線かわすかに凹み、両側にI木の 

大きな歯状突起をそなえる。上規斜面部には強大な1対の突起をそなえ 

る。成虫は丸太や技材の表面から約4cm位の深さに町孔をつくり産卵す 

る。幼虫は田孔から材巾に食入し、孔道は虫糞と木屑を密に砧める。口 
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図 ~48 タケナガシンクイムシの被害竹

(Beeson よ り)

乾燥竹材の重要害虫で、 トウ (ラタン)、テリス根 も加害 し、例外的に

ジェル トンのヰと材についたことがある。成虫は竹材のLPに穿孔し、繊維

方向に対し直角のf豆孔を翻って産卵する。各種の金r葉、広葉樹" などに

穿孔することがあるが、そこでは繁殖しない。この虫のカー1糞は材中の澱

粉量と深い関係がある。D ゎ折り〃の函数5 Wollaston は前種に類似するか、

体がやや細長く、前月句背前縁の歯状突起は小さく数が多い。報酬ト 亜熱

帯 に分布する。 主に彫葉樹 につく。オオナガシンクイムシ (f!gieγひ

彰 srかdzz岱 加川餌かg72mS Lesne) は東南 ア ジア、 イ ン ド、マ ダガスカ

ル、 中国、 日本 に分布する。成虫は体長は 8,8~15 5mm。 長円筒形、黒

色ないし黒褐色。前胸背の前緑は一直線かわすかに凹み、両側に 1本の

大きな歯状突起をそなえる。上超斜面部には強大な 1対の突起をそなえ

る。成虫は丸太や枝材の表面から約 4cm位の深さに!“〒しをつく1)産卵す

る。幼虫は母子Lから材中に食入し、孔道は虫糞と木屑を密に詰める。ロ
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本でラワン剃やコムノキなどの輸人材でつくった家具から4 mm位の円形 

の脱出孔を開けて成虫か脱出してくる。木種に似たH, aequo/is Water 

house は広葉樹材につくか、この種類では体背面に毛かなく、上超斜面 

、 
、 

' '」 

か 

図-49 Heterobostrychus aequalis幼虫（体長約11mm) 

(Beeson より） 

部に2対の突起をそなえる。翫/us/oceros bimaculatus Olivierはキプロ 

スてAcacia りafl”如llaの枝に孔道を掘った記録かあるが、重要な森林 

害虫ではない。Sinoxylon anale Lesne は南アシアに普通のauger bee-

日eで、オーストラリアやニューシーランドに侵入定着している。成虫 

は枯死木、乾燥木の辺材に穿孔産卯し、穿入孔から細粉を掛出する。広 

範囲の樹種につく。成虫は新梢や若い樹幹に食入し、樹幹では縦断面に 

一周した孔道を掘る。世代長は3 か月から数年にわたる。破害樹は枯損 

し易くなるか、枯死する。Acacia b2請Ca,Aあ/2/U procera,Da乃elgm 

tat加ha, El SISSOOの被害か報告されている。S alratum Lesueはイント 

からオーストラリアまでの束洋区に分布し、枯死『I前のものから枯死木 

に穿孔し、幼虫は不規則に食害し、白粉化する。各種の樹木につく。成 

虫は若い幹や新梢を食害し、被害木を枯損させるか、加害部から折損し 

易くさせる。インドでA rtocaゆits hitisittaとSanta/urn albumへの成虫被 

告か記録されている。また最近ペトナムのアカシア造林地て生立木被害 

か発生している。S t)1155U/fl Lesneはインド、パキスタン、 ミャンマー、 

イント支那半島に分布し、枯死木の辺材につく。幼虫孔は不規則で材部 
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本でラワン材やゴムノキなどの輸人材でつくった家具か )4mm 位の円形

の脱出孔を聞けて成虫か脱出してくる。水柿に似たH,解α〃〃/〆s Water

houseは広葉樹材につくか、この種類では体背面に毛かなく、上超斜面

図一 49 Heterobostrychus aequa"s 幼虫 (体長約 1lmm)

(Beeson より)

☆riに 2対の突起 をそなえる。鮎ん7s/ocems 助川に′函数 0hvler はキプ ロ

スてAc"〆" の姓〃の/明彦の枝に孔道を掘った記録かあるが、重要な森林

害虫で はない。 S明り卸われの?"/e Lesne は南ア シアに普通の auger bee‐

tieで、オース トラ リアやニ ュ ソーラン ドに侵入定着 している。成虫

は枯死木、乾燥木の辺材に穿孔産卵し、穿入孔から細粉を排出する。広

範囲の↑封種につく。成虫は新梢や若い糊幹に食人し、横幹では縦断面に

一周した孔蓮を掘る。世代長は 3か月から数年にわたる。被害樹は枯損

し易 くな るか、枯 死 す る。 4c"cm 競感じα,A′る′〃" かのcem,D 覆りの象 "

/"′ヂメm,D s〆ss()('の被害 かれ封もされてい る。 S 〃′'櫛形72 Lesne はイン ド

からオーストラリアまでの東洋区に分布 し、枯死ぜー前のものから枯死木

に穿孔 し、幼虫はイ・規則に食害し、白粉化する。各種の樹木につく。成

虫は若い-粋や新梢を食害し、被害木を祐一兵させるか、加害部から折損し

易 くさせ る。 イン ドで Ark 払のか rs /′′ノ跳ねとS"“函南7′? "ども乙mzへの成虫被

告か記録されている。また最近ベトナムのアカシア造林地て生立木被害

か 発 生 して い る。 S cmss乙柳 ? Lesne は イ ン ド、 パ キス タ ン、 ミャ ンマ ー

イント支iH~半島に分布し、枯死水の辺材につく。幼虫孔は不規則で材部
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を白粉化する。多犯性で成虫は新梢や若い幹に孔道を掘リ、被害木は先 

枯れ症状を起こしたり、加害部から折損する。Slwrea )'obus/aの苗木や 

萌芽新梢への被害が知られている。S. rifco/Re Lesneはアフリカに分 

布し、各樹種の枯死辺材で繁殖する。幼虫孔は不規則て木部を細粉化す 

る。成虫は新梢や若い樹幹に穿孔し、ホツワナのDelona regiaに激し 

い被害が発生している。南アフリカで成虫がAmcla mearn s/iを加害し 

た記録がある。S sudanicurn Lesneはスダン、イント、パキスタンに 

分布し、各樹種の枯死木の辺材で繁殖する。幼虫孔は不規則で木質部を 

細粉化する。成虫は新梢や若い樹幹に穿孔する。インドでAcacia in 

clicaを加害したことがある。また綿を加害することがある。発育期問は 

非常に不規則で、成虫は1年中活動する。S Iransvaa1ense Lesneはア 

フリカに牛息し、生態と被害は前種と同じである。ボツワナてEm叫， 

Ins minn!diik11525への被害があった。 

(6）カミキリムシ利 Cerambycidae (longhorn beetles, longicorn beet 

les, sawyers) 

成虫は小形ないし大形。細長く円筒形か、やや扇牛。触角は普通前頭 

の瘤状突起の上につき長く、多くは体長の2/3以1の長さかあり、推で 

は雌のものよリ長い。脛節に2 木の端距がある。中胸背に発音鑢をそな 

えるものか多い。幼虫は鉄砲虫として知られている。多くは枯れ木を加 

害するが、生立木を加害する種類も少なくない。全世界から約4,000属 

35,000種か知られている。 

Acan tli叩horus ゆinicornis Fabriciusは熱帯アフリカに分布する。多 

食性で通常土着樹種の枯死木につくか、ケニヤではaゅless /15属の不健 

全木に穿孔する。蛹化は寄生樹の辺材でする。成虫は蔓植物の菓を後食 

する。Aeolestlies Izolosericea Fabriciusは東洋区に広く分布し、各種の 

枯死木や倒木につくか、戸iglans a誓la, Moms spp , S/wren robusta 西 

パキスタン）の害虫にされている。成虫は夜行性で樹皮に多数の卵を産 
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を白粉化する。多ろ巳性で成虫は新梢や若い幹に孔道を掘り、被告木は先

枯れ症状を起こしたり、加害部から折損する。S/zoreα ?て)もmm の苗木や

萌芽新梢への被害が知 られている。 S.“垢come Lesne はアフ リカに分

布し、各榊種の枯死辺材で繁殖する。幼虫孔は不規則て木部を細粉化す

る。成虫は新相や若い樹幹に穿孔 し、ボツワナのDeわ〃為γ曙ノ"に激 し

い被害 が発生 している。南アフ リカで成 虫が Amc?" “?〃"γ〃嘘を加害 し

た記録 が あ る。 S 秘吻粥 c2"れ Lesne はスダ ン、 イ ン ト、パ キスタ ンに

分布し、各樹種の枯死木の辺村で繁殖する。幼虫孔は不規則で木質部を

細粉化する。成虫は新不肖や若い糊幹に穿孔する。インドでAmc?‘7 77?

感じαを加害したことがある。また綿を加害することがある。発育期間は

非 常 に ・規則 で、成虫は 1年 中活動 す る。 S′m 那加α/伽彫 Lcsne はア

フリカに牛息し、生態と被害は前種と同じである。ボツワナて及ばαりめ‐

′船 舶′“"/〆7f‘e77s婚へ の 被 害 が あ った。

(6)カ ミキ リム シ料 Cera mbycidae(longhorn beetles,longlcorn beet ‐

les,sawyers)

成虫は小形ないし大形。細長く円筒形か、やや扇斗。触角は普通前頭

の庖状突起の上につき長く、多くは体長の2/3以上の長さかあ 1)、雄で

は=bたのものより長い。鰹節に 2ネの端蹄がある。中胸背に発音飯をそな

えるものか多い。幼虫は鉄砲虫として知られている。多くは枯れ木を加

害するが、生立本を加害する種類 も少なくない。全世界か )約4,{}00属

35,000 種か知 られている。

Acα附加のんoれrs sp粥に併用s Fabricius は熱帯アフ リカに分布す る。多

食性で通常土着糊種の枯死ネにつくか、ケニヤではC′のress栂属の不健

全木に穿孔する。輔化は寄生樹の辺材でする。成虫は蔓植物の集を後食

す る。 Aeo をsf毎 s 卿′oseγzceα Fabrlclus は東洋区に広 く分布 し、各種の

枯死木や倒木 につ くか、乃促/"〃s r昭′α,Moγぞずs spp ,Sん“ m mも那加 (西

パキスタン) の害虫にされている。成虫は夜行性で樹皮に多数の卵を産
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J --5Q .4eo!esthes holosericea (体長約37mm) 

(Beesori より） 

みつりる。幼虫は辺材と樹皮の間で幅広い不規則な孔道を掘リ、その中 

に樹皮片と木片をつめ多量のフラスを掛出する。老熟幼虫は数インチ木 

部に人り、縦方向に蛹室をつくる。バンジャブでは1 世代は31-36か月 

であるか、インドの好条件ートでは1年に短縮される。リンコの若木ては 

1 頭の幼虫の加害で枯れる。Am姉tes tnfasc iota Fabriciusはナ イシェ 

組 
糾一 

房－ 柵
 

ぶ畿ト 

\V \ 

→響擘 v, 
図-51 Ana!eptes trifasciasta 

上左産卵のための巻き枯し（成虫の体長50 -'60mm) 

上右棘基部の卵下‘老熟幼虫（Wafner らより） 
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図一 50 Aeo′esthes ho′osericea( 体長約 37mm)

(Beeson より)

みつける。幼虫は辺材と樹皮の間で幅広い不規則な孔道を掘 り、その中

に{劃皮片と木片をつめ多量のフラスを排出する。老熟幼虫は数インチ木

部に人 1)、縦方向に姉室をつくる。パンジャブでは 1世代は31~36 か月

であるか、インドの好条件-トでは 1年に短縮される。 リンゴの若木ては

1頭の幼 虫の加害で枯れ る。 A′?"をPzes お脆る‘mm Fabrlclus はナイシェ

画 一 51 Ana′eptes trifasciasta

上左 産卵のための巻き枯 L(成虫の体長50~60mm)

上右 ,戯基部の卵 下 r老熟幼虫 (Wafner らより)
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リアとガーナとサバンナ地域に普通に生息し、Bりjnbax costa/am, 

Adansonie digitata, Ceeba pentancina を含むパンヤ科を加害し、ユーカ 

リ類、チークにもつく。成虫は1-2 年生木を巻1'IIIらし、大きな軌の基 

部に小孔をつくり1粒ずつ産卯し、紙様のカプセルて覆う。幼虫は樹皮 

下に穿孔し、木繊組状のフラスを掛出する。ガーナでは老熟幼虫と蛹は 

5 ~6 月と12 - 1 月に見られ、年2 世代である。被害は産卯のための巻 

枯らしによりその下部の側芽が伸び、萌芽状になり枝下高か低くなる。 

また村―損木も発生する。ゴマダラカミキリ（An叩tophorn inalastaca 

Thomson) は東アシアに分布し、日木、朝鮮半島に生息する。広菜樹 

の生立木を加害する。卯は樹幹と枝の割れ目に産卯される。幼虫は樹皮 

下に穿孔した後木部に穿孔し、蛹化する。香港ではCasnarma equt 

set加lit?の害虫で時に幼木を枯らす。台湾ではC s/icな 柑橘類やMo ins 

a/haを加害する。Aplqrod加lon hardwiclaanam Vhiteは北イントとパ 

キスタンでQ2/CYClES incanaを加害する。成虫は金属光沢のある緑色の 

カミキリで、枝の樹皮あるいは樹幹上部に産卯する。幼虫は下方に潜リ 

幅広い孔道をつくる。蛹化は利中で行ない、羽化成虫は三日月形の脱出 

孔をつくる。年1世代。被害の繰り返された被害樹は市'Ii死するか、木材 

として利用できなくなる。Apriona cenerea Chevrolatは灰色のカミキ 

リである。体長は25nm以上あリ、上翅基部に多くの黒色突起をそなえる。 

インドではポプラ、Mm7おat加の害虫にされている。成虫は南西モン 

スーンのころ、新梢の軟らかい樹皮を環状にかじりもIi死させる。卵は生 

枝につくられた小穴に産みつけられる。幼虫は枝や幹の上力や下方に孔 

道を仲し、小径木では根まで達する。排池孔から木屑と樹液を出す。"Ii 

木や小径木では幼虫が1頭つきまれに枯死させるが、被害部から折れ易 

く、被害木は極度に衰弱する。年1 世代。外来ポプラは激しい被害を受 

ける。A german Hopeは灰黄色で体長約25mm.酉パキスタンから台湾 

まての東洋区に広く分布し、果樹害虫として知られている。成虫・幼虫 

ともに多食性で、イントとパキスタンてはA)t0( a?pI/S ?ntegra, AI0)7(5 
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リア とガ ー ナ とサバ ンナ地 域 に普 通 に生 息 し、 Boilぬα1α)s超忽那 ,

A‘加川の?‘g d埋ば緒",CB 透α加川αノ?〆“"を含むパ ンヤ科 を加害 し、ユーカ

リ額、チークにもつく。成虫は 1~2 年生木を巻枯らし、大きな疎の幕

部に小孔をつく1)1粒ずつ産卵し、紙様のカプセルて覆う。幼虫は樹皮

下に穿孔 し、木繊鞘状のフラスを排出する。ガーナでは老熟幼虫と師は

5~ 6月と12~1 月に見られ、4F2 世代である。被害は産卵のための巻

枯らしによりその下部の側芽が伸び、萌芽状になりネ支ド高か低くなる。

また十一;損 木 も発生 す る。 ゴマ ダラカ ミキ リ (Ai20メリ加 川′;?可"smcd

Thomson) は東アシアに分布 し、 R木、朝鮮半島に生息する。広菜樹

の生立木を加害する。卵は樹幹と枝の害11れ目に産卵される。幼虫は樹皮

下 に穿 孔 した後 木 部 に穿孔 し、姉化 す る。香港では CQS′′"′77α eq〃L

s碑妖〆液の害虫で時に幼木を枯らす。台湾ではC S彼奴, 柑橘類やMoms

d/叱 を加害す る。 AP あり所以?〃〃 加川乙ひだ廟(〃〃"“ WilILeは北 イ ン トとパ

キスタンでQ雄冗′!s摺餌“"を加害する。成虫は金属光沢のある緑色の

カミキリで、枝の樹皮あるいは樹幹上部に産卵する。幼虫‘士下方に潜り

幅広い孔通をつくる。蟻化はネイートで行ない、羽化成虫は三日月形の脱出

孔をつくる。IFI世代。被害の蹴り返された被害樹は枯死するか、木材

と して利 用で きな くな る。 Aかわ“"cm のm Chevrolat は灰色のカ ミキ

リである。体長は25mm以上あり、上麹基部に多くの黒色突起をそなえる。

イ ン ドではポプ ラ、肌 oγ′fs q偽口の害 虫 にされてい る。成 虫は南西モ ン

スーンのころ、新柄の軟らかい樹皮を環状にかじり枯死させる。卵は生

枝につくられた小穴に産みつけられる。幼虫は枝や幹の上フJや下方に孔

道を伸し、小径木では根まで達する。羽叩けLから木屑と樹液を出す。-1fず

木や小径木では幼虫が 1頭つきまれに枯死させるが、被害部から折れ易

く、被害木は極度に衰弱する。年 1世f。外来ポプラは激しい被害を受

ける。 A geri粥川 Hope は灰黄色で体長約 25mm、西パ キスタンから台湾

まての東洋1文に広く分布し、果樹害虫として知られている。成虫・幼虫

ともに多食性 で、 イ ン トとパ キス タ ンては Arfα〃mm とiば増川謎効用 s
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al/ia, So/a la/msp611110 を含む多くの樹種を加害する。パキスタンては 

Morus a/baの重要告虫とされている。成虫は3 月からHH まで活動し、 

新梢の軟らかい樹皮をかじリ、環状に剥皮して枯死させることかある。 

卵は樹皮の噛み跡に産みつけられる。幼虫は孔道を樹幹まで伸す。 

ん'es/ohm appintiinator Thomsonはミャンマーからアッサムまで分布 

し、Am110 CCM加1/a,C(15510 声lii后，チーク，為リ10 \り'/ocaipa，その他 

の双子葉樹木の幼木の重要害虫である。成虫はビロウド状の黒色でオレ 

ンシ色の斑紋をそなえている。インドでは南西モンスーンに出現し、日 

中活動して新梢の樹皮を環状に摂食して枯らす。卵は通常当年の小枝あ 

るいは新梢の樹皮につくられた三口月形の産卯痕に産みつけられる。幼 

虫は枝から樹幹の下方に穿孔する。基本的には小径木の穿孔虫で、チー 

クでは10年生以上の木にはつかないという。A i'le叩alies /功6/oult鳶 

Sharpは西パキ スタンとその付近に生息する暗褐色と黒色のムナクホカ 

ミキリの一種でFinns geu'orclianaのご次穿孔虫で根株につくか、哀弱木 

にも穿孔する。蛹室は木部深くにつくられ、成虫は円形の脱出孔をつく 

る。年1 世代で5 月に成虫が出現する。Bat ocera hors/ce/c/i hIopeはヒ 

マラヤ地方とパキスタンに分布し、A/ni凸iuepalensis,Je管/dil' regm 

伽CrC?間incana, Soノびta/u as加Jフ,w の生立木を加害する。B nionitou 

Newmanは イントとインドネシアに分布し、A ult/iocejllia/tTh Ca(/aiflha, 

Ce//wi pen/am/ia,マンゴ，Ochrouna heg0J11(5などの病弱木につく二次 

性穿孔虫である。卯は樹皮の障害部や不健全部に産みつけられる。幼虫 

は木部に穿孔し、排出日からフラスと樹液を出す。大径木では辺材が破 

壊され、枝や小径木では粘死する。B u'oylei Hopeはイント、パキスタ 

ン、 ミャンマーに分布し、マンコの幹に穿孔する二次性害虫である。B 

i'itfoinacitlata DeGeel は東洋区からマダガスカル区に広く分布する、主 

としてFuas, Along施nり属につく。マラヤではDyera costut/a/aの最も重 

要な穿孔性害虫であるか、Acoda spp., A /bた白んb加c/c, Artocarjuns 

torso/a,A integra, Bounhax inα危bancuen, Ce/ha 加n(andra, Da/bergia 
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ば脳 ,S扇LL′〆′榔Pe“〃"を含む多くの亭割種を力謄写する。パキスタンては

Mwffs d偽αの重要害虫とされている。成虫は 3 月からIUI まで活動 し、

精細の軟らかい樹皮をかじり、環状に余り皮して枯死させることかある。

卵は樹皮の噛み跡に産みつけられる。幼虫は札道を推す幹まで伸す。

A γ′s/oわ?ααぬかり尤〃??αた'γ Thomson は ミ ャ ンマ 一 か らア ッサ ム まで分 布

し、 Ad? “"c のけ狗 /海 ,Cαsyq 恥′〆 " チ 柵 ク , 為ばれ .帆‘)cmP α, その 他

の双子葉樹木の幼木の重要害虫である。成虫はビロウドキ大の黒色でオレ

ンシ色の斑紋をそなえている。インドでは南西モンスーンに出現し、 1]

→」活動}して新和与の樹皮を環状に摂食して枯らす。卵は通常当年の小枝あ

るいは新梢の樹皮につくられた三ロ月形の産卵焼に産みつけられる。幼

虫は枝からfゑ韓?の下方に穿孔する。基本的には小径木の穿孔虫で、チー

ク で は 10年 生 以 上 の 木 に は つ か な い とい う。 Ar/′opαをs z′彰殻mrs

sharpは西パキスタンとその付近に生息する暗褐色と黒色のムナクホカ

ミキ リの一種で乃 77z′sge'mm" 〃"の二次穿孔虫で根株 につ くか、衰弱木

にも穿孔する。類室は木部深くにつくられ、成虫は円形の脱出孔をつく

る。 fFI 世代で 5月に成虫が出現する。政敵ノcgm 卿 '新郷汝 1lopeはヒ

マ ラ ヤ 地 方 とパ キ ス タ ン に分 布 し、 A 肋′rふノzep〃≧ei7s7s,ノ′増加 ? ノだg′",

Q 隙 '℃〃s 〃?c"7m,SQ/r. て顔 i硲卿 “m の 生 立 本 を 加 害 す る。 β 77mmfor

Newnlan はイ ン トとイン ドネ シアに分布 し、 A7打た化リム"/馬 c〃‘/‘!“?わ〃,

Ceデ卿 Pe7zZm7ぬ褐 マ ンゴ,oc/z 加川""go かごfふな どの病弱木 につ く二次

平た穿孔虫である。卵は樹皮の1埠筈部や不健全部に産みつけられる。幼虫

は木部に穿孔し、排出Lーからフラスと樹液を出す。大径木では辺材が破

壊され、枝や小径木では枯死する。β 7の′/〆 Hopc はイント、パキスタ

ン、 ミャンマーに分布 し、マ ンコの幹に穿孔す る二次性害虫である。β

rrあ′〃"α山中 1)eGee1は東洋区からマダガスカル区に広 く分有」する、ふ

として凡〈′′s, 川の増舵 7勿団につ く。マラヤでは Dyem c{7sr2′Z"′"の最 も重

要 な穿 孔 性 害 虫 で あ るか、 Ac〃〆"spp.,A 形たたぞ毎肋沈々,A 財ひじ"の′fs

卿 rszf函 ,A カ性egm, β創 jぬα工 摺餌"凸研ぎ"";g,C 馨る〔r Pのみmildγ",D 屈めe熔化も
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SISSOO, nL Iバc/ashm, F gんmain加 コムノキ，Lannea (on)lnande/iea, 

マ ン コ，Moms a/ba, Ochroma /agopas, P /alan us onen ta/is, S /torea 

ro bus概5り'zygiuni C/nfl/nilなどの広葉樹から記録されている。成虫は夜 

行性で細枝や緑色の梢を後食する。卯は被害木の樹皮や活力を失った木 

の樹皮や露出した根の樹皮に噛み跡をつけ1粒すつ産みつりられる。幼 

虫は初め樹皮ドに潜り辺材に大きく不規則な穴をつくる。その後木部深 

くに断面が楕円形の孔道をつくる。柑皮は大きく傷つけられ、ここから 

折れたリ、他の穿孔虫の侵人を促す。材中で蛹化し、楕円杉の脱出孔を 

つくる。インドでは年11~ト代。成虫の羽化脱出は5 -fl月てあるが、赤 

道直ドでは発育は早くなり、世代が重複して成虫発生期は明瞭でない0 

被害樹は枯れることがあるが、普通は衰弱したリ、最終的には他の害虫 

の攻撃を受けることとなる。Ce/osterna scabrator Fabnciusは東洋区の 

西部に分布し、成虫は黒斑のあるカミキリムシである。インドてはA 

図-52 C&osterna scabrator 

（体長約31mm)(Beeson より） 

cacia ni/of teaの害虫として有名であるか、Aca/ac/ia, C'ascia s危)fl ea, 

aisuarina ecjuiset加1/a, Morus a/加,乃f/ieee加bairn 而Ice,乃'osojns 

川/tjlora, P ゆicigern, S /mrm robus加 チーク，Tennina/za c/iebula, 

Z /zjpbus maui utana, その他の広葉樹を食害する。卵は若木の樹皮に産 

みつけられ、幼虫は下方に穿孔し、主として根を傷つける。孔道は清潔 

でフラスを地表面に排出する。若木では1木に1頭か生息する。幼虫は 

9 -10か月、蛹は寄生樹内で15-17日である。年1 世代。成虫は南西モ 

ンスーンの初めころに地表面の少し下から脱出し、夜わ性で樹皮を斑紋 
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szswo,F に‘′s eな豆に", F g/omemf 口, ゴ ム ノ キ , 乙似 me""' 用 〃?"′?〆eノzm,

マ ン コ
、
, ハイoms 棚 ,oc たγ研 '?"/"8‐oめ〃s,P 超 r"“〃s or′eF中山ふ,S んひだα

?のゐ那加 S幻想?m乙cm727"“などの広葉樹から記録されている。成虫は夜

行性で細枝や緑色の柵を後食する。卵は被害木の樹皮や活力を失った木

の樹皮や露出した根の樹皮に噛み跡をつけ 1粒すっ′童みつけられる。幼

虫は初め樹皮卜に滑り辺材に大きく不規則な穴をつくる。その後木部深

くに断面が楕円形の孔道をつくる。樹皮は大きく傷つけられ、ここから

折れたり、他の穿孔虫の侵人を促す。材中で輔化 し、楕 11期ラの脱出孔を

つくる。インドでは年 1世代。成虫の羽化脱出は 5~6 月てあるが、赤

道直ドでは発育は早くなり、世代が重複して成虫発生期は明瞭でない。

被害樹は枯れることがあるが、普通は衰弱したり、最終的には他の害虫

の攻撃 を受けることとなる。 Ceお話の〃"sc〃bm′ひγFabnclus は東洋区の

西部に分布 し、成虫は黒斑のあるカミキリムシである。インドてはA ‐

図 一 52 Ce′ostema scab 「ator

(体長約31mm){Beeson より)

c〃c′"′?zわf′cαの 害 虫 と して 有 名 で あ る か、 A c"‘ec/′′f,C 婚 !〃 馨の粥 α,

C〃s""′′′'′" 幻 "?se断 o靴! 個 oγ‘fs q/6〃,P ′被沈毅 oわ〃〃〃 感′/α ,Pms ゆ′s

月‘/〆 om,P SP′c?g8靭 ,S たor如 ′の加 sf〃, チ ー ク , 滋 朋 卿 ?〃/m c/′効〃/‘z,

Zダリが〃β 'mm ば"774 その他の広葉樹を食害する。卵は若木の樹皮に産

みつけられ、幼虫は下方に穿孔し、主として根を傷つける。孔道は清潔

でフラスを地表面に排出する。若木では 1オ・に 1頭か生息する。幼虫は

9 ~10 か月、姉は寄生樹内で15~17R である。年 1ー払代。成虫は南西モ

ンスーンの初めころに地表面の少し下から脱出し、夜有料で湖皮を斑紋
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状に後食する。環状にかじると新梢は枯れることがある。根兀直径7 -

8 cr11以上の小径木に普通の害虫てあるか、大発生の記録はない。 

Ceres,urn zeylanecurn Whiteは東洋区の西部からボルネオの東方まで分 

布している。マラヤではマホガニーの新梢に穿孔する。C jertcvun, 

Pascoe は Casuanna equiset加leaの新梢に穿孔し、マンゴにもつく。 

Ch励‘01功onバ(anna//es Aurivilliusはケニア、タンサニア、ウカンダに 

普通の力ミキリムシで、Ccゆresslお spp や他の針葉樹の倒木や丸太に穿 

孔する。幼虫は樹皮下に波状の孔道をつくり、その中で蛹化する。C 

hおiなnetaの健全木て は、れ猟や枝打ちによって傷ついた部分から辺材 

に穿孔することかある。C strobi/icola Championは北インドの標高700 

-2,00Gmの地域に生息する。成虫は暗色で白帯のある小さいカミキリ 

ムシで、幼虫はFences roxburglneの球果に穿孔し、種子生産の大きな損 

失 に なっ ている。Diastocera walleclii Hope はイ ン ドてAlbezia 

o而a/esserna と Born加、rrnalabancu;n の新梢を食害する。Dl加flU//Iだ 

ccrwnus hIopeはTeak canker grubと呼ばれ、北イント、東パキスタ 

ン、 ミャンマー、タイに分布する。成虫は灰褐色で、体長は15- 22 iii, 

I 
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歯 
j -53 Dihammus cervinus 

左‘成虫（体長約26mm）中‘後食痕 

右食害部の癌腫と脱出孔（Beeson より） 
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状に後食する。環状にかじると新梢は枯れることがある。根元直径 7~

8 cm以」二の小径木に普通の害虫てあるか、大発′[の記録はない。

Ceγβ報ぜ“‘zey虚′〃"" “ White は東洋区の西部か らボルネオの東方 まで分

布 して い る。 マ ラヤ で はマ ホガニーの新稲 に穿孔 す る。 C 無 rf′〃〃'〃

Pascoe は Cds′f"γ〃′"eq 〃概′兎 /′αの新梢 に穿孔 し、 マ ン ゴに もつ く。

C/zわr(汐/のれ!s r""“昭雄 Aurlvilliusはケニア、タンサニア、ウカンダに

普通のカミキリムシで、 C〃カだss?rsspp や他の針葉樹の倒木や丸太に穿

孔する。幼虫は樹皮下に波状の孔道をつくり、その中で蛸化する。 C

′榔ごね?ーにαの健全水ては、釣猟や枝打ちによって傷ついた部分から辺材

に穿孔することかある。C 材′bZ娩〆αChampioil は北インドの標高700

~2,ooom の地域に生息する。成虫は暗色で白常のある小さいカミキリ

ムシで、幼虫はPmm '℃×加増膚zの球果に穿孔 し、種子生産の大きな損

失 に な っ て い る。 D 触針〃認知 wα/皮膚 Hope は イ ン ドて A 肋霜〃

ひ〆oi" 鮎灘〃" と βo〃?ら縦 “m/" るαγ舶 鰯 の 新 梢 を 食 害 す る。 D′/′〃iれ''ms

cげ〃′7′zfsllope は Teak canker gmb と-1乎ばれ、北 イ ン ト、束パ キスタ

ン、 ミャンマー、 タイに分布す る。成虫は灰褐 色で、体長は15~22mm 。

圏 一 53 DihammuS CervlnUS

左 .成虫 (体長約26mm) 中・後食痕

右 食害部の癌腫と脱出孔 (Beeson より)
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本来の寄生樹はCleroden droit であるか、メリナとチークの重要害虫て 

あ リ、A'lhm tO)・dllb h" Amoc ゆh"h凸 m 而mbG D1Wb""ga SOn 

neraltoic/es にもつく。年1 -2 世代。成虫は昼問樹冠内に隠れ、夜間 

に樹皮を不規則にかじリ、細枝や枝を環状に剥皮することかある。また、 

苗.葉柄、新梢も食う。雌は大あごで樹皮に横の傷をつけ1卵すつ産－下 

する。幼虫は初め内肘皮に、後に木部に孔道を掘る。蛹宇の人口を荒い 

木繊組で蓋をして蛹化する。後食痕と幼虫の食痕は大きな癌腫状になる。 

シロアリ、アリの傷1-Iにつく。この害虫の食害により冶癒が遅れること 

か多い。メリナでの幼虫孔はチークよリ短く、堀腫は小さく治癒も甲い。 

木種による被害はチークでは6 -8 年生の若い木に、メリナではそれよ 

り若い木に限定される。これらは被害に刈して免疫になリ、癌腫は徐々 

にi肖える。Hoplocerambyx ゆin iCO)'fliS Newmanの分布は東洋区て南イ 

ントとスリランカを除くフタバガキ利の大然分布地に広く分布する。成 

虫は暗褐色で体長2 - 6 mm、触角の各節の先端には1短刺をそなえる。 

フタハカキ利の'I."死木と倒木の二次性穿孔虫であるが、たまに他の科の 
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図-54 Hopiocerajnbyx spThicornss 

右成虫（体長約5 5mm）蛹室内幼虫と食痕 

(Beeson より） 
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本来の寄生樹は CZB′℃〆伽のり′乙であるか、メリナとチークの重要害虫て

あ り、 A‘〃〃‘' のγd≠◇′′",A7 ガムoce〆′"/崩 じ〃ぬ “由 る Dmb 〃〃葛" ふの

′?em!′〃′能ふに もつ く。年 1~ 2世 代。成 虫は昼間 fili達内に隠れ、夜間

に樹皮を不規則にかじり、綱枝や枝を環状に渦!皮することかある。また、

苗、菜柄、新柄 も食う。雌は大あごで樹皮に横の傷をつけ 1卵すっ産下

する。幼虫は初め内樹皮に、後に木部に孔近を掘る。輔室の人LIを荒い

木繊郡で蓋をして姉化する。後食;良と幼虫の食良は大きな癌腫軌になる。

シロアリ、アリの傷「1につく。この害虫の食害 ;こより治癒が遅れること

か多い。メリナでの幼虫孔はチークより短 く、癌腫は小さく治癒 も1 い。

イ・種による被害はチークでは 6 ~ 8年生の若い木に、メリナではそれよ

り若い木に限定される。これらは被害に刃して免疫になり、鷺順は徐々

に消える。自助′oce'“〃?毎・spzi?ぼりrms Newmall の分布は東洋区て市イ

ントとスリランカを除くフタバガキ料の天然分布地に広く分布する。成

虫は暗褐色で体長 2~6mm 、触角の各節の先端には 1地練りをそなえる。

フタバカキネコの枯死木と倒木の二次札穿孔虫であるが、たまに他の科の

　　　 　　　　　　 　　 　
, - 》、 i
　 　 　 　 　　 　

- - ー .

, 「 f 」 1 -,雪

.-『 -- 鰹 !}…

--鱒fillゴ
ザ 1蝉墨守 --ii

図 一 54 Ho 〆 oce 「ambyx sp′n-cornis

右・成虫(体長約55mm) 蝿室内幼虫と食痕

(Beeson より)
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丸太も加害する。北イントとパキスタンてはShorea rob,鳶ICの右名告虫 

となっている。またコムノ午ては生立木（周囲75- 130cm)被害かある。 

年1世代。成虫は6月-7月に出現し、者命は数週間。雌は1個休で数 

白個産り“し、 1 卵すつ樹皮に産みつける。大発生時を除き、枯死木、闘 

木、被害木、lbり，0)CS SI/oreneによる菌害木を産卯対象木とする。幼虫 

は初め樹皮ドに、後に辺材から心材まで深く穿孔し、被害木の根兀にフ 

ラスを多量に訓池する。Shorea robastaは本種の激しい被害を受けると 

枯死する。マラヤのサパではフタバガキ科の健全木が攻撃されるが、造 

林樹挿からの記録はない。MegoJ)IS cos/?pei,nis White は北東イントと 

東パキスタンでチークの幼木に穿孔する。マツノマダラカミキリ 

(Monoc/,amns al/ernatus 1-lope）は東アシアに広く分布し、マツノサ 

イセンチュウを媒介する。香港では乃m俗)flassO)lia],“の 若い牛立木を 

加Lし、一次I」穿孔虫かそれに近いものと見られている。また台湾でも 

激しい被害か報告されている。いすれの地域でもマッノザイセンチュウ 

か見つけられている。M (mitmhsDuvwielはカーナ、ナシェリア、ウ 

カンダなと西・巾央アフリカに牛息する。普通Coin bre加d(mdmJl につく 

か、ウカンダてはAiues叩sis CIII?)???を加告し、 またコーヒーについた記 

録かある。幼虫は老熟するまで樹皮に浅い孔道をつくリ、樹皮に伯径約 

5 cuiの円形の穴をあけ、辺材を露出する。蛹室への材人孔は卯形て、オ、 

識組で枠をする。 1 世代4 -5 か月。樹齢とリ「一径に関係なく立木を加害 

し、 17?しい伐採木にもつく。M170J)atOi Fabricusは前種同様の地域に 

分布し、通常各樹種の丸人や枯損木で繁殖する。ウガンダではKhのw 

an/ho tl,ecaの ニ次件穿IL虫てあるが、被害木を歪形化あるいは.1-i'i死させ 

る。冊は樹皮に産卯孔をつくリ産卯する。幼虫は内樹皮に穿孔し、後に 

辺材に不規則な孔道を穿ち蛹化する。卵から成虫まで4 か月かかる。 

M scabiocns QucdeiiIelt は西・中央アフリカに分布し、各種広菓掛の 

丸太や倒木で繁殖する。コンコではMaesop5/5 Cliii)???の幼木に穿孔した 

ことかある。卯は粗皮の割れ目に産下される。幼虫孔は辺材につくられ 
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丸太 も加害す る。北 イン トとパ キスタンては鋤 のせ〃ためごは超の有名′,l説 A

となっている。またゴムノキては生立本 (周囲75~130c 被害かある。

1--1111.代。成虫は 6月~ 7月に出現し、寿命は数週間。崩そは日固体で数

百館)産卵し、 1卵すっキ引及に産みつける。大発生時を除き、枯死木、倒

木、被害木、/)ooのoms 山ひだ鑑による-※程 木を産卵i対象木とする。幼虫

は初め樹皮 1ぐに、後に辺材から心材まで深 く穿孔し、被害イ、の根元にフ

ラスを多量に羽目也する。 崩 m mム〃"〃は本種の激 しい被害を受けると

枯死する。マラヤのサバではフタバガキ科の健全木が攻撃されるが、造

林f宣材奉からの記録はない。屑埋りかふの豆の傷′7癖 Wh1te は北東イントと

東パキスタンでチークの幼木に穿孔する。マツノマダラカ ミキリ

(ハの〃ひc/′‘′i77必 須毎期〃′‘′S Hop は東アシアに広 く分布 し、マツノサ

イセ ンチ ュウを媒介す る。香港では凡〃"s “m雛ひ'“"7m の若 い生 立木 を

力拝んし、一次ィゴ穿孔虫かそれに近いものと見られている。また台湾でも

激しい被害か報告されている。いすれの地域でもマツノザイセンチュウ

か 見 つ け られ て い る。 雌 花 izf;"白s DL・vlvlel は カ ー ナ 、 ナ シ ェ リア 、 ウ

カ ンダなと西 ・中央アフ リカに′F息す る。普通 Com ムセ′ひげβ77‘かが?につ く

か、ウカンダては A乾そe締め鯖 β}mm ぞを細告 し、 またコーヒーについた記

録かある。幼虫は老熟するまで湖皮にi長い孔道をつくり、糊及に贈キ予約

5cmの円形の穴をあげ、辺" を露出する。筋室への材人孔は卵形て、ィ・

満潮-で杵をする。 1世代 4 ~5 か月。樹齢とげず径に関係なくカー木を加害

し、 新 しい伐採木 {こもっ く。財 用ゆ‘zfo/ Fal)rlcu は前種 同様-の地域 に

分布 し、通常各種↑種の丸人やん損木で繁殖する。ウガンダでは′勤め竹

‘!〃′/'〃仇em の二次性穿孔虫てあるが、被害本を歪形化あるいは枯死させ

る。雌はず劇及に産卵]孔をつく11産卵する。幼虫は内樹皮に穿孔し、後に

辺材に不規則な孔道を穿ち鰯化する。卵から成虫まで 4か月かかる。

朋ぶm あり粥s QLmdenfelt は西 ・中央アフ リカに分布 し、各種広葉樹の

丸太や倒木 で繁殖 す る。 コンゴでは脳"βsp然る e〃〃“〃の幼木 に穿孔 した

ことかある。卵は横次の割れ t:1に塵下される。幼虫孔は辺をオにつくられ
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る。被害樹幹はフラスで膨らむ。樹幹を環状に食害した後、深く穿孔し、 

孔道の先端に蛹室をつくる。コンゴでは年1世代。M tuherosus Bates 

はウカンタに生息し、不健全なKhaya an/hothecaに つく二次性穿孔虫 

で、樹幹の基部の内樹皮や辺材部に穿孔する。若い被害木ては歪形の木 

になったり枯死する。Oberea artocaゆi GardnerはイントてArtomゆ1へ 

integraの幼木の新梢に穿孔する。Olenecanゆtus hilobus Fabriciusは東 

洋区に分布し、イントとパキスタンでは林木の害虫とされている。木米 

はF1(1(5属 につくが、Artocaゆus hiパ“な,A m たgm マンゴ，Mor?お 

a/baなどの広集樹にも穿孔する。幼虫は通常枯死木につくが、時に生き 

た枝や細い樹幹にも穿孔する。成虫は昼間緑色の新梢や菓を後食する。 

北インドでは年1世代。成虫は5 月から11月まで不規則に出現するが、 

6 月に多い。Pachya'issus hector Kolbeは熱帯アフリカのタンザニアに 

分布し、A戸c/ia africanaとコーヒーに穿孔し、幼虫は通常成木の内樹 

皮を加害し、最終齢になって辺材や心材に穿孔して蛹化する。蛹室は木 

繊維とドーム状のイi灰質の蓄で閉しられている。Per?ssus daibe,gwe 

卿 図-55 Penssus da!bergiae 

（体長約9 mm)(Beeson より） 

Gardner ま 北 インドに分布し、幼虫はDaibergia sissooの樹皮下と辺材を 

食害し、枯死直後の木、不適地生育木、根の罹病木、食菓虫による被害 

木などに穿孔する。幼虫の穿孔は黒色の樹脂流出によリ判定できる。蛹 

化は辺材でする。通常年1世代てあるか、乾燥材では数年に伸ひる。成 

虫は4 月から11月まで出現し、最盛期は7 ~8 月である。月ocaederus 

ferlig? ll??菖Li nnaeus はスリランカとイントに分布する。成虫は暗褐色 

で体長4 cm。幼虫はAnacai功III?? 0CC?叱ルkの害虫であるか、Boll? bax 
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る。被害樹幹はフラスで膨らむ。樹幹を環状に食害した後、深 く穿孔し、

孔道の先端 に蛸室 をつ くる。 コンゴでは年 1 世代。屑 “あげosrfsBates

はウガンタに生息し、・健全なKゐの似の"んo豹α"につく二次 生穿孔虫

で、樹幹の慕郡の内樹皮や辺材部に穿孔する。若い被害木ては整形の木

にな った り枯死す る。 ober8α僻めαz′か Gardner はイン トて A 可αのか岱

み2fegm の幼木の新和 に穿孔す る。α馴化伽ゆれ!ふ彰あ卿 s Fabrlclus は東

洋区に分布し、イントとパキスタンでは林木の害虫とされている。木米

は 凡 αrs属 に つ くが、 Ar わcαゆ zfsん“溜 た A "?r昭川 マ ン ゴ , ハイの′fs

可成zなどの広葉樹にも穿孔する。幼虫は通常枯死木につくが、1-おこ生き

た枝や細い種轡響こも穿孔する。成虫は昼間緑色の新稲や葉を後食する。

北インドでは年 1世代。成虫は 5月から11月まで不規則に出現するが、

6 月に多い。 Pdcあげ嵐婚 んec′"Kolbe は熱帯アフ リカの タンザニアに

分布 し、 Aた e腐 りrzcの2αとコー ヒー に穿孔 し、幼 虫は通常成木の内樹

皮を加害し、最終齢になって辺材や心材に穿孔して姉化する。幅室は木

繊維 とドーム状の石灰質の斎で閉しられている。子を“ふ出 d覆わe増z雄

図 一 55 Perfssus da′bergiae

(体長約 9 mm)(Beeson より)

Gardner は北 イン ドに分布 し、幼虫はDα/彰 i翌α M~mo の樹皮下 と辺材 を

食害し、枯死直後の木、不適地生育木、根のを罷病木、食菜虫による被害

くなどに穿孔する。幼虫の穿孔は黒色の樹脂流出によ1)判定できる。師

化は辺材でする。通常年 1世代てあるか、乾燥材では数年に仲ひろ。成

虫は 4 月か ら11月 まで出現 し、最盛期 は 7 ~ 8 月である。 P/ocdederzf

た“雄′〃段儒 L1nnaeus はス リランカ とイン トに分布す る。成虫は11音褐色

でイネ長 4cm 。幼 虫は Aimc"? 打〃〃72α czde7′r扇βの害虫であ るか、 Bo〃?粥ズ
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Incんbaricetin, B051CC!h5 serraれ Hai'dUIl読危 ptunaれ Lannea 

coroinan庇tim を 含む広葉樹につく。卵は樹幹の鱗片ドや根表面に産み 

つけられる。Anacarcltewiの 15年生造林地に被害が多く、樹皮下食害に 

よリ樹脂流通を阻害して寄生樹を哀弱させ、時に枯死させる。P ohesus 

Gahan は スリランカ、インド、パキスタンから東方中匡はて分布する。 

成虫は褐色で休長4 cm,,各種の倒木につくが、時に樹脂採取傷口のある 

生立木につくことがある。パキスタンではShorea rohusfaの被害木につ 

いた記録かある。幼虫は樹皮下に幅広い不規則な食痕をつくり、生育後 

木部深くに入って蛹化する。蛹室は木繊維と石灰質で内壁が覆われる。 

北インドとパキスタンでは1年1世代、蛹室内で越冬した成虫は3 -4 

H から活動する。P v,rtdipennたHopeはナジェリアとウガンダなどの 

熟帯アフリカに分布する。金属光沢のある青色ないし緑色の士関を持ち、 

体長は2 cm。生きた成木に普通でChiorophora excelsa, ゴムノキ， 

nnninalia superbaなどの広葉樹につく。幼虫は辺材外方に幅広い曲か 

リくねった孔道を掘る。孔道には小さなフラス執出孔を所々につくり、 

内部を清課にしている。老熟幼虫は辺材に穿孔して菱形の蛹室をつくリ、 

多孔質で石灰質の繭をつくる。激しい被害木では幹今体が加害される。 

乃70170I)IIna at ratuin G -melinはインドに生息し、成虫は暗褐色から黒色、 

休長25- 35mm。ノlnacardluln occidentaleの穿孔虫として報告されている。 

乃ton /お‘・mp1/ん川us Batesは北インドとパキスタンに分布する。成虫 

は強固て黒褐色、体長35- 45nnn。幼虫は成熟すると体長が12cm になる。 

広菓樹と引菜樹の木部に穿孔する。切株や朽木につくが、パキスタンで 

はQtWit/Is incaitaの生立木に激しい被害がでたことかある。Fur 

J)/I/'tcel//Is 11/01l危I//IS \Vhiteは北インドとパキスタンに分布し、成虫は 

色彩に変化かあり、黒色あるいは黒色と赤色、体長10-IS olIn,引葉樹と 

広菓樹の枝t4 と辺羽につき、加害樹種としてRflUS gri加hi /とQ'(Crc/Is 

盾な危ルか知られている。年1世代。成虫は4 月と5 月に活動する。酉 

パキスタンではマツ生立木を加害した記録がある。P一‘uachanrta Lev 
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i7と可"叱 れα 777, β(取り可燃 肥れロm, ZZQγのり房々 汝 加 川 2昭 4 乙似" 燭α

の'勿i?"“d覆え"を含む広葉樹につく。卵は{轟博仝の鱗片 fぐや根表面に障み

つけられる。Aim 餌司〃〃〃の15年生造林地に被害が多く、樹皮下食害に

より樹脂流通をlar表して寄 柵を衰弱させ、時に枯死させる。P oをsm

Gahan はスリランカ、インド、パキスタンから東方中国まて分布する。

成虫は褐色で休長 4m・。各種の倒木につくが、時に樹脂採取傷口のある

生立木 につ くことがある。パ キスタンではSたの℃"′のる"諾々 の被害木 につ

いた記録かある。幼虫は樹皮下に幅広い不規則な食痕をつくり、生育後

木部深くに入って姉化する。リ涌室は木繊維と石灰質で内壁が覆われる。

北インドとパキスタンでは 1年 1世代、師室内で越冬した成虫は 3~4

月から活動する。P 〃′“〆あの欄な Hope はナジェリアとウガンダなどの

熱帯アフリカに分布する。金属光沢のある青色ないし緑色の上週を持ち、

体 長 は 2 cm。 生 きた成 木 に 普通 で C屑oデリ加地 鉄作なg ゴム ノ キ,

7をrii?mm′"siのだめαなどの広葉樹につく。幼虫は辺材外方に幅広い曲か

りくねった孔道を掘る。孔道には小さなフラス榊出孔を所々につくり、

i勺部を清潔にしている。老熟幼虫は辺料に穿孔して菱形の師室をつくり、

多孔質で石灰質の繭をつくる。激しい被害木では幹全体が加害される。

Prmノ7のi′i7m m 川棚 '?Gmellllはイン ドに生息 し、成虫は暗 褐色か ら黒色、

鈍く長25~35m1n 。 /17m加川 i〃“7 0ccZdei?′"をの穿孔 虫 として報告 されている。

P'′の?困 じのカメg7mrs Bates は北 イ ン ドとパ キスタ ンに分布す る。成虫

は強1玉1て黒褐色、体長35~45mm 。幼虫は成熟すると体長が12cmになる。

広業種1と針葉樹の木部に穿孔する。切株や朽木につくが、パキスタンで

は Qi′erc′rs加 c"加 の 生 立 木 に激 しい 被害 が で た こ とか あ る。自作

戊′rたei?rrsm の?/(!i7′rs Whlte は北 イ ン ドとパ キスタンに分布 し、成虫は

色彩に変化かあり、黒色あるいは黒色と赤色、体長10~15mnー。岳1菜樹と

広葉欄の枝籾と辺材につき、加害樹種 として丹7msgγ嚇mzi′とQ′′どmfs

dr卿所"か知られている。4FI 世代。成虫は 4月と 5月に活動する。西

パキスタ ンではマ ツ生立水 を加害 した記録がある。 P.w 鑑 /zα"γrα Lev ‐
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'atはキプロスからイントとパキスタンに分布し、パキスタンては 

Pope!,恰 cihataから脱出した記録がある。Rityfidoc/era bowri;rg lYhi te 

はイントに分布する。成虫は赤褐色で黄色の斑点かあリ、体長は2 -

3 cia。幼虫はマンゴの新梢と枝に穿入する。年1 世代。成虫は4 -7 月 

に出現する。幼虫孔は所々にフラスの排出孔をつくり、孔道は椅麗であ 

る。I? simufans \'Yhiteはタイからスラウエシまで分布する。マラヤで 

はマンコの重要害虫てあるが、他の広菜樹も加害する。成虫は夜行性、 

川［は普通細枝に1粒か数粒をまとめて産卵する。幼虫は細枝の中心から 

下力の枝に穿入し、脱出孔を開けた後蛹化する。被害枝は枯死する。シ 

ャワでの世代長は7 -9 かHで世代が重複する。S/hen ta cy/inch'ato 

Fabricius は熱帯アフリカに広く分布する。成虫期にAlear,tesprd,i 

の細枝と樹幹の小径部を加害し、コーヒーやNe)'/Ufll の害虫として知 

られている。雄は細枝あるいは樹幹を環状に剥皮して産卵する。 

S gnsalor Fabris,us はスリランカとインドに分布する。成虫は体長約 

24mm.灰褐色で不規則な褐色と白色斑かあり、樹皮に似ている。AmmI 

feet叩/ifoea, A rto,a rims ottegn, Casuarina eq,oset加lie, Lanitea 

coioniandeliea，マンゴ，MOr/IS aIba などの広巣樹の新梢と若い樹幹を 

加害する。 1 世代は5 -12か月以トかかる。成虫は常時活動しているか、 

7 -8 月に多い0 」皿は生きた新梢や小径の樹幹を帯状にかしリ末端に産 

卯する。幼虫は木部に穿孔し、薄皮部では細かいフラスを出す。成虫は 

円形の脱出孔をつくる。Tetropiwn oreiniiin Gahan は北インドとパキ 

スタンに分布する。成虫は体長10-17mm,暗褐色ないし黒色。Ce'l rigs 

(leo而m,乃tea snuthiana, Pines gril1,/f/Il などの樹皮と木部を加害する。 

不健全木や新しい伐倒木などにつく二次性の穿孔虫である。年l世代て、 

成虫は5 -7 月に出現する。卵は樹皮の割れ目に1卯すつ産みつけられる。 

幼虫はフラスク元かった不規則な孔道を樹皮下に掘る。越冬後水平にM中 

に潜るが、戻ってきて蛹室を樹皮下につくる。Xys/rocera globosa 

Olivcec はマダガスカルからアジア各地を経てハワイまで分布し、プェ 
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latはキプ ロスか らイントとパキスタンに分布 し、パキスタンては

Ropzr/′fs cmロメ"か ら脱出 した記録がある。尺/ヴルメodgm 加 mm ′g‘Whlte

はインド{こ分布する。成虫は赤褐色で黄色の斑点かあり、体長は 2 ~

3c=-。幼虫はマ ンゴの新榊 と枝 に穿入す る。 4FI 世代。成虫は 4 ~7 月

に出現する。幼虫孔は所々にフラスの排出孔をつくり、孔道は約魔であ

る。尺もmm/ の7s White はタイか らスラウエ シまで分布す る。マ ラヤで

はマンコの重要害虫てあるが、他の広葉樹も加害する。成虫は夜キ了性、

雌は普通綱枝に 1粒か数粒をまとめて産卵する。幼虫は織技の中心から

下方の枝に穿入し、脱出孔を開けた後師化する。ネ安善枝は枯死する。シ

ャワでの tIL代長 は 7 ~ 9 か月です佳代が重複す る。 S/たの7!偽 cメノタ7‘/川棚

FabriciLisは熱帯アフリカに広 く分布する。成虫期に A/8解け塔角γ山′

の糸田枝と】す轡仝の小往部を加害 し、コーヒーや Ner〃〃??の害虫として知

られている。雄は細技あるいは樹幹を環状に別皮して産卵する。

Sg “細かγFabrisius はスリランカとインドに分布する。成虫は体長約

24mm、灰褐色で不規則な褐色と白色斑があり、樹皮に似ている。!1ご""〃

　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　 　 　 　　　　　　　

com 〃?の2de/?r‘z,マ ンゴ, 掴 onfs ばら" な どの広葉樹の新梢 と若 い精神仝を

カーr害する。 1世代は 5~12 か月以 かかる。成虫は常時活動しているか、

7 ~8 月に多い。雌は生きた新梢や小径の横幹を帯状にかしリ木端に産

卵する。幼虫は木部に穿孔し、薄皮部では細かいフラスを出す。成虫は

円形 の脱 出孔 をつ くる。 湯川の?〃m orezi7〃“′Gahall は北 イン ドとパ キ

ス タ ンに分布す る。成虫は体長 10~17mm 、暗褐色 ない し黒 色。 Cedγ′!s

c/god";部 P2α‘な jim/乙ノmm,P ′?⑦′fsgr卵′"′〃などの樹皮 と本部 を加害す る。

不健全木や新しい伐倒木などにつく二次性の穿孔虫である。年 1世代て、

成虫は 5~7 月に出現する。卵は樹皮の割れ日に 1卵すつ産みつけられる。

幼虫はフラスの詰った不規則な孔通を朝.皮下に掘る。越冬後水平に秘中

に潜 る が、 戻 っ て きて蝋 室 を才劃皮 下 に つ くる。 Xy 豊川 cem g/()ゎosd

ollvlerはマダガスカルからアジア各地を経てハワイまで分布し、プエ
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ルトルコに侵人定名している。成虫は赤褐色て、金属光沢のある青色か 

緑色の縦帯をそなえている。各種の広菓樹に穿孔するか、加害林木は 

Accicia (Altec //i!, Acrocarpus J)'axin加li/c, Albizia c//inells/s, A faT 

co/an化 A kb/jack, A odorciNssi )no,A ,roce;a,B0?尻）fix fliOルba;'i Citni, 

Xylia 幻而cai加てある。不健全木や被害木につき市IIl木を早める。幼虫 

は寄生樹の樹及ートに孔道をつくり辺材の外部で蛹化する。イントては1 

世代1~2 年で、成虫は常に川現する。 

(7） ミツギリソ’ウムシ Brentidae 

成虫は細長く中形。頭部は前方に長く突出する口吻をもち、その先端 

に大あごをそなえる。触角は多くのものでは各節か幅広くなリ、まれに 

梶棒状になるが、膝状てない。前胸側部は縁取られていない。腹部未端 

は覆われている。第3徐節は集片状て幅広く第4 節は縮小する。多くは 

枯れ木などの木部につくか、抽食性の種類もいる。全世界から約325,鵬 

2300種が知られている。 

Ceル加los /r/s/na/10 は東洋区とオーストラリアに分布する。Ar 

l;caゆ ris in/ag vu, Born hex multi ban cit ?ll, Bulea front/osa, Monnga 

pterj習oゆerma につく。卯は部分的に腐朽した辺材の表面に産みつけ 

られる。食痕は初期は針穴位て、食い進むほど太くなるか、深さは3 イ 

ンチを趣えることはない。Qがiagogus baccatag は東洋区に広く分布し、 

Albizia ado/ atisshna, Ciytocarya iviglitiana, Isonancira 加[ian//ia, 

Mlinasops lit/am/is, Myris/ica anclanimma S /,orea i ohasれ チークに 

穿孔する。雌はナガキクイムシの孔道を利用し、これとは別に孔血を掘 

る。M?cro/raclw//zi(c he;l矛c/cs はイ ントに生息し、Lisaea cilia概 

Sliorea assalli/tf/, S rohi問ルなとにつく。成虫はカミキリの一種（Hop 

んcemii?hYr ゆlflたO)7115 ）の蛹室内に侵入して産卵する。幼虫は外方に 

湾曲した1~2 インチの幼虫孔を掘る。 
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ルトルコにf愛人定着している。成虫は赤褐色て、金属光沢のある青色か

緑色の縦帯をそなえている。各種の広葉樹に穿孔するか、加害林木は

Ac""" L〃f鑑 /〃′,Acm ‘のか岱 方m′m あ あ rs,A/6 ば′〃 ‘/山間 zys,A た /-

Lαね m も A /み 膨承 ,A odo" 〆!』Mmg A わγoLの ", βoi)?わ"× “m′αもごJrzcz"'?,

XJ′/′" 幻ばocmp αてある。不健全木や被告木につき枯木を早める。幼虫

は {丁生樹のキ劃及ードに孔道をつくり辺材の外部で姉化する。イントては 1

世代 1~ 2年で、成虫は常に出現する。

(7) ミツギ リゾウムシ Brentidae

成虫は細長く中形。頭部は前方に長く突出する口吻をもち、その先端÷

に大あごをそなえる。触角は多くのものでは各節か幅広くなり、まれに

祝棒状になるが、'漆状てない。前胸側部は縁取られていない。腹部木端

は覆われている。第 3徐節は菓片状て幅広く第 4節は縮小する。多くは

枯れ木などの木部につくか、捕食性の種類 もいる。全世界か )約32切頑

2,3○0種が知 られている。

Ce知る‘‘′〃ふ /“sかた′カパ は東 洋 区 とオー ス トラ リア に分 布す る。 /ir

rom 中デハ mrggm,Bo “'棚 x m"/" 無 “cz"", 政′7m 方′o'川鍋 ", 屑の?'?g"

〆e′照り材)e加川 につく。卵は部分的に腐朽 した辺材の ミ面に産みつけ

られる。食痕は初期は歩十六位て、食い進むほど太くなるか、深さは 3イ

ンチを越 えるこ とばない。 qZ1ル"#りg′fs b′′cc雄ノ′s は東洋区に広 く分布 し、

月妙ぼた′ "メリノ〃海 山 m,C かおc那加 ノリ虜ねたの '‘′, 点(“?〃'?の“ )かの月山!,

個〃〃〃可)s /z′′o川 /為 屑 yr′sれ餌 α〃〆"〃?‘z〃′m,S/")rm m 肋′sm, チ ー ク に

穿孔する。鵡とにはナガキクイムシの孔道を利用し、これとは別にし通を振

る。 屑に「メノ復誘 引′zm 彰〃チ cm は イ ン ト に 生 島、し、ム 維 m 中橋〃,

S/崩せ"α諾〃〃?′‘〃,Sm 慶ば旬 なとにつ く。成虫はカ ミキ リの一種 (息の‐

/o解離〃′毎Lrsp′m α用 ?′s) の輔室内に侵入 して産卵す る。幼 虫は外方に

湾曲した 1~ 2インチの幼虫孔を振る。
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⑧ソ’ウムシ利 Curculionidae (weevils, snout beetles) 

（概要は食菓性害虫の項参照20頁） 

A inc/odes4りaber Aunvilliusはイント、ノぐキスタン、 ミャンマーに 

生息し、アオイ利に多いが、他の科のものにもつき綿の有名害虫である。 

Born加x maたbaricurn も被害を受ける。雨季の初めに成虫が後食のため 

新梢に小孔をあける。卯は新梢や菜柄に小孔を穿ち産みつけられる。 

幼虫はビス沿いにド方に穿孔する。幼虫孔は空洞で所々に掛池孔かあリ、 

フラスを掛出する。幼虫孔内で蛹化する。成虫・幼虫の食告を受りた新 

梢は加害部から上が枯死し、生長が完全に止るか、幼木では矮形化する。 

年2 世代～ A beangulateおMarshall は熱帯アフリカに分布し、Euca/yp 

ItバaanaldaんflS?Sや チーク造林地の若い新梢を加害する。A ctflch0 nac 

Marshall は東洋区に生息し、細長いゾウムシである。シャワ原産でア 

カネ科に普通でGin chornaの 細枝に穿孔する。マラヤでは成虫かマホガ 

ニーの菓を加害するという。A' haein叩Ie)'as Bohernanは熟弗アフリカ 

に分布し、マラウィではユーカリ類を、ナジェリアてはEucabplus 

ca inaldulensis とチークの新梢を加害する。Aluth/icator Faustは東北 

インド、東パキスタン、 ミャンマーに生息する小さくP］筒形の黒色のソ手 

ウムシてある。メリナとチークの重要害虫で、成虫は若い多汁の新梢、 

士脈と葉柄に小孔をあけ摂食する。雌は新梢に小孔をあけ産卯する。幼 

虫は髄中を下方に穿孔し、排出孔から円筒形の木屑と糞を出して孔道内 

を清潔にしている。蛹化はこの中や古い枝のビス内てする。年1 世代で 

成虫は8 -9 月に出現する。Asubvtilosus Fahraeus は 熱帯 アフリカに 

分布し、ローデシアでは成虫がユーカリ類とFrn m eおの新梢の樹皮を食 

害する。Au/ebb“パ戸‘如most儒vossはインドに分布し、暗褐色の長い 

口吻を持つゾウムシである。成虫はTerininalma rnyrtocarpaの小径木の 

主新梢や若細枝に口吻を深く押し込み摂食する。被害新梢は萎れ、折れ 

る。幼虫は同一樹種の新梢に穿孔する。Ceyptorhynchlおraja Stebbing 

は北イントとパキスタンに生息し、幼虫がPenus :だが功Ilの樹皮－下に孔 
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(8)ゾウムシ不二1 Curculionidae(wcevils,snout beetles)

(概要は食葉性害虫の項参照20頁)

A/czdodes 切先虎 r Aurlvllliusは イ ン ト、パ キスタ ン、 ミャンマー に

生息し、アオイ利に多いが、他の科のものにもつき綿の有名害虫である。

Bo蹴るαt ''?〃とめ"“α‘フフ2も被害を受ける。雨季の初めに成虫が後食のため

新楯に小孔をあげる。卵は新梢や菜柄に小孔を穿ち産みつけられる。

幼虫はピス沿い0ご下方に穿孔する。幼虫孔は空洞で所々に排他孔かあり、

フラスを排出する。幼虫孔内で蛸化する。成虫・幼虫の食害を受けた新

柏は加害部から上が枯死し、生長が完全に」たろか、幼木では籍i杉化する。

年 2 世代。 A,oz"“gzf腐れ侍 Marshall は熱帯アフ リカに分布 し、 &‘似ら夢

な6 mm 郷αとば銑淑蒋 チー ク造林地の若 い新梢 を加害する。 A c閉じ‘zoil"e

Marshall は東洋区に生息し、細長いゾウムシである。シャワ原産でア

カネ科に普通でC賜物の""の細枝に穿孔する。マラヤでは成虫がマホガ

ニーの葉 を加害す るとい う。 A. 卿の“仲毎rzrsBoheman は粘着;アフ リカ

に分 布 し、 マ ラ ウ ィで はユ ー カ リ類 を、 ナ ジ ェ リア て は arm も競ぞ岱

mm 雄山血筋′sとチー クの新柏 を加害す る。 A /〃‘/魔 c冴orFmist は東北

インド、東パキスタン、 ミャンマーに生息する小さく円筒形の黒色のゾ

ウムシてある。メリナとチークの重要害虫で、成虫は若い多汁の新梢、

土脈と粟柄に小孔をあげず冥食する。雌は新柏に小 Lをあげ産卵する。幼

虫は髄中を下方に穿孔し、排出孔から円筒形の木屑と糞を出して孔道内

を清潔にしている。姉化はこのけ1や古い枝のビス内てする。年 1世代で

成 虫は 8~ 9 月に出現する。 A sぬり2‘‘osz燭 Fahraeus は熱帯アフ リカに

分布し、ローデシアでは成虫がユーカリ類とFフ蹴れ?騰の新柏の樹皮を食

害 す る。 A"/〃′の禽岱無 Z′g‘“osとfs Voss はイ ン トに分布 し、暗褐色の 長い

口吻 を持つ ゾウム シである。成虫は gγ榊“?"ムα“zyγzocのめαの小径木の

主新梢や者細枝にロー吻を深く押し込み才美食する。被害新村『は萎れ、折れ

る。幼 虫は同一樹種の新梢 に穿孔する。 Ciつか oγありに/〃は 粥川 Stebbing

は北イントとパキスタンに生息し、幼虫がPziz硲 " 協"ん〃の樹皮下に孔
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道を掘るが、二次性害虫とされている。Desmldoplloru$ /,ebes Fah 

newsは東アシアに分弔iし、各種の広葉樹につくか、アオイ利に多い。 

イントては成虫かBo,nbaL )nalahancum,角,diam加1)1(4 マンゴの若齢 

木の新梢と茎の表皮に引っ掻き傷や穴をあける。助/obincm智ustees 

Faustは北 イントとパキスタンに分布する。成虫は赤褐色で白横帯を持 

ち、口吻の長いゾウムシて、体長は約12mm～木質的には乃mお，grlがI/Ill 

の穿孔虫であるが、Cedrus deodaraと乃cea S1flI/h1a)mにもつく。病弱 

木あるいは雪害や風害を受けた若木の樹皮に産卯する。幼虫は樹幹ート部 

や主根の樹皮下に孔道をつくり、大軍の樹脂を出す。蛹化は寄生樹の根 

の辺材部の蛹主内でする。若木では多数の個体がつき枯死させる。成虫 

は5 -'月に発生し、同樹種の新梢や側枝の軟らかい樹皮を後食する。 

Hypolixus trancat,e/uc Fabi iciusはインドに生息し、木来Alnarantusに 

つくか、Zizyp お,11W/ri/lanaに も穿孔する。成虫は軟らかい葉や新梢 

を食い、新梢、細枝あるいは葉の主脈に小孔をあけて約30卵を産む。幼 

虫は新梢や茎の髄に穿孔し、樹皮下に蛹室をつくリ蛹化する。 1 寄牛木 

に多数の幼虫か寄生し、被害木は矮形化したリ湾曲する。世代長は4 -

7 週間て、世代は重複する。Lixus cwnerunus IくolbeとL ゆill/WU fl//s 

Boheman はナシェリアの高地森林帯に生息し、幼虫は各種生立木の樹 

幹に穿孔する。成虫はCassなsiamea, Casuarhw equzsel加11(1, メリナ、 

チークの若菓を摂食する。Magda/,s himalayana Marshallは北インド 

とパキスタンに牛息し、幼虫は乃：fl/IS rOXbl/lg/l//の 細枝 と新梢に穿孔し、 

哀弱木や不健全木につく二次性穿孔性害虫である。年1世代で成虫は3 

月に発生する。IVJecocoiynlパ/0)功es Chevrolatはケニヤとタンザニア 

に分布し、幼虫はAnacardia)n OCclde)1/aleの樹皮下に孔道を掘リ、木部 

で蛹化する。激しい被害木は枯損する。ケニヤではクロトンの種－fにつ 

くという。Mvoca/anth-a exam/a Boheman は東洋区に分布し、インド 

ではハムシの一種（EslIgInCh !? c/linens司 や他の害虫の被害を受けた 

13mdmca/a/n us str,ctnsやB((In /fl伶a spp を加害する二次性穿孔性告虫 
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通 を掘 るが、二 次 性 害 虫 とされ て い る。 Dg" 〃′‘わがmrm /′露 eも Fab-

ncms は東アシアに分布 し、各種の広葉樹につくか、アオイ村に多い。

イン トては成虫か Bomb αも“?"虚ろのづご≧‘m,KJ 覆海 蝕も'"“〃, マ ンゴの若齢

木の新楯 と茎の表皮に引っ掻 き傷や穴をあげる。甘鯛の′〃ゞ mzg′6ん!s

Faustは北イントとパキスタンに分布する。成虫は赤褐色で臼横帯を持

ち、 口吻の長 いゾウム シて、体 長は約 12mm。不質的には Pm 雛 grの〆′/?‘‘

の穿孔 虫であ るが、 Cα/クzfs deo加地と凸 cm 開閉 /z′mm に もつ く。病弱

木あるいは雪害や風害を受けた若木の樹皮に産卵する。幼虫はキヰ樟ド卜部

や主根の樹皮下に孔道をつくり、大皐の樹脂を出す。師化は寄生樹の根

の辺籾部の蛸室内でする。若木では多数の個体がつき枯死させる。成虫

は 5~7 月に発生し、同樹種の新梢や側枝の軟らかい樹皮を後食する。

月珍物彩悠 か〃72cm′山 rゞ Fab・ic1usはイン ドに生息 し、木来 A'mm 用倦むこ

つくか、Z幼少/徽s i7郡鱈 fzmmにも穿孔する。成虫は軟らかい菜や新楠

を食い、新梢、綱枝あるいは葉の主順に小孔をあげて約30卵を蔑む。幼

虫は新楠や茎の髄に穿孔し、樹皮下に輔室をつくり蝋化する。 1寄牛小

に多数の幼虫が寄生し、被害木は綾形化したり湾曲する。世代長は 4 ~

7 週間 て、 H 代 は蚤 板す る。ム跳 s c伽 zげ "“〃s Kolbe とL 勢力?mm7z′′s

Boheman はナシェリアの高地森林帯に生息し、幼虫は各種生立水のネ産す

幹 に穿孔 す る。 成 虫 は C"ss ね 騨"'“〃",Cq ふ"〃′'2〃 幻粥 s針脆 加 , メ リナ 、

チー クの若葉 をず呉食する。屑昭吻毎 々zタフ2錫の'"〃"Marshall は北 イン ド

とパキスタンに牛息し、幼虫は月報岱 mぇ加増′"′の綱枝と新柄に穿孔 し、

哀弱木や不健全木につく二次性穿孔1生害虫である。4FI世代で成虫は 3

月に発 frす る。』左仰のけれz岱‘のIPβs Chevrolat はケニヤ とタ ンザニア

に分布 し、幼虫はA7似 cの霞め'z occzde夕7中庭の樹皮下に孔道 を掘 -)、木部

で輔化する。激しい被害木は枯損する。ケニヤではクロ ]・ンの種‐fにつ

くとい う。那加似加冠 m exm nね Boheman は東洋 区 に分布 し、イ ン ド

ではハ ム シの一種 (βs‘/g〃?e“〃 c脳燦〃sis) や他の害虫の被害 を受 けた

Peれ〆m α血 m"s smcrl‘~やβの“oifsQ spp を加害 す る二次性 穿孔性 浅 虫
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である。卵は外傷部や他の穿孔虫の孔道に産みつけられ、幼虫は節問に 

縦の孔道を掘る。成虫は2 -b 月まで出現し、 4 月か最盛期である。 

Pagi"12/octバ！ongeclaves Marshallはインドとミャンマーに分布し、マ 

ホガニーと7'oona cifeataの市要害虫てある。成虫は寿命か長く、かな 

り移動し、新梢の樹皮をかじり、樹幹や枝の傷口からしみでる樹脂を摂 

食する。幼虫の加害はTon naでは普通樹幹や枝であるか、マホガニーで 

は卯は根兀の樹皮に1個すつ産みつけられる。幼虫は形成層と辺材に孔 

道を掘り、地際近くに癌腫を形成する。被害若木は巻き粘らされて枯死 

する。蛹化は皮層の蛹室内でする。成虫は円形の脱出孔をつくる。イン 

ドでは年数世代を繰り返し、成虫発牛のピークはない。マラヤとサラワ 

クには同じ生態をもった近縁種がいる。ニセマツノシラホシゾウムシ 

(Shinthosizo )'ufescens Roelofs）は力シミルから北イント、パキスタ 

ン、 ミャンマー、タイを経て日本まで分布する。インドとパキスタンで 

はケシアマツとProxbierg/ni の二次性の穿孔性害虫とされ、火傷木や 

Oonartitoit htinaIhyense菌による被害木によく穿孔する。年数世代を 

繰リ返す。成虫は4 , 6 . 7 -9 月に出現する。越冬は発育途中の各虫 

態で行なう。幼虫は樹皮下罹病組織とその周辺の健康な組織を食う。孔 

道は不規則で赤いフラスを満たしている。Stenoscehs binothfer Mar 

shall は普通倒木につくが、ケニヤてはCiゆressi恰(as!伽m'a，戸mゆ12)7(5 

procein,目ノlddringtonia whytelの生立木を加害することがある。幼虫は 

外傷部の木部に孔道を掘り生息する。幼虫孔は深いので材質を低下させ、 

傷口につく病害虫の侵入を容易にさせる。S podocarpi Marshallはケニ 

ヤの高地に生息し、aゅressus h菖i/antm,戸mゆefl(Spmcera, 乃m酉 

加ta/aの傷口に穿孔する。腐朽していることか加害の前提条件であるが、 

孔道は心羽まで深く貫かれ材質劣化が著しい。乃igonocoんs brach-

manna Faustはアンダマン諸島、インドに分布する0 成虫は体長4 -

5' mnの卯形のゾウムシで、a(tea 2)20220ゆenna, Ougeinia dalbergeoides, 

Iヲerocarpus da話ergirndCSの 新梢を加害する。成虫は新梢に穴をあけ樹 
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である。卵は外傷部や他の穿孔虫の孔道に産みつけられ、幼虫は節間に

縦の孔道を掘る。成虫は 2 ~ 6月まで出現 し、 4月か最盛期である。

Rogzo〆?/oB乙fsあれgに触りぼ Marshall はイ ン ドとミャンマーに分布 し、マ

ホガニーと7boi2" α/m殻の雨要害虫てある。成虫は寿命が長く、かな

り移動し、新梢の樹皮をかじり、樹幹や枝の傷 uからしみでる糊脂を打モ

食する。幼虫の加害は710“〃"では普通樹幹や技であるか、マホガニーで

は卵は根元のキ劇皮に 1個すつ産みつけられる。幼虫は形成層と辺材に孔

項を掘り、地際近くに癌順を形成する。被害若木は巻き枯らされて枯死

する。蝿化は皮層の蛎室内でする。成虫は円形の脱出孔をつくる。イン

ドでは年数世代を繰 り返し、成虫発frのピークはない。マラヤとサラワ

クには同じ生態をもった近縁種がいる。ニセマツノシラホシゾウムシ

(S/〃'てzんoszzひれ虎 scem Roelofs) はカシ ミルか ら北イ ン ト、パ キスタ

ン、 ミャンマー、 タイを経 て 日本 まで分布す る。 イン ドとパ キスタンで

はケシアマツとP γ那加増{〃?の二次性の穿孔 生害虫とされ、火傷木や

Cr(“地階〃〃′ルz′′?〃をwe72泌菌に よる被害木 に よ く穿孔 す る。 年数 世代 を

繰 り返す。成虫は 4、 6、 7~9 月に出現する。越冬は発育途中の各虫

態で行なう。幼虫は樹皮下椛病組織とその周辺の健康な組織を食う。孔

道 は不規則 で赤 いフ ラス を満 た してい る。 S!e“oごeZ′s b‘imd舵 γMar

shallは普 通倒木 につ くが、 ケニヤては C叩だssifs/と鯛殻“にα,月′7?小eれ岱

Pmcem, “々 化/〆"?gzoノ“"whytel の生立木 を加害す ることがある。幼虫は

外傷部の木部に孔道を掘り生息する。幼虫孔は深いので材質を低下させ、

傷口につく病害虫の侵入を容易にさせる。S PDdocのか Marshallはケニ

ヤ の 高 地 に 生 息 し、 0‘P′セss"s ムr班 の粥 ", み′れゆ好雄 かのcem, 脅 '?z′s

pqz〃/"の傷口に穿孔する。腐朽 していることか加害の前提条件であるが、

孔道は心材 まで深 く貫かれネ質劣化が著 しい。郷ぜ伽 oco/′′s bmcね‐

ク'?"ノm β Faust はア ンダマ ン諸島、 イン ドに分布す る。成 虫 は体長 4 ~

m1の卵 形 の ゾ ウ ム シで、 β"彰α“20720speγ川α,0; 増徴“?〃〆殻肥 増‘o′〆es,

脅87αのか′s dαあの謬り′〆gsの新梢を加害する。成虫は新梢に穴をあげ樹
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戒を吸い、ときに環状に後食する。幼虫は新梢に孔道を掘リ、破害枝は 

萎凋落下する。蛹化は十中でする。年数世代を繰リ返す。アンタマン詰 

島では樹高50~ 200cmのP dalbergtoidesの市翌ブ；虫て、 とくに草地やト 

刈りされた造林地に多い。 

(9）ナガキクイムシ利 Platypodidae (ambrosia beetles, shot hoi el s) 

成虫は小形、細長く~リ筒形。黄褐色から赤褐色さらに黒色のものまで 

いる。頭部は前胸とほぽ等幅。 L趨は条溝や点刻列をそなえる。姐はL 

翅先端の斜面部に突起をそなえるものか多く、重要な種類の識別点にな 

っている。脚は長く、徐節の第1節は細長く、それよリ先の節を合せた 

長さに等しいか少し長い。成虫は普通伐採丸太か倒木の剃中に深く穿孔 

し、孔道内にアンブロシア菌を繁殖させ、幼虫はこれを食へて生竹する。 

成虫は巣建造中に削リ取った白粉、細織維状の木屑を穿入孔から胡 Itし、 

これか穿孔発見の目安となる。伐採丸太の重要な害虫て、被害は材中に 

つくられたピンホールや腐朽菌の侵人促進である。 

ソトハナガキクイムシ（Crossotarsus ex/er,zeclenlaf,c, Fairmaire) 

はアフ日カから束洋区を経て太洋州までの熱帯各地に分布し、日本の九 

州と沖縄にもいる。各樹木の不健今木や生丸太に穿孔するか、不通地に 

牛青している立木につき一時的に活力を著しく低下させる。フィジーの 

排水の悪いマホガニー幼齢林で被害が大発生し、良質材牛産の障害にな 

っている。またナタルではAmua flied Ins?lの造林地で乾燥年に被害が 

発生する。一夫一妻性、世代は重複し、年中成虫か発生する。この属の 

種類の食痕はP7aりpus属のそれと全く異なる。すなわち、木の横断面に 

曲った主孔と、老熟幼虫のつくる第2孔道は木に対して縦方向で、蛹室 

が枝状をなし、燭台に似た形になっている。C wa/icedi Thomsonはマ 

ラヤからニューギニアと台湾まての東洋区に分布する。大きく強健なナ 

ガキクイムシで、各樹種の生丸太あるいは非常に哀弱した立木に普通穿 

孔繁殖する。穿人孔の直径は約4n皿で、判池した木屑は細かい破Ilで穿 
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液をー吸い、ときに環状に後食する。幼虫は新梢に札道を掘り、被害枝は

萎凋落下する。師化は十中でする。年数世代を繰り返す。アンタマン諸

島ではキ前島50~2(}ocmのP 血 /加増mdes の市姿奔出て、とくに芋地や ト

刈りされた造林地に多い。

(9)ナガキクイムシをJ platyi〕od1dae(ambrosia beetlcs,shot bo・c1s)

成虫は小形、細長く円筒形。黄褐色から赤褐色さらに黒色のものまで

いる。頭部は前胸とほぼ等幅。- 逓は条溝や点刻列をそなえる。雄は L二

超先端;の斜面部に突起をそなえるものが多く、重要な種類の識別点にな

っている。脚は長く、徐節の第 1節は細長く、それより先の節を合せた

長さに等しいか少し長い。成虫は普通伐採丸太か倒木の村中に深く穿孔

し、孔道内にアンプロシア菌を繁殖させ、幼虫はこれを食へて生育する。

成虫は巣建造中に削り取った白粉、細繊維状の木屑を穿入孔からJjl!1ltし、

これか穿孔発見の目安となる。伐採丸太の重要な害虫て、被害は材中に

つくられたピンホールや腐朽菌の侵人促進である。

ソ トハ ナ ガ キ ク イ ム シ (Cm 滋〆の淑′s eizeγノzedg7乙′"′とo Faーrma1re)

はアフ LI力から東洋区を経て大洋州までの熱帯各地に分布し、Fi本の九

州と沖縄にもいる。各樹木の不雄今木や生丸太に穿孔するか、不通地に

牛青している青木につき一時的に活力を著しく低下させる。フィジーの

排水の悪いマホガニー幼齢林で被害が大発生し、良質材牛産の障害にな

)てい る。 またナ タルでは Amc ′" “?弧加班の造林地で乾燥年に被害が

発生する。一夫一妻性、世代は重複し、年中成虫か発′1;する。この届の

種類の食痕はP腐り変姻属のそれと全く異なる。すなわち、木の横断面に

曲った主孔と、老熟幼虫のつくる第 2孔造は水に対して縦方向で、鯖室

が枝状 をな し、燭 台に似た形 になっている。 C乙m/′"c虜 T1・omson はマ

ラヤからニューギニアと台湾まての東洋区に分布する。大きく強健なナ

ガキクイムシで、各樹種の生丸太あるいは非常に衰弱した立木に普遍穿

孔繁殖する。穿人孔の直径は約 4mmで、排廻した木屑は細かい破片で穿
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入孔の周リに山状に積まれる。寄主特異性はないか、マラヤとジャワで 

はコムノキに多い二次性害虫である。マレイシアでの世代長は約8 週［II] 

で年中成虫が発生し、世代は重複する。Diacaviパ fiurtivus Sampsonは 

インドとパキスタンて、Shorea robiおmのみを寄生樹としている細長い 

訣 

」
～
 

/／ ノ 
－』 

超I躍‘遭」・・」ジ”’ 
図―56 Diacavus furtivus の食痕 

(Beeson より） 

ナガキクイムシである。休長は約4m、体は黒色で黄色のL翅を持ち、 

雄ては上翅先端に鈍い歯をそなえる。雌ては飛翔期に頭部に4 つの明瞭 

な黄色毛房をそなえるが、寄主に穿孔し始めると脱落する。成虫はロ中 

飛翔し、棚が加害木を求め、雄かそれに続く。一夫一妻性。穿人孔は白 

いワックス状の細長い管を出す。食痕は木の横断面に分岐孔をつくリ、 

蛹室は孔道の上下に短く伸びる。 1 世代は約10週間。新成虫の脱出は不 

規則で数か月間統く。本種は二次性害虫で哀弱木、倒木やカミキリムシ 

の一種(Hoplocerambyx ゆmicornlり の被害木やPo加orus shoreaeに 

よる菌害木につく。被害は多数のピンホールや腐朽菌の侵入促進として 

現れる。Diapiおpl召libmus Chapwsは束洋区、オーストラリア、太洋 
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人孔の周りに山 掃こヰ責まれる。寄主特異性はないか、マラヤとジャワで

はゴムノキに多い二次性害虫である。マレイシアでの世代長は約 8週間

で年 中成 虫が発生 し、 世代は重複す る。 D 脇飾り雄 花煎り"もSampson は

イ ン ドとパ キスタンて、 S加 川"γobzfsねのみ を寄生樹 としている細長い

図 囲 56 Diacavus furtivus の 食 痕

(Beeson より)

ナガキクイムシてある。 f木長は約 4mm、体は黒色で黄色のヒ畑を持ち、

雄ては上超先端に鈍い歯をそなえる。勝てば飛期期に頭部に4つの明瞭

な黄色毛房をそなえるが、寄主に穿孔し始めると脱落する。成虫はロ中

飛期 し、雌が加害不を求め、雄かそれに続く。--夫一女性。穿人孔は白

いワックス状の細長い管を出す。食痕は木の横断面に分岐孔をつくり、

輔室は孔迫の-E‐下に短く伸びる。 1世代は約 10週間。新成虫の脱出は不

規則で数か月閥続く。水杯は二次性害虫で衰弱水、倒木やカミキリムシ

の一種 (息oが ocem 〃zる跡 bpz72たの 7"s) の被害 木や Rob カタγ婚 たので僻むこ

よる1約害木につく。被害は多数のピンホールや腐朽菌の侵人促進として

現れ る。功‘中郷 汐無辺mms Chapuls は東洋 医、オース トラ リア、大洋
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州に広く分布している。成虫は小さなナガキクイムシで各種の倒木に穿 

孔し、オーストラリアでは家具用丸太の重要害虫にされている。二次性 

穿孔虫てあるか、マラヤではDyera cash山なの樹脂採取木やカミキリム 

シの一種(Ba加cern r i加macumめ の穿人被害木の優占穿孔虫であるa 

一夫一妻性。加害木にはl『が穿孔し、雌がそれに続く。孔道は木部深く 

に分岐fLを形成し、上下に短い蛹室をつくる。クインスランドでは年1 

世代で、マラヤではそれよリ短いが、世代か重複するため何世代かは不 

明瞭～ Diapus quinqit‘翌)ina/us Chapuis は西アフリカから太洋州まで 

の旧IIト界の熱帯に広く分布する。小さなナガキクイムシでアフリカより 

は東洋区に個体数が多い。小さなナガキクイムシで、通常各種の丸太や 

倒木に穿孔する。いくらか寄生選択性がある。前種同様樹脂採取木やカミ 

キリムシ被害木のDyara costa/ala に普通に見られる。Do/fopygus 

a'uhu19 Sampson はナイシェリアとガーナで Tenninalia siゆciba の生 

立木や伐採丸太に穿孔する。被害木には直径2 mmの丸いピンホールかつ 

くられ、木材にはアンブロシア菌侵入に対する化学反応としてオレンジ 

色の環状のシミか現れる。雄は休長約5.2mm 町ては6 nim、上翅は暗褐 

色。幼虫は最初の4 齢が短く、終齢幼虫は産卵2週間後に見られる。成 

虫は夜7 -10時に飛ひ出し、紫外線ライトに強く誘引される。Flatゆ/ (S 

ciゆ房(tIle Chapuis は東洋区に広く分布する。通常各種広菓樹の伐採さ 

れた丸太や枝羽につくか、被害木や哀弱木にもつくことかある。マラヤ 

のコムノキの被害木に多い。一夫一妻性。初め推が羽に穿孔し、統いて 

飛来してきた棚と交尾したあと雌が先に穿孔産卯する。完成された食痕 

は木の横断面で分岐孔となる。 1 世代は5 ~6 週問。年中繁殖するので 

~」I代か正複し、成虫の脱出期は不規則である。P /1/ntn Schaufuss は 

サハラ砂漠から南のアフリカ各地に広く分布する。各樹種の伐採木や乾 

期に一時的に活力の低ートした立木に穿孔する。ナシェリアのCa,ua; faa 

equisel加h“とユーカJ類の生立木を加害することがある。生態と被害 

は前種に預似する。P mitnivorus Lea はニューギニアから東オースト 
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州に広く分布している。成虫は小さなナガキクイムシで各種の倒木に穿

孔し、オース トラリアでは家具用丸太の重要害虫にされている。二次性

穿孔虫てあるか、マラヤではDye招じ那加郷桜の樹脂採取ネやカミキリム

シの一種 (β餌ocem γ咳附 mm ′α無) の穿 人ネ皮島木の榎 ,li穿孔 虫であ る。

一夫一妻性-。加害木には雄が穿孔 し、雌がそれに続 く。孔道はイ・部課く

に分岐孔を形成し、上-ドに短い師室をつくる。クインスランドでは年 I

Hト代で、マラヤではそれよ -)短いが、世代か重複するため何1IL代かは不

明瞭。勲功婚 卵′77〃‘′e功 "?"/′6 Chapuls は西 アフ リカか ら大洋州 まで

の旧世界の熱し常に広く分布する。小さなナガキクイムシでアフリカより

は東洋区にィ固体数が多い。小さなナガキクイムシで、通常各種の丸太や

倒木に穿孔する。いくらか寄生選択性がある。前種同様樹脂採取木やカミ

キ リム シ被 害木の劫ぞな 御魂"姉" に普通に見 られる。Do方o力誓"s

山′る〃バ Sampson はナ イシェ リア とガーナで 7≧r〃?′77〃/?〃 Mのerαzの生

立木や伐採丸太に穿孔する。被害木には直径 2mmの丸いピンホールかつ

くられ、木材にはアンプロシア菌侵入に対する化学反応としてオレンジ

色の環状の シ ミか現れ る。雄 は錘・長約 5.2mm、雌 ては 6mm 、」-期 は暗褐

色。幼虫は最初の 4齢が短く、終齢幼虫は産卵 2週間後に見られる。成

虫は夜 7 ~10-特に刃鞄ひ出し、紫外線ライトに強く誘引される。P!〃ご}の′岱

鋤かず/""△ Chapuis は東洋区に広 く分布する。通常各種広葉樹の伐採さ

れた丸太や枝材につくか、被害木や衰弱木にもつくことかある。マラヤ

のゴムノキの被害木に多い。一夫一妻性。初め雄が材に穿孔し、続いて

飛来してきた雌と交尾したあと雌が先に穿孔産卵する。完成された食轟き

は木の横断面で分岐孔となる。 1世代は 5~6 週間。年中繁殖するので

世代 か諺復 し、成虫の脱什」-期 はイ・規則である。 P た朋友ブSchaufL1ss は

サハラ砂漠から南のアフリカ各地に広く分布する。各糊種の伐採木や乾

期に一=静内に活力のず氏トした立水に穿孔する。ナシェリアのCの′mm"

β翻意可折〆′" とユーカリ類の‘柊土木を加害することがある。生態と被害

は目i一種 に類似す る。′),o〃〃?/〃ロブzぼ Lea はニ ュ ギニアか ら東オース ト
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ラリアを通ってタスマニアまで分布する。各種の伐倒木、倒木、火傷木 

に穿孔するが、アカシアとユーカリ類によくつく。クインスライトでは 

一時的に活力の低下した果樹に穿孔した記録がある。Prefer/us Schedi 

はガーナ、ケニヤ、ナジェリア、ウガンダなどの熱帯アフリカに生息す 

る。各樹種の倒木に穿孔するが、乾害その他で衰弱した生立木を攻撃す 

ることがあり、ウガンダでAcrocwpe侍lmt加如lzzパの立木被害の発生記 

録がある。Pm加Strohmeyer はマラヤ、ジャワ、スマトラに分布し、 

多くは倒木や伐探木に穿孔するが、乾害その他の衰弱木にもつく。ジャ 

ワではDalbergia let加！iaの生立木被害が記録されている。マラヤでは 

I加em tostilataにつき倒木、被害木、ド手な樹脂採取による衰弱木、あ 

るいはカミキリムシの一種（Batocera nグhmacula回 の被害木などに 

よく穿孔するD 年間を通して繁殖し、世代は重複する。そのため食痕内 

はいつも全ての虫態が見られる。Trac如ostus ghanaenszs Schedlは重 

要輪出材のサンバ（乃功lochiton scleroxylon) の生立木だけにつく重要 

害虫である。成虫は約9 mIllの円筒形で背面は暗謁色。 1 齢幼虫はC字〕彫 

べ 

I ・‘" ：γ， 
I '",,, 

図-57 Trachyostus 帥anaens!sの食痕 

(Wagner らより） 
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ラリアを通ってタスマニアまで分布する。各種の伐倒木、倒木、火傷木

に穿孔するが、アカシアとユーカリ類によくつく。クインスライドでは

一時的に活力の低下した果樹に穿孔した記録がある。Pノセ舜打ゑ′s schedl

はガーナ、ケニヤ、ナ ジェリア、ウガ ンダなどの熱帯アフ リカに生息す

る。各横種の倒木に穿孔するが、乾害その他で衰弱した生立木を攻撃す

ることがあり、ウガンダでAcγocのか岱声艦欄ああ‘sの立木被害の発生記

録 が ある。 P 獲物7 Strohmeycr はマ ラヤ、 ジャワ、スマ トラに分布 し、

多くは倒木や伐採木に穿孔するが、乾害その他の衰弱木にもつく。ジャ

ワではDQ偽の淳"!αrあ #αの生立木被害が記録されている。マラヤでは

口yem のs錫"海につき倒木、被害木、下手な樋川旨採取による衰弱木、あ

るいはカ ミキ リム シの一種 (β鰭ocem 7咳omαc‘‘‘"畝) の被害木 な どに

よく穿孔する。年間を通じて繁殖し、世代は重複する。そのため食痕内

はいつ も全ての虫態 が見 られ る。 Trod 夢偏れ‘s gたα“解“szs schedl は重

要輸出材のサンバ (Tγzがoc霧棚? sc霧リり′◎1)の生立木だけにつく重要

害虫である。成虫は約 9懲倣の円筒形で背面は暗褐色。 1齢幼虫はC字形

亀‐AM.
空-Puoo,
D」Lo′▼0.
' モoo.

図 一 57 丁rachyostusghanaens 迄 の 食 痕

(Wagner らより)
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で活発で7対の擬脚をそなえる。老熟幼虫は円筒形で擬脚はなく、巣内 

に最も多く発兄されるステージである。推か寄生木を選ひ、辺材に深さ 

2 - 4 ciiiの孔道を掘る。数日後雌が孔道にきて交尾する。この時雄は上 

翅の下面と腹部背面を摺リ合わせ高音を出して雌を誘引するという。交 

尾を終えた雌は材中に孔道を掘リ産卵する。幼虫は7齢を経過し、さら 

に孔道を掘る。 5 ~7 フィートの木は激しい被害を受けるか、 1 -3 フ 

ィートの木は被害を受けない。排水の良い林地は低地の湿った林分よリ 

被害か少ない。直径3 mmの穿入孔とそこから出されるフラスによリ被害 

を探知できる。被皆木は普通枯れないが、食痕による物理的障害や腐朽 

菌による材質劣化被害を受ける。 

⑩キクイムシ科 Scolytidae (bark beetles, ambrosia beetles) 

微小ないし小形。円筒形。赤褐色ないし黒色。頭部は前胸背よリはる 

かに小さく、背面からはほとんど見えない。体は疎な剛毛あるいは密な 

鱗毛に覆われる。触角は球桿状をなすロ前胸背は隆起し、密な微小瓦状 

片をそなえる種類が多い。 上翅は通常点刻列をそなえる。キクイムシの 

多くは樹皮下に穿孔する樹皮下キクイムシと材中に巣をつくリアンブロ 

シア菌を食べて生育するアンブロシアキクイムシとがいる。樹皮下、材 

部や種子中に巣（食痕）をつくり、 ‘夫一妻性、一夫数妻性、一夫多妻 

性の亜社会生活を営む。巣建造のため削リ取った木屠は穿人孔から排出 

されるので、これらの虫の加害を知る目安となる。食痕は種によって一 

定しているので、同定の標徴に便われることか多い。 

Chaetopfehus vestiteおMulsant et Reyは地中海地方から西パキスタ 

ンと南西インドまで広く分布し、Piskecea spp に穿孔する。成虫は春に 

脱出し、秋まで新梢と細枝を後食する。その後枝の樹皮下に穿孔し、交 

尾室から2 - 3 Cmの母孔のある双縦孔をつくる。シシリー島ではP/s 

faceaの樹冠の重要害虫にされている。コーヒーキクイムシ（Taph 

m )c/nes u功ae Eggers）は東洋区から日本に分布し、コーヒーの二次 
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で活発で 7対のチ疑脚をそなえる。老熟幼虫は円筒形でテ規脚はなく、巣内

に最も多く発見されるステージである。汐僅か寄生木を選ひ、辺材に深さ

2 ~4cm の孔道を掘る。数 fl後雌が孔道にきて交尾する。この時雄は上

期の下面と腹部背面を摺り合わせ高音を出して雌を誘引するという。交

尾を終えた雌は材中に孔道を掘り産卵する。幼虫は7齢を経過し、さら

に孔道 を掘 る。 5 ~ 7 フ ィー トの木 は激 しい被雪を受けるか、 1~3 フ

ィートの木は被害を受けない。排水の良い林地は低地の湿った*本分より

被害か少ない。直径 3nmの穿人孔とそこから出されるフラスにより被害

を探知できる。被害木は普通枯れないが、食膿による物理的障害や腐朽

菌による材質劣化被害を受ける。

(10)キクイムシ科 Scolytidae(bark beetles,ambrosia beetles)

微小ないし小形。円筒形。赤褐色ないし黒色。頭部は前月句背よりはる

かに小さく、背面からはほとんど兄えない。体は疎な剛毛あるいは密な

鱗毛に覆われる。触角は球梓状をなす。前胸背は隆起し、密な微小瓦状

片をそなえる種類が多い。ヒ遡は通常点刻列をそなえる。キクイムシの

多くは樹皮下に穿孔する樹皮下キクイムシとずみドに巣をつくりアンプロ

シア菌を食べて生育するアンプロシアキクイムシとがいる。樹皮下、材

郡や種子中に巣 (食痕 ) をつくり、一夫一妻性、一夫数妻性、一夫多妻

性のり巨社会生活を営む。巣建造のため削り取った木屑は穿人札から排出

されるので、これらの虫の加害を知る目安となる。食辰は種によって-

定しているので、同定の機徴に使われることか多い。

C/zqefoPfβ/z‘rsむ凝縮縦 Mulsant et Rey は地 中海地 方か ら西パ キス タ

ンと南西インドまで広く分布し、Pi財α“"spp に穿孔する。成虫は春に

脱出し、秋まで新梢と細枝を後食する。その後枝の樹皮-ドに穿孔し、交

尾 室か ら 2 ~ 3cm の母孔 のあ る双縦孔 をつ くる。 シシ リー島ではPな‐

超α"の樹 冠 の 重 要 害 虫 に されて い る。 コー ヒー キク イム シ (71砂た‐

知り'物乙!s co扉ぽ健 Eggers) は東洋区か ら日本 に分布 し、 コー ヒーの二次
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」1舌虫であるが、多食性て各種の双了菓樹木の新梢と細技に穿孔する 

twig borerである。通常落枝につくが、活力の低トした牛立木にも被 

告が発ノ1 する。マラヤでは急に強いI-I射を受UたJnfs,ap"k”マbamm幼 

齢林でかなリの枯損か発生したことがある。 一夫一妻性。食痕は単親孔。 

卵は卯塊として孔道内に産みつけられる。新成虫は通常穿入孔から脱出 

し、 まれに独自の脱出孔をつくる。マラヤでは世代か重複し、常時各虫 

態か見られる。7' lursulus Schedlはボルネオとマラヤに生息する 夫 

－・妻性の細枝の穿孔虫である。マラヤではDり,0加ル)7"5 alo))ia/lCaの移 

植木に穿孔したことがある。習性は前種に似る。払加Cr3/f)ノmhパmmI 

β加nae Stebbingは東洋区原産であるか、マンコの栽培地に広く分布す 

る。イントネシアではマンコと他の数樹挿につき、通常粘死木や枯死」 

Iii」の枝の肘皮下に穿孔するが、マトラスでは生新梢に入った記録がある。 

断は交尾室に卵塊で産卵し、貯化幼虫は個々に尉皮下を食害する。数週 

間で発育し、世代は重複している。H，ゃ0meneinus bI 1)/GulfsEkhhoff 

は東洋区と人洋州に広く分布する。多くの双子菓樹木の新梢と細枝につ 

き多食性である。通常落粘枝や死枝につくか、マラヤでは苗畑や新植造 

林地のCasucn ecu quiset加ha, Diyobalanops a)Vi)lut/w，マホカニーci) 

苗木や移植木を加害する。雌は細枝や新梢の中心に不規則な縦孔を掘り、 

卯塊を産下する。幼虫は孔道内で共同生活し、蛹は孔道内でフラスの栓 

を詰めて一定の問隔で1列に並んでいる。新成虫は穿入孔から脱出する。 

一夫多妻性。紺は者命か短く、個体数か少なく、また飛翻h幻Jがなく普 

通巣から脱畠せす、巣内で姉妹と交尾する。 1 世代は数週間で繁殖を繰 

り返し、世代は重複する。H diniorphees Sched! はマラヤに生息し、A 

CC/C/C aunciela加1)17/Sの新梢や細枝に穿孔し玖命的な被告をあたえる。 

生態は前名とほとんど同じてある。チヒコキクイムシ（II endetus 

\?\Iesi wood）は熱帯、亜熱帯各地に分布し、日木にもノ1 息する。食性は 

多様て乾燥細枝、不健全木の樹皮、キノコ、果柄、乾燥コーヒー豆、キ 

シラミの虫えい、画板、合板、木の表紙などにつく。森林では主に落枝、 
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性害虫であるが、多食甘て各種の双了票樹木の新柏と#1--枝に穿孔する

twlg borerである。通常溶接につ くが、岳力の低下 した牛立木にも被

告が発′1:す る。マ ラヤでは急に強いト嶋 ,ナを受 けた′“fs′"P‘!/ei′?oo〃zm 幼

齢林でかなりのふき,損か発生したことがある。 -夫- 女性:。食痕はけー縦孔。

卵は卯塊として孔道内に産みつけられる。新成虫は通常穿人孔から脱出

し、まれに独自の脱出孔をつくる。マラヤでは"L札か市捜し、常11寺各虫

態か兄 られ る。 71/〃脱げ〃 Schedl はボル ネオ とマ ラヤ に生息す る ‐夫

一 表性の細枝の穿孔虫である。マ ラヤでは劫っのる(承り20Ps "r‘'〃ぞmm の移

植木 に穿孔 したこ とがあ る。習性 は前種 に似 る。 "彫りα"〕/′"/′たg mm ト

ガ舵だ〃βStebb1ngは東洋区原産であるか、マンコの栽培地に広く分布す

る。イントネシアではマンコと他の数種軽重につき、通常枯死木や枯死‐ゴ

前の枝の樹皮下に穿孔するが、マ ドラスでは生新科すに入った記録がある。

==rは交尾室に卵塊で産卵し、堀化幼虫は個々に鮒皮下を食害する。数週

間で発育 し、 11日〔は重複 してい る。 H妙α/′eiだノ“とぼ ム′i72〃〃′△ Richhoff

は東洋1又と人洋州に広く分布する。多くの双子葉樹木の新柄とネロ1枝につ

き多食性である。通常溶枯枝や死枝につくか、マラヤでは椿畑や断れ自造

林 地 の C婚 姻ノ′′留 学fzse′脆 /′",D ′)'の "/僻めのも "'℃m 〃′′c‘ぞ, マ ホ カ ニ ー の

-1-11木や移植木を加害する。雌は細枝や新村~の中心にイ・規則な縦孔を掘り、

卵塊をガヒドする。幼虫は孔道内で共同生活し、蟻は孔道内でフラスの栓

を詰めて一定の間隔で 1列に並んでいる。新成虫は穿入孔から}1態セーする。

--六多女性。雄は寿命か短く、ィ固体数か少なく、またブ炎糊能ノJがなく普

通巣から脱出せす、巣内で玖甫婚、と交尾する。 1世代は数週間で繁殖を繰

り返 し、世代は重複する。月 ゐmmP 殻岱 Schedlはマラヤに生息し、!L

mcm 〃′rr′c沼口頻りrmはの新梢や縄枝に穿孔 し致命的な被告をあたえる。

生態は前者とほとんど同 じてある。チヒコキクイムシ (H e瀬山毎s

Wcslwood) は熱帯、亜熱帯各地に分布し、 u不にも′L息する。食札は

多様て乾燥細枝、不健全 ・の樹皮、キノコ、果柄、乾燥 コー ヒー豆、 キ

シラミの虫えい、画板、合板、木の表紙などにつく。森林では主に諮枝、
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新梢や細枝、移植木を加害し、力カオの苗を粘損させたことかある。マ 

ラヤではDり,obalanop5 aroma/ic乙， マホガニー，チークの苗木や移植木 

の細枝や新梢に穿孔し、かなリの被害を与えている。雌はよく集厳から 

穿孔し、細粉末状のフラスを排出する。食痕は小枝では単縦孔で、太枝 

では樹皮下に不規則な分岐孔をつくる。幼虫は共同生活する。新成虫は 

親のつくった穿人孔から脱出する。－一夫多妻性。雄は個体数が少なく寿 

命が短く、飛翔不能で生れた巣から離れない。若い雌は暗く涼しくなっ 

てから飛翔し、灯火に飛来する。数週間で成虫になリ世代は重複し、成 

虫は常時活動する。Hplパlun-s Westwood は体長1 5 - 2 nm 'の小さなキ 

クイムシで、熱帯アフリカからインドとマラヤに分布する。多食性で 

Cadre/a odorata, Ceiba pentandra, Dryoba/anclos aromatica,マンゴ、 

メリナ、チーク、マホガニー、争On請as nionibin, Termina/la ivoi en 

sic、力カオなどの不健全苗木や細枝につく。 1 世代は3 -S 週間て継 

続して繁殖し、世代は重複する。幼虫は新梢全体に伸ひた孔道内で共同 

生活する。早魅、薬害、傷害で哀弱した苗木に激舌が起き、カーナて 

80％を越える苗畑被害の発生したことがある。ゆs ca//ignゆんis Ger 

mar (= I in/ers/i/ialis Eichhoff) はアメリカ原産てあるが、第二次大 

護響’ ,
 

図-58 Ips !ongifolla の食痕（Beeson より） 
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新柄や細枝、移植木を加害し、カカオの苗を木材キーさせたことかある。マ

ラヤでは D かの "ね'のめsαmm 頑な4 マ ホガニー , チークの iyl木や移植水

の細枝や新刊すに穿孔し、かなりの被害を与えている。ー叫ばよく栄服から

穿孔し、細粉末状のフラスを排出する。食痕は小枝では単縦孔で、大枝

では樹皮-下に不規則な分岐孔をつくる。幼虫は共同生活する。新成虫は

親のつくった穿人孔から脱出する。一夫多妻性。雄は個体数が少なく寿

命が短く、飛期不能で生れた巣から離れない。若い雌は暗く涼しくなっ

てから飛翻し、灯火に飛来する。数週間で成虫になり世代は重複し、成

虫は常時活動す る。 HD 裕辺 ?侍駅′estwood は体 長 1 5~ 2mm の小 さなキ

クイムシで、熱帯アフリカからインドとマラヤに分布する。多食性で

Cg メメe超 od併記ね ,C 似る" わの栃α77〆針α,D り′ob〆"“dos qrの72鰭にα, マ ン ゴ、

メ リナ 、 チ ー ク、 マ ホ ガ ニ ー、 SPoizdz 磯 川の'通痴 ,71好〃〃'?"#" かの 87ト

雑、カカオなどの不健全苗木や細枝につく。 1 世代は 3~ 5週間てね*

続して繁殖し、世代は重複する。幼虫は新ネ~全体に伸びた孔道内で共同

′ヒ宿する。早魅、薬害、傷害で衰弱 した苗木に教書が起き、ガーナて

80% を越える -釣畑被害の発生 したことがある。ゆs c""神竹がms Gel‐

mar( ニヱブ川の瀞/揃お Eichhoff) はアメリカ原産てあるが、第二次大

図一 58 ′ps !ong′fo′iaの食痕 (Beeson よ り)
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戦中に松材についてフィリピンのルソン島に侵入定着し、山火事跡地の 

ケシアマツ林で集団枯損を発生させている。穿入孔は主にj早皮部につく 

られ、流出した樹脂によりピッチチューブができる。食痕は放射状孔で 

交尾室を中心に3 -,-5 本の母孔をつくる。幼虫は母孔から縦に孔道を掘 

って摂食し、先端に蛹室をつくる。I. longifolia Stebbing は イントとパ 

キスタンの標高700-3,000mのヒマラヤ地方に分布し、Abies pin請，to, 

Cednお鹿odara, Thceci smilinana, Pin,昭gerardiana, Pgr巾I/fli, P nn一 

burgh/iなどに穿孔加害する。枯死木や倒木の樹皮下で繁殖するが、生 

息密度か高まるとI7i木や若本を攻撃して枯損させる。一・夫数妻性。樹皮 

下に交尾宇を中心にして約3木の司孔をつくる。幼虫孔の先端に蛹室を 

つくる。標高の高いところでは1年1世代てあるか、低所では4 世代で 

ある。タイには旧北区に広く分布するl sexdenlatiパBoernel とマツノ 

ムツパキクイムシ（I acunzinatz侍Gyllennhall) が生息し、ケシアマツ 

とメルクシマツの樹皮下につく。Ips 属はョーロッパや北アメリカで森 

林害虫として重要な樹皮下キクイムシを多く含む。PhんCOsi)iiパ aide, 

Perris は 南部ョーロッパからキプロス、ケニヤ、タンザニカ、ウガンダ 

などの東アフリカまで分布し、熱帯地方では標高のいくふん高いところ 

に普通で、Ciゆressitsや戸m ゆe ,'i お と近縁属の針葉樹につく樹皮下キクイ 

ムシである。加害樹はCup ressus lusilanica, C , macro caipa, C . tone/osa, 

Jieniperuspelidissima, J /n'ocera, Sequoia wellington ia,刀neja occiden 

Jails, T orienta,lsである。普通は丸太、枯死直後の立木に穿孔するが、 

乾害木、火傷木や（】切yneum Cald加aんやMonoc加etia unicorn is菌 に侵 

された病害木を加害する。成虫は細枝を後食する。一夫一妻性。食痕は 

小さな交尾室から両方向の剃表面に仲ひた縦の母孔と、ここから伸びる 

幼虫孔と蛹室からなる。卵は田孔壁につくられた小孔に1粒ずつ産下さ 

れる。ョーロッパ北部では年1回、南部では2回の発生であるか、熱帯 

アフリカではこれより多くなる。Phloeotrib,だ scarabaeoides Bernard 

は南ョーロッパから北アフリカに分布し、0/ca europaea の 二次性樹皮 
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戦中に松材についてフィリピンのルソン島に侵入定着し、山火事跡地の

ケシアマツ林で集団杜i損を発生させている。穿入孔は主に厚皮部につく

られ、流出した樹脂によりピッチチューブができる。食癌は放射状孔で

交尾室を「ト心に 3~5 本の母孔をつくる。幼虫は母孔から縦に孔道を掘

って打1食し、先端に師室をつ くる。/.あれg帆〆畝 Stebblngはイントとパ

キスタンの標高 700~3,00om の ヒマラヤ地方に分布 し、 Ab だs Pm あかり,

Cedr 那 α8od 研修,Ace α s擁立ん〆α“",Pz 似岱 gem メ汝α“",′〕gz が′似るF ro矛

加増屑ずなどに穿孔加害する。枯死木や倒木のネ削成下で繁殖するが、生

息密度が高まると苗木や若木を攻撃してネ古損させる。一夫数妻性。樹皮

‐ドに交尾室を中心にして約 3木の母子Lをつくる。幼虫孔の先端に姉室を

つくる。標高の高いところでは 1年 1世代てあるか、低所では 4世代で

あ る。 タイには旧北区に広 く分布す る′,照エメβ'⑦′"′7‘s Boerne1 とマツノ

ムツバ キクイム シ (ヱ‘mm “〃破婚 Gyllennhall) が生息 し、ケシアマツ

とメルクシマツの樹皮下につく。炉s届はヨーロッパや北アメリカで森

林害虫として重要な樹皮下キクイムシを多く含む。P粥"('~z""s ""彰′

PerrIsは南部 ヨー ロッパか らキプ ロス、ケニヤ、 タンザニカ、 ウガ ンダ

などの東アフリカまで分布し、熱帯地方では標高のいくふん高いところ

に普通で、 C′のress′‘ぶりばれzperzfsと近緑属 の針葉樹 につ く糊 皮下キクイ

ム シ で あ る。 加 害 樹 は C〃かぜss婚 幽霊如煎じ",C. “?"c幻鯛 物〃,C. 加川 /osα,

た “夢どれfsたα協力ssf'“〃,ノ Procem,Seqzmzq wg//mg ′o722α,7727〃"ocode “‐

′ば内,Torとのz加島である。普通は丸太、枯死直後の立木に穿孔するが、

乾雲木、 火傷木や CD'y概棚 2 cq 前"/eや掴 o'2oc叡山 " 〃mco γm 認 iに侵

された病害木を加害する。成虫は細枝を後食する。一夫一妻性。食1良は

小さな交尾室から両方向の勅表面に伸びた縦の母孔と、ここから伸びる

幼虫孔と鰯室からなる。卵は!勾孔壁につくられた′j・孔に 1粒ずつ産下さ

れる。ヨーロッパ北部では年 1同、南部では 2回の発生であるか、熱帯

アフ リカ で は これより多 くな る。 P腸oeofrz山rs sc〃'"粥 eozdβs Bemard

は南 ヨー ロ ッパ か ら北 アフ リカに分布 し、 0′m B"川の郷 "の二次性樹 皮
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下キクイムシてある。通常折れた枝か不健全の枝で繁殖する。成虫は細 

枝の分岐部、葉柄の基部、花序を後食し、他の二次性病害虫の侵入を促 

進する。年2 -3 世代。一夫一妻性。食痕の交尾室は明瞭、母孔は横に 

つくられる。月加gcues scttus Blandlord は イントとパキスタンのヒマ 

ラヤ地域に分布し，普通Am侍－griりit/i/iの樹皮下に穿孔するか、Cedrus 

deodura, Picea smitinana,Rm バgerardiana, P roxburgh,,にも穿孔する。 

雪、山火事、雷、熊などによる被害木の樹皮下に普通に穿孔する二次」1 

'1虫てあるか、山火事跡地などで生息密度を高めると健全若木を攻撃す 

ることがある。一夫多妻性。巣は枝や小径の樹幹につくられる。食痕は 

放射状孔で、雄は中史の交尾室に住み、そこから放射状に伸びた約5木 

の刊孔に1匹すつの雌が住む。標高2,000mの場所では世代長は約2 か 

月て年4 世代を繰リ返す。乃加Jj)hthorus sainpsoni Stebbrngはインド 

とパキスタンのヒマラヤ地域に生息し、Pin us gnffit/n‘に穿孔する。 

乃り’ogenes sdi/us B1andford やPo加rゅ/?us fliajO)' Stebbing などと共に 

雪害木、火傷木、乾燥害木、獣害木などの樹皮下につく二次性の穿孔虫 

である。一夫多妻性。食痕は放射状孔である。Pbbgnゆhl恰 majoi 

Stebbing はインドとパキスタンのヒマラヤ地域の標高約3,000m以上に 

分布する。 この属のキクイムシは複眼が上下に二分する。Cedrus 

deodaiaと乃tea sinitluanaの樹皮下で繁殖しPm,背即切mliにとくに多 

く、Rり'0g」enes sc//usやその他のキクイムシと共同加害する。火傷木や 

他の被害木につく二次性穿孔虫であるが、健全な若木に大量攻撃するこ 

ともある。一夫多妻‘目二。食痕は中央の交尾室から3 -S 木の母孔が放射 

状に伸びる。それぞれの母孔には1頭ずつの雌が生息している。幼虫孔 

は樹皮下に伸び、先端に蛹室をつくる。中標高の所では春の成虫の出現 

は4 月からで, 世代長は7 -10週間、年4 回の発生である。Potyg 

rap/ms tEn? Stebbingはインドとパキスタンのヒマラヤ地帯に分布し、 

乃n/IS g17ff/ti//Fに最も多く、A b/es 功ectab,iis, Cednバ庇odam,Pcea 

snutinana の樹皮下で繁殖する。Pむ0genes scitiお，P01y1it?ph/Ismajoγや 
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下キクイムシてある。通常折れた枝か不健全の枝で繁殖する。成虫は細

枝の分-岐部、栄何の基部、花序を後食し、他の二次性病害虫の侵入を促

進す る。年 2 ~3 世代。一夫一妻性。食痕の交尾室は 11月1際、母孔は横 に

つ くられ る。 P砂 oge"然もczfzfsB1andford はイ ン トとパ キスタンの ヒマ

ラヤ地域 に分布 し, 普通 P‘72"sg‐“扉蕩々 "の樹 皮下に穿孔す るか、 Cedγzfs

deo""' “,Pice α s7727ごね粥72口,月 形は gem フロメの 2‘7,P 知ズ加 増 /〃‘に も穿 孔 す る。

雪、山火事、雷、熊などによる被害木の樹皮下に普通に穿孔する二次1牛

乳虫てあるか、山火事跡地などで生息密度を高めると健全若木を攻撃す

ることがある。一夫多妻性。巣は枝や小径の樹幹につくられる。食痕は

放射状孔で、雄は中央の交尾室に住み、そこから放射状に伸びた約 5オ・

の燭孔に 1匹すっの雌が住む。標高2,ooom の場所では世代長は約 2か

月て年 4 世代を繰 り返す。P物妙ねf肋γ縦 縞“2P切ればStebb・ngはインド

とパキスタンのヒマラヤ地域に生息 し、錫粥‘sgγ扉z豹"に穿孔する。

Pありgeれes sdr‘‘s B1andford や Poも翌招か7zfsm りor stebbing な どと共 に

雪害木、火傷木、乾燥害木、獣害木などの樹皮下につく二次性の穿孔虫

で あ る。‐一夫 多妻 性。 食 癌 は放 射 状 孔 で あ る。 PDらg7俊P化‘s '??"卸 r

Stebblngはインドとパキスタンのヒマラヤ地域の標高約3,00om 以上に

分布す る。 この属のキクイムシは複眼が上下に二分する。Ce露 z′s

走り〆";" とPにm s'izダル′の7αの樹 皮下 で繁殖 しP加婚 g7坊抜けに と くに多

く、Pぬ′ogのzesscmfsやその他のキクイムシと共同加害する。火傷木や

他の被害木につく「次性穿孔虫であるが、健全な若木に大量攻撃するこ

ともある。一夫多妻性。食痕は中央の交尾室から 3~5 水の母孔が放射

状に伸びる。それぞれの母孔には 1頭ずつの雌が生息している。幼虫孔

は樹皮下に伸び、先端に鰯室をつくる。中標高の所では春の成虫の出現

は 4 月 か らで , 世代長 は 7 ~10 週間、年 4 回の 発生 で あ る。 Po加g‐

′碍りた那 加7〃 Stebbing はイン ドとパ キスタンの ヒマ ラヤ地帯 に分布 し、

月′msg"# ぜ/?〃に 最 も多 く、 A 弱es 妙にねる汝s,C 司れ‘s deo叱 7〃,Pzcm

別け豹mm の樹 皮下で繁殖す る。自ら′oge“es scz数s,Poも翌mめゐ′′s m ののや
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その他のキクイムシと共に生息する二次性のキクイムシであるか、P 

2)10)0γよりは少し遅れて穿孔する。一夫多妻性。巣は枝よりも樹幹につ 

くられることが多く、食痕は前種のものに似る。PbノJig)岫li/is lienclu 

Stebbitig は西パキスタンの山地に生息し、Pin/IS gerardia noの樹皮下キ 

クイムシである。暑い乾季て活力の低下したマツに大量攻撃し枯死木を 

発生させる。一夫多妻性。食痕は樹皮下の木部表面の交尾室から縦に伸 

びた2 -4 本の母孔と蛹生て終わる幼虫孔からなる。年数世代を繰リ返 

し、越冬は幼虫と成虫態で行う。5ccケbJp危り，l応属は熱帯アフリカ、マ 

ダガスカル、東洋区、日木に分布する。約40種が知られている一夫一妻 

性のアンブロシアキクイムシである。食痕は木の横断面で分岐した孔道 

を掘リ、幼虫はその孔道の上下に個室をつくり、そのなかて生長してそ 

のまま蛹化する。赤道地方では年を通じて繁殖し、世代は重複し、いつ 

も各虫態か見られる。落枝、病害枝、小径の樹幹などに穿孔繁殖する。 

ー般に寄i二選択かないか、マラヤ、サラワク、タイに生息するS. born 

あ’ciniパBrowne はフタバガキ科を好み穿孔する。生立木をはとんど加 

z l y 

■ 
十 

図-59 Scolytoplatypus siwaikensis 

左食痕右幼虫室内での発育（Beeson よリ） 

害しないか、S eutornoi'des Blandfordはイントネシアでコムノキ健全木 

についたことかある。Scolybiパmajor Stebbingはイントとバキスタン 

のヒマラヤに分布し、Ce diiバ deo‘なmの倒木や不健全の樹皮下に穿孔 

する。しかし餌か豊富になると生息密度を高め、若木への枯損被害を発 

生させる。ー夫ー妻性。樹幹と枝に穿孔し、母孔は縦1木。個々の幼虫 

孔は蛹室て終わる。好条刊 ドでは約10週間で親になり、年4 回の発牛。 
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その他のキクイムシと共に生息する二次性のキクイムシであるか、P

〃?似αよりは少し遅れて穿孔する。一夫多妻性。巣は枝よりも樹幹につ

くられることが多 食痕は前種のものに似る。Po収奪ロメ2′fs“のに膚

Stebbing は西パ キスタンの山地に生息 し、′フ海胆 津留 'mm2 αの樹皮下キ

クイムシである。暑い乾季て活力の1止下したマツに大量攻撃し枯死木を

発生させる。一夫多妻性。食痕は樹皮下の木部表面の交尾室から縦に伸

びた 2~4 本の母孔と師室て終わる幼虫孔からなる。年数世代を繰り返

し、越冬は幼虫と成虫態で行う。Sのろ'Zop腐り変悠属は熱帯アフリカ、マ

ダガスカル、東洋区、日木に分布する。約40種が知られている一夫一妻

性のアンプロシアキクイムシである。食痕は木の横1折面で分岐した孔道

を掘 り、幼虫はその孔道の上 下に個室をつくり、そのなかて生長してそ

のまま師化する。赤道地方では年を通じて繁殖 し、世代は重複し、いつ

も各虫態か兄られる。洛枝、病害枝、小径の樹 -:-↑などに穿孔繁殖する。

一般 に寄 主選択かないか、マ ラヤ、サ ラワク、 タイに生息す るS.卿 7作

物rmzfs Browne はフタバガキ科を好み穿孔する。生立木をほとんど加

図 一 59 Sco′ytop′atypus s′wa′kensis

左 食痕 右 幼虫室内での発育 (Beeson より)

害 しないか、S e用の〃oばdes B1andford はイ ン トネシアでゴムノキ健全木

につ いた こ とかあ る。 Scoあれ鰐 '〃qior stebbing はイ ン トとパ キスタン

のヒマラヤに分析 し、Cedms deo加地の倒木やイ・健全の樹皮下に穿孔

する。しかし毎日か豊富になると生息密度を高め、若木への村“餅残害を発

生させる。一大一妻性。樹幹と枝に穿孔し、母孔は縦 1本。個々の幼虫

孔は蛸室て終わる。好条例′下では約10週間で親になり、年 4回の薬年。
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l -SQ Sphaerotrypes siwaIikenss 

成虫（体長約33mm)(Beeson より） 
潟『 

助haerotrypes szwabkensis Stebbingはイント、ノぐキスタン、 ミャンマ 

ーに生息する樹皮ドキクイムシて、Sho sea mbusmと同属の樹種につく。 

とくにカミキリムシの一種（I-Joplocerambyx ゆln?co, n司 による被害 

木やPb加ores slioreaeによる菌害木に穿孔し止めをさす。中部インドで 

は連続して繁殖し、世代が重複する。最小世代長は6 ~7 週間である。 

一夫一弘竹。食痕は長さS emの単縦孔で個々の幼虫孔は交尾主で終わる。 

X 〕鹿bones属 とその近緑のキクイムシは極端な一大多妻性のアンブロシ 

アキクイムシて材部に巣をつくる。雄は個休数か非常に少なく、短命、 

休か軟弱で後超は退化し、飛翔能力がなく、通常生れた巣から離れない。 

町［成虫は羽化した巣内で交尾受精し、単独で営巣繁殖する。X 

(lestruens Blandfordはマラヤ、サラワク、パプア、ソロモン諸島、フ 

、 

、 

図ー引 Xy!ebonis destruens の食痕（日eeson より） 
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図 一 60 Sphaerot 「ypes siwalikensis

成虫(体長約33mm)(Beeson より)

SP 徹 虜〃力めβS sw 郷ぞたのzszs stebb ・ng は イ ン ド、 パ キ ス タ ン、 ミャ ンマ

ーに生息する位i皮下キクイムシて、S′2リノ郡 'の彰嬉 と同嵐の樹種につく。

とくにカ ミキ リム シの一種 (品物わ"'〃'"01ぼり′7zzcのノ?〆s) に よる被害

木やPoもの伊関 靴のme による菌省木に穿孔し止めをさす。中部インドで

は連続 して繁殖し、世代が重複する。最小世代長は 6 ~7 週間である。

一大一ませ。食ま1走は長さ 5cmの単縦孔で個々の幼虫孔は交尾室で終わる。

X閉めoms属 とその近緑のキクイムシは極端な一大多妻性のアンプロシ

アキクイムシて材部に巣をつくる。雄は個体数か非常に少なく、短命、

体か軟弱で後畑は退化し、飛期能力がなく、通常生れた巣から翻れない。

雌成虫は羽化 した東内で交尾受精し、単独で営巣繁殖する。X

ぬ "γ〃の7s B1andford はマ ラヤ、サ ラワク、パプ ア、 ソロモ ン諸島、フ

図 一 61 Xy′ebo「us destruens の食 痕 (Beeson よ り )
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ィシーに分布し、通常各樹種の倒木や丸太に穿孔する。食痕は木の横断 

面につくられた分岐孔て共同孔はない。孔道は横断孔で連絡しているこ 

とかある。年問を通して繁殖し、世代は重複し、成虫は常時活動する。 

シャワの乾期が短いか、あるいはない地力ではチークの重要害虫になっ 

ている。x ルJり7'gincus Fabricius は熱帯・iIIl熱帯各地に普通に生息す 

る。各樹種の倒木やt'iタヒ木に穿孔する。ウガンダとブラジルではコム採 

取木を攻撃した記録かある。食痕は不規則な分岐孔を木の1縦断面につ 

くるが、共同孔を形成しない。年を通して繁殖し、世代は重複する。雌 

成虫は常時穿孔し、時に生立木を攻撃することがある。X, hjiaieus 

Schedl はフィシーに生息するアンブロシアキクイムシである。木来双 

子菓樹木の小径の樹幹や技に穿孔するが、マホカニーの活着前の幼木が 

攻撃され、とくに生長期に植林された林に被告が多い。xカ'oflic(IlUs 

山chhoff は 東洋区と太洋州に広く分布する。各種の双r樹木の伐採木、 

H 汐L木や－ー時的に不健康になった小径木のMt幹や枝につく。トウコマや 

茶の我培地の有名害虫で、A lbノzw Jo/ca/aria, GrovE/eu robus加 メリプ二 

&hICたhera oleosaの生立木に穿孔した記録がある。世代長はスリラン 

カては6週間、マラヤでは5週間である。X gravidus Bland拓川 はイン 

ドとバキスタンに分布する。小径の樹幹と枝材て繁殖する頑強なアンブ 

ロシアキクイムシてある。木の横断面に分岐孔をつくリ、 1 -2 木の縦 

孔をつくることか多い。普通丸太あるいは枯死直前の枝材に穿孔するか、 

パキスタンではマホガニーの幼齢木を加害した記録かある。X.per 

d 

図-62 Xyleborus perforans の食痕（Beeson より） 
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ィシ- に分布し、通常各横林の倒木や丸太に穿孔する。食痕は木の横断

面につくられた分岐孔て共 }i7拝しはない。孔道は横断孔で連絡しているこ

とかある。ィHfliを通して繁殖 し、世 f は重複し、成虫は常時活動する。

シャワの乾期が短いか、あるいはない地方ではチークの市要害虫になっ

てい る。 X た“′増加 e脂 FabriciLtsは熱帯 ・軸熱帯 各地 に普通に生 息す

る。各ォ皇援軍の倒木や枯死木に穿孔する。ウガンダとブラジルではゴム係

取木を攻撃した記録かある。食痕は不規則な分岐孔を木の 1縦断面につ

くるが、共同孔を形成しない。年を通じて繁殖 し、世代は重複する。雌

成虫は常時穿孔 し、時に生立木を攻撃することがある。×,毎〆"'′m

schedlはフィシーに生息するアンプロシアキクイムシである。木来双

子葉樹木の小径のキ討幹や枝に穿孔するが、マホガニーの活着前の幼不が

攻撃 され、とくに′た長期に植林された林に被告が多い。×万mm 餌硲

E1chhoffは東洋区と大洋州に広く分析する。各種の双子横木の伐採木、

枯死ホベ』「1寺的に不健康になった小径木の樹÷今や枝につく。 トウゴマや

茶の栽培地の有名害虫で、 A/か〃" 超を"加川 ,G7で雑物〃 iobz拙超 メ リナ ,

Sc溺愛c/mm 〆の班の生立木に穿孔 した記録がある。 t旦代長はスリラン

カて は 6週間、マ ラヤ では 5週間 である。又 g′"〃/偽rsB1alldford はイン

ドとパキスタンに分布する。小径の樹幹と枝材て繁殖する頑強なアンプ

ロシアキクイムシてある。木の横断面に分岐孔をつくり、 1~2 本の縦

孔をつくることか多い。普通丸太あるいは枯死直前の枝材に穿孔するか、

パキスタンではマホガニーの幼齢木を加害 した記録かある。×.Per

図 一 62 Xyfeborus perforans の食 痕 (Beeson よ り )
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p1111(5 Wollastonは熱帯共通種で、寄主選択性か広く、101)秤以Lの加 

害樹種が知られている。 5 cm以上の枝材や樹幹に穿孔する。通常新しい 

伐採木、切り枝、IIIi死木、製材品につくか、哀弱木、病虫lI；木やコム採 

取木も加害する。 一部の地方では砂糖キピやココアのマイナー害虫とさ 

れている。食痕は木の横断面に不規則な分岐孔をつくるか、支同孔はな 

く、縦孔でつながれる。年問を通して繁殖発育し、世代は市複する。 

X s/In//is Ferrariは太洋州から東洋区さらに熱帯アフリカまて広く分布 

する。各樹種の倒木や不健全木の枝や樹幹に穿孔牛活するか、樹皮に外 

傷のある健全木、樹脂採」I又コムノキなどにも穿孔する。食瓜は不規則な 

分岐孔で共同孔を欠き、主に横断面－1につくられる。年を通して繁殖し、 

世代は市複する。為/osanclnIs (lb/iゆbOides Schedlはフィシーに分布し、 

各樹種の細枝や新梢につくか、［1蔭のマホカニー幼齢追林木に激しい被 

告の発生した記録かある。x (irqua(us Sampsonはスリランカに分布し、 

双子菓樹木の寺旧枝や落枝や倒木の枝に穿孔する二次性穿孔虫であるか、 

時にクスノキ生立木の樹冠の枝を攻撃する。シイノコキクイムシ（x 

co,npacti昭Eichhoff) は西アフリカから熟帯地域を通ってハワイ、フロ 

リダまで分布し、日本にも牛息している。双イ菓樹木の新梢、枝に穿孔 

繁殖するか、普通は枯死直前あるいは切断枝材の二次性穿孔虫である。 

コーヒー、カカオ、アホガトの害虫として〕」~られ、時に苗畑や新植造林 

地の若い樹木を加’書する。Me/ia azeda; ac/iや マホカニーに激しい被害 

か発牛したことかある。またアフリカてはAlIごommJII /1m(Ii eajia 

E ;ita;idrop/i,-agania if/lie, Oc/ii'oina fagiゆ115の幼齢林での被害記録かあ 

る。サクキクイムシ（X. crassa(sca/us iVlotschUlsky）はアフリカから 

太洋州までの熱帯各地と日木にも分布している。非常に広範囲な樹種の 

小径の樹幹と枝材に穿孔繁殖するが、時に大径の樹幹にもつく。普通落 

枝、切断枝、あるいは枯死直前の枝につくか、カーナのAmoImm 

minca/iaや Khaya ivole,isisの 新植 造林地 の 全植林木か被名を受け枯死 

したことがある。食痕は単純な分岐孔を横断面につくる。小径木では嶺 
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た′m′もWollaston は熱帯共通種 で、寄圭選択制-か広 く、 100ず-砂 A IIの加

害樹種が知られている。 5cm以」-の枝秘や独断とに穿孔する。通常新しい

伐採木、切り枝、枯死本、製材品につくか、衰弱木、病 11ゞ;IT木やゴム採

取木もjnr書する。 一部の地方では砂糖キビやココアのマイナー害虫とさ

れている。食痕は木の横断面に不規則な分岐孔をつくるか、iuI-HLはな・

く、縦札でつながれる。年間を通 して繁殖発育し、世人は市復する。

xs 〃i?′/′s1 errar1は大洋州から東洋区‐さらに熱零すアフリカまて広 く分布

する。各樹種の倒木や不健全木の枝やネを居中に穿孔qもするか、f封及に外

傷のある健全木、樹脂採取ゴムノキなどにも穿孔する。食庇ば不親1!-」な

分岐孔で共同札を欠き、-Eに横 1新川i-Lにつくられる。年を通して繁殖 し、

世代は市復す る。又繋osαimr′rsの“夢中縦隊 Schedit まフ ィシーに分布 し、

各樹種の細枝や新村『につくか、日蔭のマホカニー幼辞1合造林木に激しい被

害の発生 した記録か ある。 X 翻りごてαf′ずs samp9on は ス リランカに分布 し、

双子葉樹木の細伎や落枝や倒木の枝に穿孔する二次性穿孔虫であるか、

時にクスノキ生前水の*可冠の枝を攻撃する。シイノコキクイムシ (又

com ぞcf?fsE・cl・hoff) は西アフ リカか ら熱帯地域 を通 ってハワイ、フロ

リダまで分布し、 rl本にもノヒ息している。双子葉樹木の新梢、枝に穿孔

繁殖するか、普通は枯死直前あるいは切断枝材の二次件穿孔虫である。

コーヒー、カカオ、アホガドの害虫として知られ、時に?古畑1や新キー百造林

地 の若 い糊木 を加害す る。脳 e/′〃‘zged"′"‘/′やマ ホガニーに激 しいヂ皮,L

か発生 したことかある。 またアフ リカては 4デぼり′′〃だ" ん/〃似βαノ?〃,

E〃如′ののか/〃“耳"“′〃〃′′セ,0ご/〃の〃?〃 Z"g(〉か′sの幼齢林 での被害記録かあ

る。サ クキクイム シ (又 .cmswrsc 川船 Motsch も1lsky) はアフ リカか ら

ヌ・汗州までの熱帯各地とR水にも分布している。非常に広範囲なそ酎種の

小径の{ゑ庫仝と技杉に穿孔繁殖するが、時に大径の種村1仝にもつく。普通落

枝、切 断 枝、 あ るい は枯 死 直 前 の枝 につ くか、 ガーナの Aifもo〃“?efr

賜の“どの2〃やに加盟 ?ひげ勿ws の新柏造林地の全植林木か彼fもを受け枯死

したことがある。食痕は単純な分岐札を横断面につくる 小径木では横

125-



孔を掘リ、老幼虫は不規則な幼虫室をつくる。年中繁殖を繰り返し、世 

代は重復し、成虫は常時活動している。xdiscolor Blandlordは スリラ 

ンカ、インド、パキスタン、マラヤに分布し、新梢、細枝、小枝で繁殖 

する。普通は中lli死直前の枝や切断枝材に穿孔する二次性害吐にある、シ 

ャワ、スマトラではコーヒーの、バキスタンではMesu“ル/Teaの害虫と 

されている。またインドとスリランカではChioroxylon swietenea, クス 

ノキ，Gre villea robiおlet, Toona cihataの不健全な枝を攻撃したことか 

ある。 

2 ）ハエ目（双翅目）D中tera (flies,gnats,midges,mosquitoes) 

（概要は虫えい害虫の項参照156頁） 

(1）ミバェ利 Trypetidae (fruit flies) 

成虫は小形ないし中型。翅には明瞭な斑紋がある。頭部は半球形で短 

い。額は幅広く、下額眼縁剛毛は眼縁に近く位置する。鬚剛毛はない。 

触角は短く垂下し、触角剛毛は背縁基部の方に生し、無毛か有毛。複眼 

は大きく青色の光沢をそなえる。翅は大形て普通濃色の斑紋をそなえる。 

Sill！前縁脈は末端近くで鋭く前方に曲リ、基生と臀室か存在する。脚は中 

庸の長さ。腹部は普通4 -S 節、産卯管は数節からなリキチン化して突 

出する。幼虫は前方に細まリ、後力で裁断されたウジムシ型。前気門は 

14-36の葉片からなリ、後気門は尾端に3個で、左右各不平わに横列す 

る。食性は多様で、菊科植物の花頭に寄生するもの、葉に潜人するもの、 

虫えいや小枝に食入するもの、種子莢・種子・ナッツの殻内に生息する 

もの、果実や野菜類に食入するものなどであるが、森林害虫としてはタ 

ケノコにつく種類か知られている。全世界から約70属4,000種が知られ 

ている。 

Chaetellzpsis paradoxa はインドで、Banibusa berman teaと他の種類 

のタケノコに被害をあたえる。モンスーンの成長期初めに節の外側に穿 
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孔を掘り、老幼虫は不規則な幼虫室をつくる。年中繁殖を繰り返し、世

代は重複し、成虫は常時活動している。又 dis乙o/“ B1andlordはスリラ

ンカ、 イン ド、パキスタン、マ ラヤに分布 し、新梢、綱枝、小枝で繁殖

する。普通は枯死直前の枝や切断枝材に穿孔する:次性害虫てある、シ

ャワ、スマ トラではコー ヒーの、パ キスタンでは脳 ewm た rrm の害虫 と

されている。 またイン ドとス リランカでは C/2′pro梯′/‘'i7sw迄rei?m, クス

ノキ,Gre 〃‘′‘e"γの !fsfq, oの7α c中破"の不健 全 な枝 を攻撃 したことか

あ る。

2) ハ エ 目 (双 麹 目 ) D-ptera(f--es,gnats,m-dges,mosqu-toes)

(概要は虫えい害虫の項参照156頁)

(1)ミバエ不一 Trypetidae(frult files)

成虫は小形ないし中型。矧には明瞭な斑紋がある。頭部は半球形で短

い。額は幅広 く、下額眼緑欄毛は眼緑に近く位置する。髪剛毛はない。

触角は短く軍下し、触角剛毛は背縁基部の方に生し、無毛か石毛。複眼

は大きく青色の光沢をそなえる。逓は大形て普通膿色の斑紋をそなえる。

1--i前縁脈は末端近くで鋭く前方に田川、基室と腎室か存在-する。脚は中

庸の長さ。腹部は普通 4 ~5 節、産卵管は数節からなりキチン化 して突

出する。幼虫は前方に細まり、後方で裁断されたウジムシ!玉ii。前気門は

14~36 の葉片からなり、後気門は尾端に 3個で、左右各不平行に横列す

る。食性は多様で、菊料植物の花頭に寄生するもの、粟に椿人するもの、

虫えいや小枝に食入するもの、種子英・種子 ・ナッツの殻内に‘L息する

もの、果実や野菜類に食入するものなどであるが、森林害虫としてはタ

ケノコにつく種類か知られている。全世界から約70属 4,000種が知られ

て い る。

C棚可e‘/?お !s Pの俊加工"は イ ン ドで、月α排卵溜 卿 mm77 た"と他の種類

のタケノコに被告をあたえる。モンスーンの成長期初めに節の外側に穿
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孔する。推は体長約6 mm, Chelyopliom cemlitina Bezzi はイントとパ 

キスタンに分布し、幼虫はピンク色を帯ひた灰色で DendiOtd/fJfl7US 

strictiパ、とくに Olethreietes 加lctgra)flni“に食われたタケノコの軟ら 

かい組織を完全に食う。東パキスタンの竹の重嬰害虫てある。C s/nato 

Fi oggattは南インドとスリランカに分布し、Balbusa Ut砲(1? ?Sと 

Dendrocata,nus sine/itsの新梢につく。幼虫は緑色のタケノコに孔道を 

掘り、軟らかい組織を完全に食う。 

3 ）チョウ目（鱗翅目）Lepicloptera （概要は食菓竹活虫の項参flfi24頁） 

(1）コウモリガ科 Hepialidae （帥ost moths,swift moths) 

成虫は中型で太く有毛。暗色ないし鮮明色。頭部は小さく右毛、触角 

は短く数珠状、推ではしばしば櫛歯状になる、単眼は欠くか痕跡的で毛 

の下に隠れる。ロ器は痕跡的でほとんど食物を取らない。 下唇鬚は小さ 

い。脚は弱く距棟を欠き、推の後脚は大きな毛房をそなえる。埋はやや 

細長く、瞥脈は退化し、超垂は細長く翅棟を欠く。腹部は長く人型。幼 

虫は円筒形で多少皺ずけられ、白色または黄色味を帯ひるか、あるいは 

暗色、褐色の小瘤から剛毛が生じ、頭部は長いか球状で2列に並んだ3 

個の単眼をそなえる。胸脚は3対、腹脚は尾脚を含めて5 対。世界から 

約80属600種が知られ、南半球とくにオーストラリアに多い。成虫は飛 

翔しながら卯を地上にまき散らす。幼虫は1年性や多年性の草木や木木 

植物の根‘茎・幹・枝に穿孔する。農林業の重要害虫を含んでいる。 

Sahyadrassus nuilabaricus Moore はインドに分布する。成虫の翅の 

開帳は5 '-10cmで前翅は灰色ないし褐色でいくらか斑になり白色斑紋を 

そなえる。後翅は灰色。静止時は垂直にぶら下がり、萎れた菓に擬態す 

る。老熟幼虫は体長7 -' 8 cmになり、円筒形で黄色。頭部は半球形、黒 

色て織かある。チーク、ユーカリの害虫であるが、雑食性でA cue/a 

A bali/on , Ri u/el/a, &tllicarpa, ('ass/a, Ga.sua i/na, Glerodendron, Con/ia. 
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孔 す る。雄 は体 長約 6mm 。 Cん均′oの/zの "ce' ロなれ′7"Bezzi はイン トとパ

キスタンに分布 し、幼虫はピンク色を帯ひた灰色で Deノ?ゐo惚加 '?〃s

s′γ′貌岱 、 と くに 0腹か似"es 加 川gmm “?" に食われたタケノコの軟 ら

かい組織を完全に食う。東パキスタンの竹の重要害虫てある。C S加須α

Fioggatt は 南 イ ン ド とス リラ ン カ に分 布 し、β伽てbff溜 りrf毎m′sと

De′mm ご〆mm 岱 山・cれ‘ふの新柏 につ く。幼虫は緑 色の タケ ノコにぞいれを

掘 り、軟らかい組織を完全に食う。

3) チョウ目(隣縄目)Lepidoptera( 概要は食菓竹富 虫の項参照24頁)

(1)コウモ リガネキ H ep・alidae(ghost moths,swift lnotlls)

成虫は中型で太く有毛。暗色ないし鮮明色。頭部は小さく石毛、触角

は短く数珠状、雄ではしばuま櫛歯状になる、単眼は欠くか痕跡的で毛

の下に隠れる。口器は痕跡的でほとんど食物を取らない。下唇括は小さ

い。間1は弱く蹄疎を欠き、雄の後脚は大きな毛房をそなえる。超はやや

細長く、啓脈は退化し、迎垂は細長く想卵巣を欠く。腹部は長くj、型i。幼

虫は円筒形で多少鋤ずけられ、白色または黄色味を帯びるか、あるいは

-暗色、褐色の小癒から剛毛が生じ、頭部は長いか球 大で 2列に並んだ 3

個の単眼をそなえる。」胸脚は 3対、腹脚は尾脚を含めて5対。世界から

約80属 600種が知られ、南半球とくにオース トラリアに多い。成虫は鴬

期しながら卵を地上にまき散らす。幼虫は 1年俸や多今池◆の草本や木水

植物の根 ・茎・幹・枝に穿孔する。農林業の重要害虫を含んでいる。

S煽げ"メブ〃$と蛾“娘勿るα77α侍 Moore はイ ン ドに分布す る。成 りの畑 の

開帳は 5 ~1ocm で前趨は灰色ないし褐色でいくらか班になり白色斑紋を

そなえる。後趨は灰色。静止時は垂直にぶら下がり、萎れた葉に擬態す

る。老熟幼虫は体長 7~8cm になり、円筒形で黄色。頭部は半球形、黒

色 て鰻か あ る。 チーク、ユ ー カ リの害 虫で あ るが、雑食性 で Am 畝ぞ,

A 加 彬ひ爺,β“庇 おα,Cα肋 m′力α,Cqss 畝 ,GdM" ガブ2α、G/em 諺 〃‘/γo",Co γd′",
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図-63 Sahyadrassus malabaricus 

上幼虫（体長約6 4mm）下成虫（開張約1,2mm) 

(Beeson より） 

F1iciu,n, Gmelina, Greww,のrocorj)ui, Lage is! roemia, Lantana., 

Macorange, Mallotus, Ocimum, Rosa, Sapenc/us, So/anon,, Strobilanthes, 

Tre,na, Zizyp???おなどの幹や茎に穿孔する。年1 世代で成虫は5 -6 月 

に出現し、雌は飛翔中に多数の卵を産卯する。若幼虫は適当な寄生木の 

幹や茎に穿孔し、上先端の曲った長い円筒形の孔道をつくる。時に根の 

力に降下することもある。幼虫はこの孔道を単に隠れ場所とし、穿人孔 

付近の辺材を加害し、癌睡状の傷をつけ、木や樹皮屑および虫糞を組糸 

で綴り、食害部を覆っている。蛹化は幼虫孔の終点で行う。 1 -12cm径 

の茎が被害を受けやすい。大きな木では幼虫孔が短く辺材部て終わり傷 

は治癒されるが、幼木では加害部から折損することがある。オーストラ 

リアのZeんりゆ加ste（・IりリScott は東ニューサウスワレスでユーカリ類を、 

Aenetus lignivorus Lew一はユーか’類、Acacia, Lan/oneを、A et 

onus ScottはAcrnena, G /ochic/ion などを加害する。この科の乃7cたm式コ 

A 加2?加das ル勿i/nt/naysは根切虫のように土中に生息し、ユーカリ類 

の根を外部から食害する。 
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図 一 63 Sahyadrassus ma′abancus

上 幼虫(体長約 64mm) 下 成虫(開張約7,2mm)

(Beeson よ り)

島 α々′〃“,G タフ解//ノ24,G ノゼヱ班α,G タフりの 珍 〃ゞ , 乙なぎ〃なお沙〃';』超 L";" の 2α,

屑似 "焔 72go,窺1郷あれfs,oc 加賀"〆?,Rosq,S αかク死Zz!s,So超メ〃‘′iz,掛川わz加川九es,

の′e''?",教みめん?侍などの幹や茎に穿孔する。年 1世代で成虫は 5 ~6 月

に出現し、雌は飛畑中に多数の卵を産卵する。者幼虫は適当な寄生木の

幹や茎に穿孔 し、上先端の曲った長い円筒形の孔道をつくる。="こそ長の

力に降下することもある。幼虫はこの孔道を単に隠れ場所とし、穿人孔

付近の辺材を加害し、癌腫状の傷をつけ、木や樹皮層および虫糞を絹糸

で綴 り、食害部を覆っている。姉化は幼虫孔の終点で行う。 1~12cm 径

の基が被害を受けやすい。大きな木では幼虫孔が短く辺材部て終わり傷

は治癒されるが、幼木では加害部から折損することがある。オーストラ

リアの Zeわかめ名 sねじり′′Scott は東 ニ ューサ ウスワ レスでユーカ リ類 を、

Ae72 貌 揺 /埋粥 卵γ鷹 Lew. は ユ ー カ リ類 、 A α沼 口,乙α“′"77αを、 A 肌‐

〃??"s Scott は Ac“?e7′",G/ocルメダデo71な どを加害す る。 この利の Trにfe7i"や

月無〃☆"〆錦 忽ケメ海抜だβ〈Fは根切虫のように土中に生息し、ユーカリ類

の根を外部から食害する。
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(2）ボクトウカ科 Cossidac (carpenter moths) 

成虫は中型ないし大型。翅は開帳35- 180mm,灰色または褐色の斑紋 

をそなえるが、鮮明色の後翅を持った種類もいる。口吻と小』思鬚は微小 

か退化する。甲眼はほとんど退化する。前脚艦節には葉状片がある。前 

翅は径脈と翅軌をそなえる。幼虫は多少扇平、帯黄白色ないし紅色、背 

面には暗色紋をそなえる。頭部と前胸背はキチン化する。大腮は大きく 

強固。擬脚は5 文」で鉤爪は円く 2 組に配列される。世界から約100属 

1,000種か知られ、温帯から熱帯に広く分布する。成虫は夜行性で、幼 

虫は生きた樹木の木部や草本植物に穿孔加害する。 

Eulopleonoiw, obeseお (Karsh）はナイ シェ リア、 ガーナで乃ゆー 

んcleelon Scたn11三］’ん”の若木の木部に深い孔道を掘る。成虫は体長約3 cm 

で透明の翅をそなえる。被害木は樹幹の幼虫孔からフラスの混じった褐 

色の樹液を排出する。樹液の排出は年巾みられるが1 -4 月に多い。 

Xyleedes cerainica Walkelはビーホール・ボーラー（bee一hole borer) 

として知られるチーク造林地の重要害虫で、材巾につくられる幼虫孔に 

より制仙を著しく低下させる。ドアバンガ（Dmbanga sonhjerattoedas), 

助at/ic庇acanepan u/ak，メリナにもつく。ミャンマーから東はニュー 

ギニア、北はフィリピンまでの東洋区や東パキスタンに分布する。成虫 

は翅の開帳8 ~ 16cmの細い翅の褐色大型のガ。幼虫は体長6 ~ 7 cmに達 

し、ピンクと白の横帯を持ち、前胸背は粗面。成虫の寿命は短い。 1 雌 

は50,000卯以上を産ドする。樹皮の割れ目に産みつけられた卯は10 - 20 

日で析化する。若幼虫は絹糸で垂下し風によって分散し、適当な寄生木 

の樹皮に達すると絹糸で被覆物をつくリ、その下方で樹皮と外部の辺材 

をかじり、木部の内」方に穿孔する。幼虫孔の直径は約25mm、長さは 

25cmに達する。幼虫は木部を摂食せす、穿入孔の傷痕につくられてくる 

新しい皮を食する。幼虫期は1・～2 年で、穿人孔を絹糸で閉じ、孔道の 

－上端に淡色または赤褐色の絹糸で栓をして蛹化する。 2 -3 週間後蛹は 

うごめきながら穿人孔から樹皮外部に体の半分を乗り出して羽化する。 
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(2)ボク トウカ科 Cossldac(carpenter moths)

成虫は中型ないし大型。細は開帳35~180m 眼、灰色または褐色の斑紋

をそなえるが、解明色の後超を持った種類もいる。口吻と小腸繋は微小

か退化する。単眼はほとんど退化する。前脚服飾には葉状片がある。前

期は径脈と遡索或{をそなえる。幼虫は多少扇平、帯黄白色ないし紅色、背

面には暗色紋をそなえる。頭部と前胸背はキチン化する。大鵬は大きく

強国。蝦脚は 5対で傘句爪は円く2組に配列される。世界から約100属

1,000種か知られ、温帯から熱帯に広 く分布する。成虫は夜行性で、幼

虫は生きた樹木の本部や草イ・植物に穿孔加害する。

砂′/〃の脳〃α始 め e立侍 (Karsh) は ナ イ シ ェ リア、 ガ ー ナ で rγ中‐

お物‘/o72緒おり卸/o“の若木の木部に深い孔道を掘る。成虫は体長約 3cm

で透明の矧をそなえる。被害木は糊幹の幼虫孔からフラスの混じった褐

色の樹液を排出する。樹液の排出は年中みられるが 1~ 4月に多い。

XJ'/e′‘/es c87謬川元" Walke1 は ビー ホール ・ポー ラ ー (bee~hole borer)

として知られるチーク造林地の重要害虫で、科 rhにつくられる幼虫孔に

より柄 価 を著 しく低 下 させ る。 ドアバ ンガ (Dz"z卿 72gzzsの2ノzの"′≧の〆BS),

Spdrnode α cの lapαmf 迄奴, メ リナ に もつ く。 ミャ ンマ ー か ら東 は ニ ュー

ギニア、北はフィリピンまでの東洋区や東パキスタンに分布する。成虫

は矧の開帳 8 ~16cm の細い迦の褐色大型のガ。幼虫は体長 6 ~ 7cmに達

し、ピンクと白の横常を持ち、前胸背は粗面。成虫の寿命は短い。 1雌

は50,000卵以上を産 ドする。樹皮の割れ日に産みつけられた卵は10~20

日で糖化する。者幼虫は絹糸で垂ードし風によって分散し、適当な寄生木

のー劃皮に達すると絹糸で被覆物をつくり、その下方で樹皮と外部の辺材

をかじ1)、木部の - 上方に穿孔する。幼虫孔の直径は約 25nim、長さは

25cmに達する。幼虫は木部を摂食せす、穿入孔の傷痕につくられてくる

新 しい皮を食する。幼虫期は 1~ 2年で、穿人孔を絹糸で閉じ、孔道の

」端に淡色または赤褐色の絹糸で栓をして師化する。 2 ~ 3週間後師は

うごめきながら穿人孔から樹皮外部に体の半分を乗り出して羽化する。
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ヤンマーでは年甫量1, 800 -- 2, 800mmの所に被害が多く、1,400以ドある 

いは3, 700mm以 上のところは通常被害が軽いという。タイではチーク造 

林地の重要害虫で、現在日木の研究者の協力を得て精力的に研究巾であ 

る。同属のX ,enona LeGuillonは木種に類似し、スリランカ、インド、 

東部ヤンマー、中国、ジャワから記録されている。幼虫I引暗いピンク色で 

タカヤサンの他各種のCasseaの樹幹に孔道をつくる。 1 世代は約18 -30 

か月で、成虫は年問を通じて常に羽化脱出する。雌成虫の寿命は短く、 

樹皮の割れ目に約60,000卵を産む。幼虫孔の壁面は黒すむ。この種類は 

庭園害虫で加害木を枯損させることもある。アフリカに生息するX 

nebnlosa Donovan はマメ利樹木の枝や小径の幹に穿孔する。被害木は 

4)1損あるいは屈曲したリ、木によっては枯死することもある。Cassea gmndis 

と同属の庭園樹に被害が多い。ウガンダのAcrocarjn鳶p'axin加lu応の造 

林地ては潜在的な重要害虫とされている。その他にxboた山ivali 

Rothschild はオーストラリアてユーカリ類を、X capens?s Walkerは東 

部・由部アフリカで各種のCassiaの小径木の幹に穿孔する。この若齢幼 

虫は寄生木の地面近くを巻粘し状に形成層と辺材を食害し、枯損させる 

こともある。タンサニアのタガヤサン造林地で大被害が発生したことが 

ある。Zeuzera eqクl'ae Metnerはスラウエシ、イント、マラヤ、サハ、 

サラワク、パプア・ニューギニアに分布する。成虫の翅の開帳は35-

45mm,白色で黒色の斑紋と条紋をそなえる。幼虫は体長4 cmに達する。 

頭部と前胸の背面は褐色、胴部の背面は赤味を、腹面は黄味を帯びる。 

コーヒーの幹や枝の穿孔性害虫として有名てあるか、マホガニー、ユー 

カリ類、チーク、Al/new, Cassia, Casnarina, C /rn/erasな，Cennarnomnin, 

Rendersea, Grey沼ea, Lagers lroeenia, Me/rn, Ocleroma, Perecopsis, 

Plecocarines, San/alum, Schletchera, Tenninalia, Toonaな どの樹種にも 

穿孔加‘IIする。雌成虫は小径の幹や枝の樹皮上に産卵する。孵化幼虫は 

絹糸て遮蔽物をつくるが、しばしばそこから出て風によってかなリの距 

剛まで分散する。このときの死亡率は高い。幼虫は内樹皮に穿孔し、長 
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ヤ ンマーでは年雨量 L800~2,8Domm の所 に被害が 多 く、 1,400以 ドあ る

いは 3,700mm 以 -Lの ところは通常被害が軽い という。タイではチーク造

林地の重要害虫で、現在日本の研究者の協力を得て精力的に研究中であ

る。同属 の xpg 将のm LeGuillollは水種 に類似 し、ス リランカ、 イン ド、

東部ヤンマー、中園、ジャワから記録されている。幼虫は暗いピンク色で

タガヤサンの他各種のC口ssmの樹幹に孔道をつくる。 1世代は約 18~30

か月で、成虫は年間を通じて常に羽化脱出する。雌成虫の寿命は短く、

樹皮の割れ目に約60,000卵を産む。幼虫孔の壁面は黒すむ。この種類は

庭園害虫で加害木を楠損させることもある。アフリカに生息するX

i・必須om Donovan はマメ料樹木の枝や小径の卓今に穿孔する。被害木は

折損あるいは屈曲したり、木によっては枯死することもある。 C"ss‘"gmizdfs

と同属の庭園樹に被害が多い。ウガンダのAcγαのか榔方惚℃加齢′‘〃もの造

林 地 て は潜在的 な重要害虫 とされている。その他に又加霜山r〃〆′

Rothschlld はオース トラ リアてユーカ リ類 を、又 mp 雛 s?s Walker は東

部 ・誘一部アフリカで各種の Cqssねの小桜木の幹に穿孔する。この若齢幼

虫は寄生木の地面近くを巻枯し状に形成層と辺材を食害し、キー;損させる

こともある。タンサニアのタガヤサン造林地で大被害が発生したことが

あ る。 Z8′だの汀ご舛施肥 Nietner は ス ラ ウエ シ、 イ ン ト、 マ ラヤ、 サバ 、

サラワク、パプア ・ニューギニアに分布する。成虫の細の開帳は35~

45mm、白色で黒色の斑紋と条紋をそなえる。幼虫は体長 4cmに達する。

頭部と前胸の背面は褐色、胴部の背面は赤明くを、腹面は黄瞬くを帯びる。

コーヒーの幹や枝の穿孔性害虫として有名てあるか、マホガニー、ユー

カ リ類 、 チ ー ク、 A′67z‘α,C餌覇α,C 硲〃〃r‘〃α,C/z〃た川鞭α,C′72“〃′〃omm 〃,

F md のsm, Gre 〆/をα, 乙"ge なか○の7ばα, 九グeZ2α,( たねγo′“",FencD お 途,

P′e′ocのか !s,S"′""/〃''・,&/‘Zezc加 地 ,71好〃2加須ね , の〃"な どの 樹 種 に も

穿孔加古する。雌成虫は小径の幹や枝の樹皮上に産卵する。醇化幼虫は

縦糸て遮蔽物をつくるが、しばしばそこから出て風によってかなりの肺

寓ーfまで分散する。このときの死亡率は高い。幼虫は内樹皮に穿孔し、長
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い不規則な孔道をつくる。これは帯状に巻いたり、根部の皮まて降りる 

ことかある。食害部から黄色や赤色のコム状のペレットを刊準する。老 

熟幼虫は薄い皮を残した円形の脱出孔を形成したあと、孔道内で荒いH 

の繭中で蛹化する。インドては1世代4 -s か月。本種は苗畑や若齢造 

林地の正要害虫である。マレーシアではカメレレ造林地で致命的な激害 

を受けた記録かある。ゴマフポクトウ（Z mie/tistrigata Moore) は日 

木にも分布する果掛（カキ、ナシ、 リンゴ、クリ、ピワなど）の害虫で、 

熱帯てはインド、パキスタンに分布し、広葉樹たけでなく引菓樹も加害 

する。成虫の翅の開帳は雌で約50mm,隷で35mm。灰色で翅に黒褐色の斑 

紋を多数散布する。幼虫は初め淡黄色、老熟すると体長55mmになリ、頭 

部は黒褐色、胴部は紫赤色。幼虫は枝や幼木の幹の「Il心付近に頁直に孔 

道を掘リ、これよリ直角に横の孔道を掘る。外部に開孔する孔道内で木 

屑を綴って蛹化する。蛹は羽化の前に体の半身を樹皮外に乗リ出す。 

(3）シンクイガ科 Carposinidae 

成虫は小型。頭毛は滑らかか粗い。毛隆はなく、 H 吻は鱗毛で覆われ 

ない。通常単眼を欠く。触角の基部には櫛状の毛はなく、雄ては各節に 

長い織毛かある。小』思鬚は通常1節で徴小、下辱鬚は3節て前方へ水平 

に仲ひる。前坦は総すけられ、径脈の各支脈は自山、第5 径脈は翅項を 

越えて終わる。後坦は閉じた中央室をそなえ、第1, 2 両中脈を欠く。 

幼虫は生立木の樹皮、果実、あるいは虫えいに穿孔し、上壊巾、樹皮の 

中や制れ日に繭をつくリ蛹化する。成虫は昼間樹幹に静止している。ハ 

ワイ、オーストラリア、ニューシーラントに挿類が多く、オーストラリ 

アでは南部の広菓樹林に多い。全世界から約25属200種か知られている。 

Ron dea属の黒色種は樹皮の焼けた幹の色に類似し、保護色となって 

いる。B itigella Neww の幼虫はユーカリ樹幹のコウモリカ（Acne/吋 

被‘占による潰瘍部の少し」部に穿孔する。イントの』iei idare/us repro加Ia 

はEngenea jatiebolanaやオリーブの果実を、Al scyrodec Meynckは 
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い不規則な孔道をつくる。これは帯状に巻いたり、服部の皮まて降りる

ことかある。食害部から黄色や赤色のゴム状のペレットを剃れ1{する。老

熟幼虫は薄い皮を残した円形の脱出孔を形成したあと、孔道内で荒い目

の繭中で蝿化する。インドては 1担代 4 ~5 か月。本職は音訓nや若齢 ja

林地の所要害虫である。マレーシアではカメレレ造林地で致命的な激害

を受 けた記録 かある。 ゴマフ ポク トウ (Z “‘‘′肋材γ姿"如 Moor は R

本にも分布する果樹 (カキ、ナシ、リンゴ、クリ、ビワなど) の害虫で、

熱帯てはインド、パキスタンに分布し、広葉樹たけでなく針葉樹 も力甘寿

する。成虫の遡の開帳は雌で約50nm、雛で35mm。灰色で遡に黒褐色の斑

紋を多数散布する。幼虫は初め淡黄色、老熟すると休長55mmになり、頭

部は黒褐色、i胸部は紫赤色。幼虫は枝や幼木の幹の中心付近に頁直に孔

道を掘り、これよりー互角に横の孔道を掘る。外部に開札する札達内で木

屑を綴って鮒化する。軸は羽化の前に体の半身を樹皮外に乗り出す。

(3)シンクイガモト Carposl-・ldae

成虫は小型。頭毛は滑らかか粗い。毛隆はなく、 =吻は鱗毛で覆われ

ない。通常単眼を欠く。触角の基部には櫛状の毛はなく、左キー.ては各節に

」い繊毛かある。小iL思繋は通常 1節で微小、下唇髪は3節て前方へ水平

にィ~もひる。前週は総すけちれ、径脈の各支脈は自由、第 5径脈は畑頂を

越えて終わる。後遡は閉じた中央室をそなえ、第 1、 2同 ih脈を欠く。

幼虫はごEil木の樹皮、果実、あるいは虫えいに穿孔し、上壊中、樹皮の

中や割れ 1」に繭をつくり師化する。成虫は昼間樹幹に静止 している。ノ・

ワイ、 オース トラ リア、ニュー シーラン トに種類が多 く、オース トラ リ

アでは南部の広葉樹林に多い。全世界から約25届 200種か知られている。

βo〃〆′"属の黒色種は樹皮の焼けた幹の色に類似し、保護色となって

いる。β 〃壌e故ぞNewnl の幼虫はユーカ リ糊幹のコウモ リ力 (Ae“e/′

被告4こよる武揚部の少し一割;に穿孔する。イントのみ左山海rc/′?~氾Pγの〃′"

は 成増e川"mm るo′"〃〃や オ リー ブの果 実 を、脳 sのりてフ花 Meyrtck は
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Zezyplu侍,nauritianaや ZJ町ub“の果実に食入する。 

(4）メムシガ科 Argyresthiidae 

スガ利に近縁で亜科にされることもあるが、前・後翅ともに先端が尖 

がっている。静止時は頭部を下け後部を上ける。全世界から2属約100 

種が知られている。 

A 摺ryresth,a joIi/aura Meyricic はインドとパキスタンでPirn昭i,o1 

bmghii の新梢に潜る"まつのしんくいむし”の一種である。オースト 

ラリアのC)曾mograptu.s scribuた M ayrtc Ic は樹皮の滑らかなEuca/iptiパ 

加UCIlんm,E rntcranthaの生きた皮に潜り、走り書き様の食痕を残す。 
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図-64 0gmograptusの食痕 

(csIR0よ り） 

一132一 

為zyP粥fs“z"〃r能伽αや Z ノ燭"棚 の果実に食入す る。

(4)メムシガ科 Argyresthiidae

スガ不一に近縁で並科にされることもあるが、前・後遡ともに先端が尖

がっている。静止=縞湖頚部を下げ後部を上げる。全世界から 2届約100

種が知られている。

A7gyresf"≧" わが躍如 Meyrick は イ ン ドとパ キス タ ンで鳥 '?鵜 川A‐

加増勉〆の新梢 に潜 る いまつの しん くいむ し" の一種である。オ柵ス ト

ラ リアの 0g〃・08'ロ弱 "s sc“卿匁 Mayrlck は樹 皮の滑 らかな税に"妙 f′fs

pqzfc扉om,E 那加僚緩ん4の生きた皮に潜り、走り書き様の食痕を残す。
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図一 64 0gmograptus の食痕

(CsーRO より)
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(5）スカシバガ科 Sesiidae (clearwing moths) 

成虫は小型か中型で細長い。黒色か暗藍色で赤色や黄色紋をもち、金 

属的虹彩をそなえる種類もいる。翅は一部に鱗毛がなく透明になる種類 

が多い。頭部は通常滑らかて、毛隆かあるかまたは欠く。単眼はある。 

触角は基部に櫛状の毛を欠き、末端の方に太まり、先端は尖がる。口吻 

は良く発達し、細く鱗片に覆われない。小腮髪は痕跡的で直線状。 ト唇 

は尖かりト力に曲っている。脚は長く、後脚の脛節は長い鱗毛、毛房、 

距軌から生じた剛毛をそなえている。超は細長く、一部分透明となリ、 

特に後翅は翅縁以外が透明となる。翅軌は簡単ぐ腹部は滑らかに密な鱗 

片と毛に覆われる。卯は扇平な楕円形で網目状の彫刻をそなえ、樹幹や 

枝に産下される。幼虫は円筒形で白色か淡色、滞木や樹木の樹幹、根、 

枝などに穿孔し、樹皮下で生活する。成虫は昼間活動し、色彩・飛翔行 

動ともにハチに似る。分布は広く、全世界から約50属L000種以上か知 

られている。 

Aegena wnmatia(リbnM1S Mooie は北イントとパキスタンにおいて 

11ゆit/us Ciゆhintica の緑色の幹に穿孔する。 

(6）ヒロバキバカ科 Xyloryctidae （概要は食葉性害虫の項参照35頁） 

オーストラリアのC加toゾ,Imga mbescens Low はAcaceaの樹幹に穿 

孔し、穿入孔は絹糸で蓋をし、孔道内に葉を引きずリ込み摂食する。し 

かし同属のC ))lelanostigi)1a Wall はA cat/aに多く、柑橘、イチジクそ 

の他の果樹など各種の樹木の樹皮を摂食し、環状に判皮することもある。 

Te/ecrates laettoretta Walkerはオーストラリアのユーカリの内樹皮に 

クモの巣状の食痕をつくリ加害する。また、Uaucha hunieralis Walk 

Crの幼虫は樹皮徴片と絹糸の食痕をつくリ、A llg0ph0/fl と樹皮の滑らか 

なユーカJ類の樹皮表面を食害する。 
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◎スカシバガ料 Seslidae(clearwlng moths)

成虫は小型か中型で細長い。黒色か階藍色で赤色や黄色紋をもち、金

属的虹彩をそなえる種類もいる。恕は一部に鱗毛がなく透明になる種類

が多い。頭部は通常清らかて、毛隣かあるかまたは欠く。単眼はある。

触角は基部に稲状の毛を欠き、末端の方に太まり、先端は尖がる。L」吻

は良く発達し、細く鱗片に覆われない。小一嫌疑は痕跡的で直線秋。1唇

は尖かり 力に1由っている。脚は長く、後脳1の腰節は長い鱗毛、毛房、

隊疎から生じた剛毛をそなえている。想は細長く、一部分透明となり、

特に後遡は矧緑以外が透明となる。班敷は簡単。腹部は滑らかに密な鱗

片と毛に覆われる。卵は扇平な楕円形で網目状の彫刻をそなえ、櫛幹や

枝に産-ドされる。幼虫は円筒形で白色か淡色、f藤木や樹木のキタナ幹、根、

枝などに穿孔し、樹皮下で生活する。成虫は昼間活動し、色彩・飛期行

動ともにハチに似る。分布は広く、全世界から約50属 1,000種以上か知

られている。

Aegerm の“''?α【manor' “7s Moole は 北 イ ン トとパ キ ス タ ン に お い て

/)op〃/"s 徽 Pゐ川ガαzの緑色の幹に穿孔する。

(6)ヒロバキバカ科 Xyloryctldae( 概要は食菓性害虫の項参照35頁)

オース トラ リアの Cり桝 oめ加 gz7“のesc877SLOW, は Ar〃cm の桂村仝に穿

孔し、穿入孔は絹糸で蓋をし、孔垣内に葉を引きずり込みすぎモ食する。し

か し同局 の C 'i′eZ"'70豆智 '2"Wall は Acαcm に多 く、柑橘、イチ ジクそ

の他の果樹など各種の樹木の樹皮を摂食し、環状に集り皮することもある。

e/βロメ BS Zqg≠‘ひγ〆/"Walker はオース トラ リアのユ ーカ リの内樹皮 に

クモの巣状 の食痕 をつ くり加害す る。 また、 Uβ"該 "/?′r''雄司 ?ふWalk ‐

erの幼虫は樹皮微片と絹糸の食痕をつくり、A‐77gop初 '鑓と樹皮の滑らか

なユーカリ類の樹皮表面を食害する。
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⑦マルハキバカ利 Gelechiはae （概要は食菓性早，虫の項参照36貝） 

Tbnicu nit'加111)11(1 VValkerはアンダマン群島、セイロン、イント、 

パキスタンに生息し、苗畑や新植造林地てBoinbax ma/ahancumの新梢 
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図-65 Tonica niviferana 

上“幼虫（体長約24mm）下左‘成虫（開張3 2mm) 

(Beeson より） 

に穿孔する重要害虫でSeinul shoot bornerと呼ばれている。成虫の超 

の聞帳は35~ 40mm、前翅は白く暗色の功紋をそなえる。後翅は黄色。幼 

虫は体長25mmになリ、樹黄色で黒色紋をそなえる。若幼虫は菓腋に穿孔 

し、絹糸で覆う。被害新梢は中空になリ虫糞とヤニて黒色の塊をつくる。 

蛹化は菓上や茎で行う。北イントでは成虫は年2回3 -5 月と7 -]0月 

に発生する。越冬は樹幹基部の樹皮トで行い、そこで輔化する。 

(8）コウシュガ科Metarbclidae (Indarbe1idae) 

成虫の体は長く頑丈0 頭部は小さく、単眼と毛降はない。Iii吻と小聡 

鬚を欠く。後翅の亜前緑脈と第1径脈の合脈は巾室を越え、径分脈から 

印れ、第2 肘脈を欠く。ポクトウガ利に似るか、翅脈は少ない。16属約 

100種が知られ、ェチオピア区と東洋区に分布する。 

Indarbe/a quad; inotata Walker はインド、パキスタン、マラヤ、サ 
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{7}マルハキバカ科 Gelech11dae(概要は食東性il,虫の項参照36Ft)

費 m‘m m 〃舵 m 〃‘! Walker は ア ン ダマ ン群 島、 セ イ ロ ン、 イ ン ト、

パ キスタ ンに生息 し、“痴11や新植造林地て Bomb 偶 〃?"/の〃“czfmの新梢

図 一 65Tonica nMferana

上・幼虫(体長約24mm) 下左 .成虫(開張32mm)

(Beeson より)

に穿孔 す る重要害虫でSemul shoot bnrner と11乎ばれてい る。成 虫の超

の開帳は35~40 醐ー、前地は白く-1音色の斑紋をそなえる。後超は黄色。幼

虫は体長25mmになり、樽黄色で黒色紋をそなえる。者幼虫は菓一廉に穿孔

し、絹糸で覆う。被害新楢は中空にな 1)虫糞とヤニて黒色の塊をつくる。

姉化は東上や茎で行う。北イントでは成虫は年 2 1u13 ~5 月と 7~10 月

に発生する。越冬はネAI幹基部の樹皮 卜で行い、そこで蛸化する。

(8)コウシュガ科 Metarbehdae( 工ndarbelidae)

成虫の体は長く頑丈。頭部は小さく、単眼と毛降はない。′二!吻と小』膿

紫を欠く。後想の疎前緑脈と第 1径脈の合脈は中室を越え、件分脈から

細れ、第 2ルー脈を欠く。ボクトウガネコに似るか、迎脈は少ない。16届約

100種が知られ、エチオピア区と東洋区に分布する。

左?‘〆"γ彰毎 ‘々′"ゐ′フ7ofqなぞ Valker は イ ン ド、 パ キ ス タ ン、 マ ラヤ、 サ
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図-66 lndarbela quadrinotau の食痕 

(Beeson より〉 

バなど東洋区に広く分布する。成虫は開張35-50mm、前翅には錆びた赤 

紋の列をそなえる。幼虫は3 5-50,rnnになり、平滑で体節に角質の黒色 

斑をそなえる。双F葉植物の樹皮の外組織を食害し、材中に穿孔する。 

Acacea catechu, Albezia chinenses, A 血(catarea, Ap rocera,Ar加 

cciplバin tegra, ('asuarina equeset加1/a，メリナ，Lagersiroentea ゆecma, 

マンゴ，Saman ea sainan，身z）習i/tin ciimt fl/i，チーク，Te rite, na/ta 

myreoca功α,Tsie,perha,Xytia xyloca功aなどの寄生樹種か知られて 

いる。インドでは年1世代で、成虫は5月と7月に出現する。卯期は9 

-11日、幼虫は7 月から翌年の4 月まで見られる。蛹期は21-31日であ 

るか、ミャンマーでは年2 世代を繰り返す。成虫は短命で、蔵卵数は約 

2,000個。卵は樹幹や枝の樹皮上に15 -25個あて産卯する。珊化幼虫は 

木部に－卜方に向いた短い孔道を掘って日中の隠れ場所とし、ここからフ 

ラスを組糸でつくったトンネルを延ぱし、この下でかなりの面積の樹皮 

を夜間に食害する。激しい被害では外樹皮か大きく食害される。蛹化は 

木部の孔道内でする。被害を受けた樹木は枯死しないが、活力は低下す 

る。I teti'aoneg Mooreはインド、パキスタン、マラヤなどの束洋区に 

分布し、前種の亜種にする学者もいる。従って習性も前種に似ている。 

A nacareleuni occide”危k,Casuarina aqulset加lea, Euca加1,おclegliゆ危， 
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図一 66 ′ndarbe′aquadrinotata の食痕

(Beeson より)

バなど束洋区に広く分布する。成虫は間張35~50mm 、前期には錆びた赤

紋の列をそなえる。幼虫は3 5~50mn になり、平沼で体節に角質の黒色

斑をそなえる。双子葉植物の樹皮の外組織を食害し、栃中に穿孔する。

Ac αcm ‘αfe嘘 ",A ‘る?烈α cflz夕?鮒 郡 ,A 危 /c雄αγ20,A ‐Pmcem, A 打ひ

じのかずs zmeg ′認 C硲乙r"〃“" β平衡 碑脆 卿 ,メリナ、L〃ge′s‘?鑑 “〃" 鯵 ecおもα,

マ ン ゴ ,S の 7"加 数 s"'" の 7, 幼′親部′rm cm'22 〃", チ ー ク ,7 Term ′ノなぞ方々

myrzoc の力α,T s‘fppe透α,X〕'′?"×)′′ocα鴨〃な どの寄生樹種か知 られて

いる。インドでは年 1世代で、成虫は 5月と 7月に出現する。卵期は 9

~1I F1、幼虫は 7月から翌年の 4月まで見られる。蛸期は21~31R であ

るか、ミャンマーでは年 2 世代を繰り返す。成虫は短命で、蔵卵数は約

2,000個。卵はず前幹や枝の樹皮上に15~25 個あて産卵する。“"?化幼虫は

木部に下方に向いた短い孔道を掘って日中の隠れ場所とし、ここからフ

ラスを絹糸でつくったトンネルを延ばし、この下でかなりの面積の樹皮

を夜間に食害する。激しい被害では外樹皮か大きく食害される。師化は

木部の孔道内でする。被害を受けた樹木は枯死しないが、活力は低下す

る。 / ′eご'"伽 バ Moore はイン ド、パ キスタン、マ ラヤなどの東洋区に

分布し、前種の亜種にする学者もいる。従って習性 も肖ず一種に似ている。

A 加 m "〃'z 鑑 c郷鋼 /"ね Cα班 "′洲 口 町 "2Sg獅磯 α,E" 蝕もめ組s d昭 /′の超
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図-61 Indarbela tetraonrs 

上幼虫（体長約63mm）下成虫（開張約4 0mm) 

(8eesonよ り） 

マンコ、mms aIW ノ7a/iiiii,sm7e)2勿縄乃Jigzim;a ,;in,m 幼Urea) itbUS島 

みz」,glit))) C1II))flhl?, 1ennniaha al7mla, T myi/om加, 乙ref功I菖 

ma"17 tiana などの加害樹種が知られている。1. /heiuam Hampsonはイ 

ントに分布し、茶やマンゴの樹皮を加害する。習性はI quath tijokita 

Walkerに類似す る。 

(9）マドガ科 Thyrididae (概要は食葉性害虫の項参照41真） 

Tridesniodes rain iculata Warren は英名を emire shoot borelとい 

い、 ナイシェリア、 ガーナの苗畑や造林地の1'eiii il/aha iVOIIIISISク） 

、しんくいむし'I である。成虫は開張18~22mm～翅は白色で横染をそな 

え、暗褐色の不規則な線があるが、前翅の外力近くに明瞭な線か認めら 

れる。若幼虫は乳白色で新梢先端に穿孔する。幼虫は新梢内の組織を食 

い、穿入孔から褐色のフラスを掛出する。成長すると小さな新梢から大 

きな新梢の節間部に直径4 - 8 momで長さ50cc｝の孔道をつくる。老熱幼虫 

は体長約15mm、乳白色から淡褐色で淡赤色や青色を帯びることかある。 

1 世代は1-3 か月で世代は重複する。 
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図 一 67fndarbe ′a tetraonfs

上 幼虫(体長約63mm) 下 ,成虫 (開張約40mm)

(Beeson より)

マ ン コ、ハグクフ?′s 扉わ巧 た物1〃A?′‘s oノ877勿/23 月御津!〃〃〃!)〃“'〃′‘も S加 川〃川棚 MS

励 み皆川 '〃 cz!mmzi, eγ川 z“""" 似フ粥川 ,T my γ〃'"ゆ ",Z ′乙蹄舟 fs

〃7α〃川脚 74 な どの加害樹種 が知 られてい る。〃 /?emの27 Halllpson はイ

ントに分布 し、茶やマンゴの楓皮を加害する。習性:はヱタ〃"〆?〃?α"′〃

Walker に類似する。

(9)マドガ科 Thyrididae(概要は食菜1生害虫の項参照41頁)

Trぎdesiiリダes′"“?′c!′超如 Warren は 英 名 を emlreshoot borc1 とい

い、 ナ イ シェ リア、 ガ ーナの苗畑や 造林地の 7を“〃〃?""〃 mo′の"ぞsび)

・しんくいむし" である。成虫は闇張 18~22mm 。燭は『一色で横楽をそな

え、暗褐色の不規則な線があるが、前組の外力近くに明11歳な線か認めら

れる。若幼虫は乳白色で新楠先端に穿孔する。幼虫は新柄『内の組織を食

い、穿入孔から褐色のフラスを排出する。成長すると小さな新楠から大

きな新着ラの節間部に直径 4~8mm で長さ50cmの孔道をつくる。老熟幼虫

は体長約 15mm、乳白色から淡褐色で淡赤色や青色を帯びることかある。

1世代は 1~3 か月で世代は重複する。
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図-88 丁ridesmodes ramicutata 

上幼虫（体長約bUmm）下左 蛹下右 成虫（開張約2 0mm) 

(Wagner らより） 

⑩メイガ科 Pyralidae (webworrns, leaftiers)（概要は食葉刊害虫の 

項参照43頁） 

Jimり'CI F? am 加i/a I-lamps はケシアマツの新梢に穿孔する”まつの 

しんくいむしタで、フィリピンや市アシアから記録されている。モモノ 

コマタラノメイガ（Conogethes punct勇,'al,s Guenee, Yellow peach 

moth）は東アシアの熱帯から温帯に広く分布し、オーストラリアから 

太洋州まて広がる。マンコ、ケシアマツ、チーク、クワ属を含む単イ 

集‘双イ葉植物の樹幹、新梢、花、果実、種子,新芽、太い葉柄、大き 

な菓の主脈なとに穿孔する。成虫は開張24 -32m、橙黄色で前・後翅に 

黒斑かある。幼虫は体長20mmに達し、赤褐色で黒痛の斑点をそなえる。 

白色繭をつくる。シャワては海抜高1, 750m以Lの高所まで見られる。 
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園 -68 丁rfdesmodes ramicuiata

上 ,幼虫(体長約50mm) 下左 ,蝿 下右 成虫(開張約20mm)

(Wagner らより)

(ID)〆 イガオコ Pyralldae(webworms,leaftlers)( 概要 は食葉 1′1害虫の

項参照43頁)

D のびcかm m 海 //"トlamps, はケ シアマ ツの新橘 に穿孔す る いまつの

しんくいむし夕で、フィリピンや南アシアから記録されている。モモノ

コマ タラ ノメ イガ (Cm のg樹海 s pz!ブヱc′宛′認 2s Guenee,Yellow peach

moth) は東アシアの熱帯か )温帯に広 く分布 し、オース トラリアか )

大洋州 まて広が る。マ ンコ、ケ シアマ ツ、チー ク、 クワ属 を含む単子

粟 o双『葉植物のキ虚棒字、新梢、花、果実、種子、新芽、太い葉柄、大き

な葉の主脈などに穿孔する。成虫は開張24~32mm 、櫨黄色で前・後期に

黒斑かある。幼虫は体長20mmに達し、赤褐色で黒痛の斑点をそなえる。

白色菌をつくる。シャワては海抜高1,750m 以上の高所まで兄られる。
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インドではI年3 世代。卯は小さな卵塊状で食樹の各部に産みつけられ 

る。孵化幼虫は直ちに内部組織に穿孔し、絹糸をつけたフラスを排出す 

る。種子では1頭で数個を加害する。各地て害虫としてあまり重要でな 

いようてあるが、インド、ミャンマー、ジャワではチーク林の害虫であ 

る。幼虫は主軸の新梢を枯らし、新芽や若葉の主脈の基部に穿孔する。 

新梢や果実に人ると絹糸のついたフラスを出す。Dio?yctna ahlele//a 

Dews ci SchiffermullerはD, abietivore！たを異名とし、 日本での和名 

はマツマダラメイガで、インドでの俗名はChalgoza cone-borei,英名 

はpine knot-horn moth、米名はspruce cone-wormである。北アメ 

リカ、ョーロッパ、中部・北部アジアに分布し、ヒマラヤでは海抜高 

2,000-3,000rn地域に普通に生息する。幼虫はモミ属、マツ属、 トガサ 

ワラ属なと針葉樹の新梢や球果に穿孔に加害する。球果害虫としての被 

告か多い。 1 年1世代。成虫は灰色で晩夏に出現し、卯は若い球果や新 

梢表面に産みつけられる。幼虫は赤または緑色昧を帯び、頭部と前胸の 

硬皮板は褐色で、樹体内部に穿孔して樹脂の混じったフラスを掛出する。 

この状態のまま越冬し、翌春さらに摂食を続け、新梢の孔道内や落下球 

果から脱出して土中で紙状の絹糸繭をつくり、その内で蛹化する。 

Cり’pbodes eaesahs Walker (=Margaronia caesahs)はイント、バキ 

スタンに分布し、A rlocaゆlIs属の新梢や果実に穿孔し、A inlegraの重 

要害虫である。若幼虫は主脈や新芽に穿孔するが、後に新梢の髄に穿孔 

し、輔化はこの中で行う。]LJyp ゆy(a grandella Zellerはアメリ力のマホ 

カニーの右名なしんくいむし（mahogay shoot borer）で、フロリダ、 

メキシコからブラジル、ペルーまで分布する。マホガニー、セドレラ、 

Khaya seizega陀nsたの他ほとんどのセンダン科の植物の新梢に穿孔する。 

1 年に少なくとも2世代繰り返すようであるが、世代が重複し、いつも 

発育の諸段階の虫体が見られる。卵は通常若い緑色で活力のある新梢に 

産みつけられることが多いが、寄生樹のどこにでも産トされる。幼虫は 

新梢の髄部に縦の孔道をつくリ、その中で蛹化する。同一樹種の果実や 
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インドでは 111二3世代。卵は小さな卵塊状で食湖の各部に産みつけられ

る。“醇化幼虫は直ちに内部組織に穿孔し、絹糸をつけたフラスを排出す

る。種子では 1頭で数個を力甘者する。各地て害虫としてあまり重要でな

いようてあるが、イン ド、 ミャンマー、 ジャワではチーク林の害虫であ

る。幼虫は主軸の新梢を枯らし、新芽や若葉の主脈の基部に穿孔する。

新楠や果実に人ると絹糸のついたフラスを出す。D′o'“か‘""み昭司!α

Denls eL Schlffermuller は D. の溺れのぞ"αを異名 と し、 ロ本 での和 名

はマ ツマ ダラメイガで、イン ドでの俗名はChalgoza cone‐bo re1、英 名

は P illc knot-horn moth 、 米 名 は spruce col・e-worm で あ る。 北 ア メ

リカ、 ヨー ロッパ、中部 ・北部 ア ジアに分 布 し、 ヒマ ラヤでは海抜高

2,ooo~3,0ooln 地域 に普通に生息す る。幼虫はモ ミ属、マツ届、 トガサ

ワラ届など針葉樹の新梢や球果に穿孔に加害する。球果害虫としでの被

告か多い。 1年 1世代。成虫は灰色で晩夏に出現し、卵は若い球果や新

和与表面に産みつけられる。幼虫は赤または緑色-床を帯び、頭部と前胸の

硬皮板は褐色で、樹体内部に穿孔して樹脂の混じったフラスを排出する。

この状態のまま越冬し、翌春さらに摂食を続け、新梢の孔道内や落下球

果から脱出しで土中で弧状の絹糸繭をつくり、その内で鰯化する。

Gろめ卿 des 加 es"′!s Wa= くer(= 朋α増のり鱒α m 偽"/′s) は イ ン ド、パ キ

スタンに分布し、Aγわm の〃嘱 の新梢や果実に穿孔し、A ノ“/増m の重

要害虫である。若幼虫は主脈や新芽に穿孔するが、後に新梢の髄に穿孔

し、鮪化 はこの中で行 う。 "沙 s夢〆"gm7z 礎 ""Zeller はアメ リカのマホ

カニーの有 名な しん くいむ し (mahogay shoot bcrer) で、フロ リダ、

メキシコか らブラジル、ペルー まで分布す る。マホガニー、セ ドレラ、

/てゐ呼ぼse72g那加2謎 の他ほとんどのセンダン科の植物の新梢に穿孔する。

1年に少なくとも2世代繰り返すようであるが、1旦代が重複し、いつも

発育の諸段階の虫体が見られる。卵は通常若い緑色で活力のある新柄に

産みつけられることが多いが、寄生樹のどこにでも産-ドされる。幼虫は

新柄の髄玄開こ縦の孔道をつくり、その中で姉化する。同一樹種の果実や
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樹皮もまた食害する。通常2年牛以上の明るいところの立木に被告が多 

い。寄生樹はまれに枯死するか、新梢がIIii死するために被害部から分岐 

したリ向形になったり、永久にいしけた木になる。助,si勿'a robusta 

Moore (=H pagoc/el危Ragonot) は~日世界の熱帯から亜熱‘拝はで分 

布する。英名はmahogany shoot borer, red Cedar tip moth. toon 

shoot-borer てある。成虫の開張は26-42mrnて、雌は雄よリ大きい。前 

翅は黒線と斑点を持った褐色で、後翅は淡色で半透明。幼虫は4 -6 齢 

で老熟し、休長は30mmになる。色彩は変化があり始め紅色であるが生長 

すると淡青色に変リ、黒色で剛毛のある斑点からなる5縦列を片側にそ 

なえる。基木的にはセンダン科につき、Cedrela mexicana, C odora慨 

Chloroxylon swieten ia, Chu/trasia mha (arts,En /androphragma an 

golense, E altk Khの'a spp , Lovoa tnchtlzoi庇＆マホカニー，Toona 

aast;ョ！is, z ciliaれ T serrataが加害樹として知られている。センダン 

科以外にアンダマン群島ではチーク、マラヤではFag inca力agransと 

Fhndexsia bray!の'ana、 ソロモン諸島ではAlhizia spp , Pometea pin 

na/aか加害樹として知られている。雌は数百粒の白色卵を菓、新梢あ 

るいは加害樹の他の多汁部分に産卵する。幼虫は普通新梢の髄に孔道を 

つくリ食害するが、花や果実にもつき、新梢では髄部に縦の孔道を、果 

実では不規則な孔道をつくり食害する。花では絹糸の荒い網を花庁につ 

くり食害する。また激しい被害では樹皮をかじリ樹液を漏出させる。 1 

頭の幼虫は老熟するまでに新梢や果実を1個以上食害する。蛹化は新梢 

中の幼虫孔や寄生樹以外の保護された部分で営繭してわう。インドの世 

代長は季節により長短かあリ1 --6 か月である。越冬は4 齢幼虫で行う。 

赤道下では年間を通して発育し、 2 か月以内て成虫になリ、世代は重複 

している。カーナでは年6 - 9 Iiト代であるが、乾期は休眠するらしくサ 

バンナ地域で3 -5 世代少なくなる。被害は他種のものと混同される可 

能性か高いが、センタン利植物の重要害虫である。加害樹種の内、 

Cedrela spp., C /ia/u-asia mbit切-is,Kliava ivorens喝Lovoa tric/ultoides, 
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湖皮もまた食害する。通常 2年′1:以上の明るいところの-立木に被告が多

い。寄生樹はまれに枯死するか、新梢が枯死するために被害部か )分岐

した り奇形になったり、永久にいじけた木になる。"〕褒め函γobmm

Moore (= 甘 P"godg""Ragonot) は 1日担界の熱帯から亜熱帯まで分

布 す る。 英 名 は mahogany shoot bore red Cedar tll)moth 、 toon

shoot→〕orerてある。成虫の開張 は26~42mm て、雌 は雄 よ り大 きい。 H1」

遡は黒線と斑点を持った褐色で、後期は淡色で半透明。幼虫は 4 ~6 齢

で老熟し、伸長は30mnlになる。色彩は変化があり始め紅色であるが生長

すると淡青色に変り、黒色で剛毛のある斑点からなる5縦列を片側にそ

な える。基本的 にはセ ンダン科 につ き、 Cedre 超 "7e zm舵α,Codo?m α,

C 屑のり卸 /oノ? 灘卵切餅′α, Cぬ"左7復s〆" ′"慶ば"γ格, お形 "“ぬりP加餐夢“""77 ‐

go/e7?se,E とrれ庭,K/ ′〃)′"spp, 乙o脚 " かに座 Zmzdes マ ホ ガ ニ ー , oo“"

α"緒川 //s 71 α/≧"′",T ser難解が加害樹 として知 られでいる。セ ンダン

科 以外 にア ンダマ ン群 島で はチーク、マ ラヤでは Fdgmm 方zzgmm と

肘“?花 なれr かの′′eyの ?"、 ソ ロ モ ン 諸 島 で は AZわ溜′" spp,P の77erz" 〆〃-

7′α′〃か加害樹 として知られでいる。雌は数百粒の白色卵を葉、新榊あ

るいは加害樹の他の多孫影おこ産卵する。幼虫は習う兎新村亨の髄に孔道を

つくり食害するが、花や果実にもつき、新本肖では艶部に縦の孔道を、果

実ではイ・規則な孔道をつくり食害する。花では絹糸の荒い網を花庁につ

くり食筈する。また激しい被害では樹皮をかじり樹液を漏出させる。 1

頭の幼虫は老熟するまでに新相や果実を 1個以上食害する。鰯化は新村『

中の幼虫孔や寄生樹以外の保護された部分で営繭しでをJう。インドの世

代長は季節により長短かあり 1~6 か月である。越冬は 4齢幼虫で行う。

赤道下では年間を通じで発育し、 2か月以内て成虫になり、世代は重複

しでいる。カーナでは年 6~9 世代であるが、乾期は休眠するらしくサ

バンナ地域で 3~5 世代少なくなる。被害は他種のものと混同される可

能性か高いが、センタン科植物の重要害虫である。加害樹種の内、

Ced だな sPP.,C ん"短刀s′"′"も“/"γzs,′"′"yα zの′℃;⑦豆s L 口レ○αかばね泊り′"gs,
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マホガニー、7lJono SPP に被害が多く、各地で日光の良く当たる場所 

に生えた若い兀気な木に被害か激しいか、日蔭の木では被害か少ない。 

加害樹はまれに桔死する。被害が軽ければ正常に生長を統けるか、激し 

い被害ては新身が破壊されるので、幹か分岐したリ曲ったり、あるいは 

生長が囲害される。木種はToon“の種子にもつき、種子生産に顕著な 

被害かある。またニューサウスウェルスとクインスラントに侵入定着し、 

7bm1(1 (1?昭/01お造林地の害虫になっている。スリランカでは標高1,700 

n:iまてのT00)1(1 sen冒m 造林地に実質的な被害かある。ガーナとナイシ 

エリアではKhの呪 と Loooo の造林阻害要囚になリ、特に北部で被害 

か激しい。マラヤとボルネオの赤道地域ではマホガニーの樹高5 rnのも 

のに被害か激しい。本種は前種のH gmndelなとともにマホガニー造林 

地の最も激しい害虫で過去の被害例からも、この虫に対してなんらかの 

ヌ」策を講しておかないと致命的な被害を受け、造林は失敗に終る。施業 

法を含めた被害回避法の研究が強く望まれる。Jocrna inalefico 

Meyrick はイントで4 月から8 月までLagers/roemia speciosa や1をγ 

ininalia tonle)ltosa の葉を食害し、土中で絹糸の繭をつくリ蛹化する。 

Lan,o, to adap/ella WalkerはインドでShorea robi鳶toの種子に潜り、 

図-69 Lamoria adaptel!a 

幼虫（Beeson より） 

その中で蛹化する。成虫は7 -8 月に羽化する。Leucotodes a功0)10然 

Guen6e はアフリカから南アジアまで広く分布し、成虫は口色で前翅に 

赤褐色と黒の斑点をそなえる。幼虫は成熟すると］5 --20nimに達し、赤色。 

ナス科植物の告虫で、その他各種の果実、新梢や柔らかい茎に穿孔する。 

マンコの新梢を加害した記録がある。卵は寄生樹の菓や新梢に産下され、 

茎や葉を綴り、あるいは土壤巾で繭をつくリ蛹化する。 1 年に3 世代を 

繰リ返す。 
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マ ホガニー、 71oo“〃 spp に被害が 多 く、各地で LI兆の良 く当たる場所

に生えた若いフ亡気な木に被害か激しいか、 H蔭の木では被害か少ない。

加害樹はまれに枯死する。被害が軽ければ正常に生長を続けるか、激し

い被害ては新芽が破壊されるので、幹か分岐したり曲ったり、あるいは

生長が阻害される。木樋は 7次班αの種子にもつき、粒子生産に顕著▲な

被害かある。 またニューサウスウェルス とクインスラン トに侵 入定着 し、

7ゎのm m雌雄な造林地の害虫になっている。スリランカでは標高 1,700

111まての T(mm ′sβ“可α造林地 に実質的な被害かある。ガーナ とナイシ

ェリアでは K/′燭耽 と乙翻りαの造林阻害要因になり、特に北部で被害

か激 しい。マラヤとボルネオの赤道地域ではマホガニーの樹高 5m のも

のに被害か激しい。本種は前種のH,gm れde/超とともにマホガニー造林

地の最も激しい害虫で過去の被害例からも、この虫に対してなんらかの

対策を満しておかないと致命的な被害を受け、造林は失敗に終る。施業

法 を含 め た被害 回避法 の研究が強 く望 まれる。知 mm ′“〆坊 cα

Meyrick はイ ン トで 4 月か ら 8 月 まで乙"ge's′roe〃?‘"spec おs〃や g

崩れ?α加 foii7eizrosαの葉を食害 し、土 中で絹糸の繭 をつ くり蟻化する。

ム mm"" 〃〆〃Pze〃"Walker はイ ン ドで Sんo彬αれ〕飯館超の種 了4こ潜 り、

図 一 69 」amoria adapte"a

幼虫 (Beeson より)

その中で蟻化す る。成 虫は 7 ~ 8 月に羽化す る。乙e?ず‘modes oの o'm"s

Guenee はアフリカから南アジアまで広く分布し、成虫はロ色で前超に

赤褐色と黒の斑点をそなえる。幼虫は成熟すると15~20nm に達し、満、色。

ナスォー植物の害虫で、その他各種の果実、新村『や柔らかい茎に穿孔する。

マンコの新刊当を加害した記録がある。卵は寄生樹の葉や新梢に産下され、

茎や葉を綴り、あるいは土壌「11で繭をつくり蛇行化する。 1年に 3 世代を

繰り返す。
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4）ハチ目（膜翅目）Hyrnenoptera （概要は食菜‘n 害虫の項参照87頁） 

(1）キハチ科Sincidae (wood wasps) 

大形。成虫は陰色あるいは鮮lり］色で金属光沢をそなえる。体は長く円 

筒形。頭部は大きく細い頸部をそなえる。触角は糸状で多数節からなり、 

長さは体長の約半分。腹部は胸部との着生部で広くくびれない。姐は細 

長く部分的に曇色になることがある。産卯管は長く林状て先端は鈍い。 

卯は樹皮下か木部中に産人される。幼虫は淡色で円筒形、 S字形に曲リ、 

各節には擬環節をそなえる。頭部は太く、胸脚はかなり退化し、腹部の 

尾端にはI突起をそなえる。幼虫は菌と共生する。全世界に9 属約100 

種か知られている。 

&fl?X 2))功eriahs の 成虫は金属光沢のある青色と赤褐色で毛か生え、 

体長は約3m。 ヒマラヤでAbies webbiana, Cedri背deodara, Pzcea 

morenda などの引菓樹につく。雌の産卵管は18mmで厚い樹皮でも木部 

に産卵できる。幼虫は木部に深く潜り、孔迫には木粉を密に詰める。老 

熟幼虫は3 mmに達し、円筒形でフード付きの前胸を持ち、胸脚は退化す 

る。腹部末端は暗色の刺のある突起に終わっている。幼虫期間はほIま1 

年、表面近くの幼虫孔先端で蛹化する。 5 -6 )」に直径1 ciiiの円形の孔 

を開けて脱出する。 

(2）クビナガキバチ科Xiphydriidae 

成虫の体は円筒形で細長いか、後方にわすかに太まリ、尾端で細まる。 

触角は複眼の上方に着生する。前胸は前力に円錐状、前胸背は長い預部 

となる。前翅の径室は分割される。全世界から22属約90種か知られてい 

る。 

泊I）あ’dna her,たenteはベンガルでI九,ブたera p2 fl as の内部に孔道を掘 

リ、 S 月に脱出する。 
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4) ハチ目 (膜趣目)Hymenoptera( 概要は食菓“害虫のけー参照87頁)

(1)キバチ科 Sir・cidae(wood wa ps)

大形。成虫は陰色あるいは鮮明色で金属光沢をそなえる。f本は長く円

筒形。頭部は大きく細い頚部をそなえる。触角は糸大で多数節からなり、

長さは体長の約半分。腹部は胸部との着生部で広くくびれない。想は細

長く部分的に曇色になることがある。産卵管は長く棒状て先端÷は鈍い。

卵は樹皮下か木部中に孫人される。幼虫は淡色で円筒形、Sラ:形に曲り、

各節には擬環節をそなえる。頭部は太く、胸脚はかなり退化し、腹部の

尼端には 1突起をそなえる。幼虫は1割と共乙!:する。全ftL界に 9属約100

種か知られている。

Szi燃 初zpeγz"‘zsの成虫は金属 光沢の ある青色 と請、褐色で毛か′たえ、

体 長 は 約 3 mm。 ヒ マ ラ ヤ で Abzes 乙Uebあの2α,Ced γぞfs deodd 欄 ,P"m

iizo“"〆" などの多1葉樹につ く。雌の産卵管は18mmで厚い樹皮でも木部

に産卵できる。幼虫は木部に深く椿ー)、孔道には木粉を密にnデ,める。老

熟幼虫は 3mmに達し、円筒形でフート付きの前胸を持ち、胸腺=ごま選化す

る。腹部末端は=音色の刺のある突起に終わっている。幼虫期間はほぼ 1

年、表面近 くの幼虫孔先端で師化する。 5 ~ 6月に直径 lcmの円形の札

を開けて脱出する。

(2)クビナガキバチ禾+ ×lphydrlldae

成虫の体は円筒形で細長いか、後方にわすかに大まり、尾端で細まる。

触角は複眼の上方に着生する。前胸は前ノjに円錐状、前胸背は長い頚部

となる。前超の径室は分割きれる。全世界から22届約90種か知られてい

る 。

又ゆ毎αばα /2夢中β′てzだはベ ンガルで息e川棚ロル mcs の内部 に孔道 を掘

り、 5月に脱出する。
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(3）コシブトハナハチ科Anthophoridae (carpenter bees) 

成虫は巾形ないし大形、密毛に覆われ、黒色または金属光沢の暗監色 

あるいは緑色て、帯白色または黄色の軟毛をそなえる。頭部は大きく横 

形。触角は膝状で短い。脚は太く毛か多い。翅は細長く曇色で'hi光を持 

つことがある。前翅には長い径室と3肘室をそなえる。木材や空洞のあ 

る茎に営巣する。全世界から約170属以ト4,000種か知られている。 

クマバチの－4重（Xyloc"a (?CS/i(C/i2S) は北アフリカからイントに分 

布する。成虫は体長約2 2cm,雌は黒色で胸部には長い光沢のある黄色 

毛をそなえ、推では精彩を欠いた黄色の短毛をそなえるか、胸部のもの 

は長くなる。枯死木や建物の建材に孔道を掘る。幼虫室は粘着」1の唾破 

と細かい木粉の況合物てI個すつ区切られ、その中に直径ほほlcalの食 

物塊と1卯がある。山小屋のタルキや柱あるいは竹材などに営巣する。 

X なtゆCsは体が幅広く、成虫の体長は約3cm,黒色でやや光沢かあり、 

翅は金属光沢のある青緑て紫色の反射光がある。イントの暖地では11月 

から3 )」まで不活発て、寒地ではこの期間かより長くなる。越冬は木材、 

竹、ョシ内のIL道で行う。木材につくられた孔道はI自立したU や梁では 

下方に曲リ水平の杜ではいすれかの方向に曲る。 主孔は2 -6 年の分岐 

孔を持ち、長さは5 -1Dm,］て、直径2 cmてある0 孔道はIリ筒形で分離し 

た部屋を持ち、その間はくひれる。個室の先端には植物に花粉を加えて 

貯蔵し、 1 卵を産みつけている。個室は壁面から削リ取った細木粉を唾 

液で固め仕切られている。卵は暖期に6 -?日で蔚化する。幼虫は貯蔵 

餌を摂食し、約3週間で蛹化する。I 世代は約6週間て、年4 世代を繰 

リ返す。加告樹種はA inoora ioa/IicIii,, Giu flCiflOfli ((1)? gla,1dil/施fl(fli, 

Gee!mfoona , J)ysoxyhim hamilton;,, Eugenic )ambo/ana, Teuinnialia 

chebuな である。 
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◎ コ シブ 1・ハ ナ ハ チ科 A1・thophorldae(carpenter bee

成虫は中形ないし大形、密毛に覆われ、黒色または金属光沢のn宵鼠色

あるいは緑色て、帯白色または黄色の‐軟毛をそなえる。頭部は大きく横

形。触角は--秦状で短い。脚は にく毛か多い。麹は細長く曇色で脚光を持

つことがある。前燭には長い径室と 3肘室をそなえる。木材や空洞のあ

る茎に営巣する。全世界から約170属以 i14,000種か知られている。

クマバ チの一種 (Xy/ocop" 解 s′〃"i?s) は北ア フ リ力か らイン 1・に分

布する。成虫は体友約2 2cm、雌は黒色で胸部には長い光沢のある黄色

毛をそなえ、雄では精彩を欠いた黄色の忽毛をそなえるか、胸部のもの

は長くなる。枯死木や建物の建材に孔道を掘る。幼虫室は粘着性の-球戯

と細かい木粉の混合物て 1個すつ区切られ、その中に道径ほほ lcmの食

物塊と 1卵がある。 -」-小屋のタルキや柱あるいは竹材などに営巣する。

X‘〆ゆeふは体が幅広 く、成虫の体長は約 3cm、黒色でやや光沢かあり、

糊は金属光沢のある青緑て紫色の反射光がある。イントの暖地では1IFi

から 3月までイ・活発て、寒地ではこの期間かより長くなる。越冬は木材、

竹、ヨシ内の孔道で行う。木材につくられた孔道は直音.したネ1や柴では

下方に由り水手の社ではいすれかの方向に辿る。すJL は 2~ 6年の分岐

孔を持ち、長さは 5~1ocm て、直径 2cmてある。孔道は円筒形で分閉廷し

た部屋を持ち、その間はくびれる。個室の先端には植物に花粉を加えて

貯蔵 し、 1卵を産みつけている。個室は壁画から削り取った細木粉を1唾

液で因め仕切られている。切りは暖期に 6~7 日で糖化する。幼虫は貯蔵

額を摂食し、約 3週間で堀化する。 1坦代は約 6週間て、年 4世代を繰

り返 す。 加 害 樹 種 は A' 肋 の協そり"/′羽 山 ,Cm 〃‘!′izmm ′〃z gをぞ77‘/z!/施 〃′〃?,

Cedre 霧 中Dim,Dy ふり卸 /"“?方留用 /f(万m E乙塚ei?′"ノ"賜わo/"賜ろ 7セmm2"/?"

c座り〃/" である。
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